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序章




「平和だな」

　アード＝グラッサムはそんなことをつぶやきながら、『エルツェン』の上に広がる青い空を眺めていた。

　屋敷の庭では、幼おさな馴な染じみのリウナ＝ソウルシェアが張り渡したロープに洗濯物を干している。そして、アードの三人の娘たちは、家の中で彼を待ちわびているはずだった。

　先ほど、フェニ、ユニ、ナーにかけられた言葉が、アードの脳裏にリフレインする。

「アード！　後で、一緒にお人形遊びしよう！」

「一緒に本を読んで知識を深めるのがいいです、父上。その時は膝ひざを貸してください」

「……おままごと、私奥さんやるから、旦だん那なさんしてください」

　それを蹴けって一度庭に出たのは、リウナを手伝おうと思ったからだが、リウナは「まだ怪け我がが治ってないしいいよ」とやんわり断った。

　もうほとんど治ったんだけどな、とアードは最近まで包帯を巻いていた左腕を見つめながら、リウナが洗濯物を干し終わるまで庭先でのんびりしていようと思っていた。

　先日、難易度の高い試練に挑んで無理を押し、重傷を負おって入院する羽目になった彼は、娘たちやリウナが心配することもあって、養生をしている。

　だが、家でくすぶっているのもそろそろ限界だと、彼は感じ始めていた。

（また、冒険に出たいな。家でじっとしているのは性に合わない）

　自分でもここまで冒険が好きだったとは思わなかったので、少々驚く。しかしアードの心はすでに、『エルツェン』の街の外れにあるダンジョンの入り口へと飛んでいた。

「それに、いつまでも怠けていたら、家庭を支えるなんてできないからな」

　少し言い訳がましくつぶやきながらも、それも大切なことだとアードはうなずく。

　何しろ彼と三人の〈神獣むすめ〉は、やっと本物の家族になれたのだ。

　守っていきたい。今まで以上に、この家族を。気にかけてくれているリウナも含めて。

　だから──。

「もう、アード、いつまでのんびりしてるのさ！　早く遊ぼうよ！」

「父上、娘と遊ぶのは父親の義務です。果たしてください」

「……お父さんと一緒にいたいです」

　屋敷の窓から顔を覗のぞかせて叫ぶ娘たちに、アードは苦笑を浮かべた。

「……だから、いつまでも遊んでばかりってわけにはいかないんだけどな」

　そうつぶやきながらも、娘たちに求められるのが嬉うれしくて、リウナの洗濯が終わるのを待ち遠しく思うアードであった。




　その日の夕方、アードと娘たちはいつものようにリウナと食卓を囲んでいた。

　冒険者の中でも最高峰の称号『勇者』として称たたえられるリウナは、その持ち家も豪勢で、食卓に使うテーブルも高級なものを使っている。しかし、料理上手な彼女が作り上げた食事は、それに負けず劣らず豪華で、見てるだけでよだれが出そうだとアードは思った。

　その夕食を前に、赤い羽根をパタパタさせながらフェニがご機嫌な表情で口を開く。

「やー、やっぱりお人形遊び面白かったね！　お姫様のお人形可愛かわいかったし！」

「読書も捗はかどりました。やはり父上の膝ひざは居い心地ごこち抜群です」

　ユニが冷静な口く調ちようと表情で、しかし満足そうにうなずく。部屋の灯あかりに照らされて、額に生えた角が、大理石のようにキラリと光った。

　その隣で、同じようにナーが金色の瞳ひとみを淡く輝かせた。

「おままごとも楽しかったです……でも、お隣の奥さんとの浮気現場を見つけて、それを平謝りする旦だん那なさんと、泣きながら許す新妻ごっこができなかったのが残念です……」

　しゅんとうなだれる末娘の少女を見て、アードは彼女が読んでいる本を一度確認した方がいいかなと、本気で心配になってきた。

　と、その背中に柔らかい重みが被かぶさってくる。いつの間にか席を降りたフェニが、嬉しそうに背後からアードに抱きついてきたのだ。

「ねえ、アード。明日もいっぱい、いっぱい遊ぼうね！」

「父上、まだ読みたい本は残ってます」

「……私も、たくさんお父さんと遊びたいです」

　ユニとナーも、アードにぽふぽふとひっついて体をすりつけてくる。

　前もこうやって娘たちが甘えてくることはあったが、かりそめの家族である以上、それが消えてしまわないかとアードは不安に駆られたものだ。が、今はそんな感情に縁はない。本当の家族っていいなと、しみじみ実感する。

　それは娘たちも同じなのか、甘え方に前より遠慮がないように感じられた。そんな娘たちの態度にアードは癒やされていたが、ふと、癒やされてばかりもいられないと思い直す。

　大切なことを伝えなければいけない。彼女たちを一度離すと、改めて口を開いた。

「残念だが、いつまでもずっと遊んであげるわけにはいかないんだ。働かなければ食っていけないからな──だから、俺おれはそろそろ冒険者としてダンジョンに復帰しようと思う」

「「「えー！」」」

　驚きの声をあげ、娘たちは血相を変えてアードの顔をのぞき込んだ。

「そんな、試練は終わったんだし、アードも冒険せずに毎日遊べるんじゃないの？」

「もっと一緒にいられると思いましたのに」

「……離れるの、イヤです」

　三人とも、父親と一秒たりとも離れたくないという気持ちで必死のようだ。アードはそのことを微笑ほほえましく、嬉うれしく思いながら、彼女たちを少しは安心させるよう笑ってみせた。

「まあ、まだ体が完調じゃないしな。明日からすぐってわけじゃない。それに、前みたいに一日二時間の探索でも生計を立てられると思うから、そんなに頻繁に潜ることはないよ」

　その言葉に「まあ、それなら」と渋々娘たちはうなずく。

　と、それまでにこにこと親子の様子を見守っていたリウナが、アードに向かって小鳥のように小首をかしげてみせた。

「結局、また冒険者をやるんだねアード。他のお仕事とかするつもりはないの？」

「ああ、色々と考えたけど、しっくりこなくてな……何か、冒険が性に合ってるみたいだ」

　それがなぜかはわからず、アードは曖あい昧まいに笑った。リウナも察したように微苦笑を返す。

　と、フェニが口をとがらせながら割り込んできた。

「でも、つまんないなぁ。せっかく本当の家族になれたんだから、ずっとずっとアードと遊べたらよかったのに」

（ずっと、ずっと、か……）

　ふと、アードはその言葉に、心の奥に何かがわき起こるのを感じた。娘たちに伝えておきたい、大切な何か。それを口にする。

「フェニ、ユニ、ナー。一つ、聞いてほしいんだ」

「何でしょう、父上？」

「俺おれたちは、改めて本当の家族になることができた。俺はこのことがすごく嬉うれしいし、今まで以上にお前たちのことは実の娘として扱いたいと思う──今までがそうでなかったわけではないんだがな──ただ、だからこそ、お前たちには考えてほしいことがあるんだ」

「……考えてほしいこと、ですか？」

「そうだ。とは言っても、別に大げさなことじゃない。ただ──お前たちには、未来のことについて考えておいてほしいんだ」

「「「未来？」」」

「ああ、未来というか将来というか……自分たちがこの世界で、どのように生きていくのか。考えておいてほしい。特に将来、どんな先を目指して、どんな仕事をするのかとか」

「……仕事」

　そんなものは考えたこともなかったのだろう、フェニが呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　アードはその髪を撫なでてやると、他の娘も同様にしてやり、そして付け加える。

「すぐに答を出す必要はない。ぼんやりと考えてくれればいい。でも、覚えておいてほしい。未来は、必ずお前たちにやってくる──そのことが、俺にはとても嬉しいんだけどな」

　言葉通り、にこやかに微笑ほほえむアードを見て、娘たちは思わず顔を見合わせたが、とりあえず「はぁい」と神妙にうなずいてみせた。








第一章　探偵団結成！




　昼下がりのリウナ邸にて、フェニ、ユニ、ナーの三人はぼんやりと時間を過ごしていた。

　アードはリウナと共に買い物に行っている。いつもなら自分たちも、とついていきたがる（引きこもりがちなユニは除く）娘たちだが、今回に関してはパスをしていた。

　昨日の夜、アードに言われたことが、頭の中をぐるぐると回っていたのである。

「……将来かあ」

　フェニが実感なさそうにつぶやいた。本に目線を落としていたユニも、ハンカチに刺し繍しゆうをしていたナーも──最近リウナから教わってるらしい──長女の方を見る。

「……考えもしなかったことですね」

「……でも、お父さんの言う通り……いずれ来るものです」

　ユニは戸惑うような顔で、ナーはうっとりと夢見るような顔で、フェニはそれをミックスした顔で、それぞれ呆然としている。

　彼女たちには元々「将来」を考えるような生き方は用意されていなかった。

　人間ならざる少女たちは、〈神獣〉──古代魔法文明によって生み出された魔法生物で、主あるじと認めた人間のサポートが、その存在目的のすべてだ。

　自身の人生なんて、本来考える必要がないはずである。

　そんな彼女たちに将来のことまで考えるよう忠言し、しかもそのことを「嬉うれしい」と言ってくれたアードは優しい。〈神獣〉がただの古代魔法文明の道具でなく、「人間」としての人生を歩むことができるようになったのを喜んでくれたのだから。

　そのことがわかるからこそ、フェニたちもアードの親としての愛情に触れることができ、とても嬉しかったのだ。が、元々自分たちの将来なんて考える自覚に欠けていたので、どうすればいいのか途方に暮れていたのである。

「そもそも、私たち大人になれるのかな……？」

「確かに。人間のサポートとして充分な力を持っている以上、私たちに『成長』という機能がついてるかどうかは疑問ですね。ずっと、この姿なのかもしれません」

「そ、そんなことないよ！」

　少し暗めな妹二人の言葉に、フェニは慌てて立ち上がると、明るく笑ってみせた。

「あたしたちも、大きくなったら大人になるよ、たぶん！　今よりうんと大きくなって……あたしなんてひょっとしたら、リウナよりスタイルよくなってるかも！」

「「それは無理だと思います」」

「……声をあわせて言わなくてもいいじゃん」

　リウナはとても豊満な体型だ。対して、子供だから仕方ないとはいえ、出るところもあまり出ていないフェニは、密ひそかにそのことを気にしていた。比較対象が、アードを巡って──感情の質の差はあるといえ──ライバル視するリウナならなおさらである。

「あたしたちだって将来、きっと、ボンッ、キュッ、ボンッになるってば！　信じようよ」

　胸とお尻のあたりで両手を動かす姉に、ユニとナーも幾分か気を取り直したようだった。

「そうですね、成長ののびしろがある私なら、可能性があるでしょう。フェニとちがって」

「……あの、可能性なら私の方がもっと……だから、フェニお姉ちゃんも無理しないで、希望は私に託してくれれば……」

「……二人とも、酷ひどくない？　あたしだって大きくなるもん！」

　きゃあきゃあと言い合いながら、それでも楽しそうに未来の自分の姿を想像する少女たち。その表情はとろけるように、すっかり至福のそれになっていた。全員理想的な大人になった自分を想像したのである。

「うふふ、背とか高くなってるといいな」

「手足がすらっとしていると、知的でいいですね」

「私……細身なので、もっと肉付きよくなりたいです……」

　妄想の自分に、ぽややんっと幸せそうな表情を浮かべる娘たちだったが、ふとユニが眉まゆをひそめてつぶやいた。

「しかし、そうなると父上のもう一つの課題、将来どんな仕事をするのかというのも気になりますね」












「えー、今お仕事のことまで考えるの？　何か面倒くさいんだけど」

「……でも、生きていくためにはお金を稼がないといけないです……いざという時には、お父さんの老後の面倒も見られるように、私たちで稼がないと」

「ナー、そんなことを考えていたのですか」

　ユニがナーを意外そうに見つめる間にも、フェニはつまらなそうに「むー」と宙をにらんでいた。遊び好きの彼女にすれば、将来の仕事など考えるだけでも億おつ劫くうである。

　と、何やら思いついたらしく、不意に指を鳴らしてみせた。

「そうだ、どうしてもっていうなら冒険者にでもなればいいんじゃない？　ほら、学校も卒業したし、アードと一緒にぺりぺりすとらむーちゅとかにも行けたんだし」

「〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉ですよ、フェニ……しかし、いくら実績があるからとはいえ、将来の仕事を冒険者と安易に決めるのはどうかと思いますが」

「……私も、お父さんとダンジョン潜るのは良いけど……冒険者になるのはちょっと」

　別にダンジョン探索が嫌いなわけではなく、むしろ好きで楽しいと思ってはいるが、それはあくまでアードと一緒にいることが前提だ。父親のお手伝いであることが条件なのである。仕事として『冒険者』を選ぶのは、あまりピンとこない。

　だがフェニは、自分の考えが気に入ったらしく、妹二人を説得する。

「でも、ほら。ちゃんと将来の仕事考えておいたよ、って言えば、アードも安心するし褒めてくれるかもしれないよ。頭なでてくれるかも」

「「うっ」」

　娘たちは父親の頭なでなでに弱い。

　ユニとナーの態度が、そわそわとしたものになった。表情が期待に輝いている。

「だったら……とりあえず冒険者ということで結論づけても、いいかもしれませんね」

「……学校で色々教わったし……何なら、もう一度学校に入学してもいいし……進路の件もクリアできます」

　そんなことを妹二人が考えているうちに、フェニはさらなる発想の飛躍にたどり着いたようだ。目をきらきら輝かせて、妙に張り切った大声を上げる。

「そうだ！　それなら、いっそのこと！」

「「……いっそのこと？」」




「……えっ？　今すぐ冒険者になる!?」

　買い物から帰ってきたアードとリウナを、衝撃が襲った。

　三人の娘がにこにこ顔で、こんなことを言ってきたのだ。

「将来の仕事考えてね、明日からすぐに冒険者やることにしたんだよ！　えらいでしょ！」

「先見の明と行動力があります。これは褒めて伸ばすべき才能ですね。遠慮せず、頭をなでてもいいのですよ」

「……頑張ります」

　羽をパタパタさせてドヤ顔でフェニが、真顔ながら顔を紅潮させて得意げにユニが、胸前で小さく拳こぶしを握って健けな気げにナーが、わくわくした表情をアードに見せてくる。

　とりあえず、一生懸命考えた彼女たちを一応褒めてやった方がいいかと思い、アードはその頭をなでてやる。うっとりと目を閉じる娘を見ながら、困ったような顔でつぶやいた。

「いや、でも。冒険者だしなぁ。そんな危険なものを選ばせていいものか……」

「いいんじゃない？　フェニちゃんたちが自分たちで決めたことだし。その意志は尊重した方がいいと思うよ」

　リウナがおっとりと両手を合わせて娘たちを支持するが、アードはそれほど楽天的にはなれなかった。

「だって、今すぐだぞ？　せめて訓練所か学校でもっと基本を学ばないと、いきなりダンジョンに潜ったって大けがするだけだ」

「そうかなぁ。わたしほとんど訓練とかしなかったけど、何とかなったよ」

「……［強運フオーチユン］持ちのお前と一緒にするなよ」

　リウナが持つ特殊能力ブレスは、幸運を呼び込む［強運］だ。このおかげで彼女は、労せず一ヶ月ほどで勇者の称号を得るまでに至っている。

　それはそれで結構なことだが、それは異例中の異例だ。娘たちの人生を、そんな特殊な定規で測るわけにはいかない。

　アードがなおも渋い顔をしていると、ふとフェニがあっけらかんと言った。

「大丈夫だよ、アード。あたしたちも別に、すぐにダンジョンを探索するとか、そういうことをしようとは思わないから」

「え？」

「……あの、私たち、これをやりたいと思って」

　そう言ってナーが差し出したのは、一冊の本。

　そのタイトルを見て、アードの表情はますます困惑を深める。

「『名探偵バーロック』？　異世界ものの探偵小説じゃないか」

「何それ、アード？」

「今、子供の間で流行している小説だ。魔法が存在しない異世界で、探偵が自分の知力や行動力だけで、犯人の仕掛けたギミックを解き明かし、真相に迫るんだよ」

　アードたちが住むこの世界では、主に事件の捜査には魔法が用いられる。現場に残された痕こん跡せきの分析、逃亡する犯人の追跡、そして捕獲などにも。特にこの十数年で、これら捜査用の魔法は洗練されつつあり、難解な事件も解決されるようになった。

　しかし『名探偵バーロック』の世界では、そういった便利な魔法は存在せず、同時に犯人側が魔法を使うこともない。つまり、事件というパズルを構成するピースは、あくまで人間の知恵と技術によるもので、それを論理だけで解き明かす主人公バーロックの知性と、謎なぞが解かれてパズルが完成した時の爽そう快かい感に、子供たちは夢中になっているのだ。

　言うまでもなく、フェニ、ユニ、ナーも、この『名探偵バーロック』シリーズの愛読者だった。低年齢向けにした本ではあるものの、読書が苦手なフェニですら目を通しているところから、バーロックがいかに子供に人気なのかがわかるというものだ。

　そこまでをリウナに説明してから、アードは何となく娘たちがしようとしていることがわかったような気がした。

「つまり、お前たちは冒険者の活動にかこつけて、探偵ごっこがやりたいんだな？」

「さすがアード、よくわかってるぅ！」

　悪びれもせず、フェニが嬉うれしそうにうなずいた。

　その様子から見るに、この探偵をやるというアイデアは、彼女が思いついたものらしい。物語の主人公のような活躍をしたい、そう考えるのはフェニらしいといえばフェニらしいが、妹二人もそれに全面的に賛同しているのは、少々意外だった。

「こういう事件の調査も……冒険者の仕事と聞きました」

「あ、ああ」

　ナーの言葉に、アードはうなずいた。

　冒険者の仕事は、何もダンジョンに潜ることだけではない。隊商の護衛を頼まれたり、近場に魔物退治に出かけたり、時には窃盗団や犯罪組織などの逮捕に自警団から協力を要請されることもある。

　特に自警団からの協力要請は、冒険者としては特例中の特例の仕事であり、『トラブルシューティング』という名称で区別されている。

「確かに探偵の仕事は、『トラブルシューティング』に似てなくもないが……だからって、本当に探偵をやるとは……」

　声に、感心と呆あきれがミックスするアード。

　娘たちは都合よく前者だけをとらえたのか、ますます得意そうに胸を張った。

「でしょ!?　見ててね、エルツェンの事件はあたしたちが解決するから！」

「魔法による捜査などは行いません。すべて論理で解き明かしてみせましょう」

「……バーロックみたいに頑張ります」

　そして三人はそれぞれ思い思いにポーズを決め、必死に考えたであろう決め台詞ぜりふを口にするのだった。

「「「犯人は、いつも一つ！」」」

「『犯人』が『一つ』っておかしいだろ……しかも単独犯前提かよ」

　苦笑するアードだったが、同時にほっと、安あん堵どの息も吐ついていた。この程度のノリなら、三人が危険に巻き込まれる可能性は低いだろう。

　子供の探偵ごっこに、真剣に付き合ってくれる大人も事件も存在しないだろうから。

　──だが、彼のこの予想は、外れることになる。





　　　　○






　翌日、フェニ、ユニ、ナーの三人は、彼女たちの宣言通り、探偵業の団体──『グラッサム探偵団』を旗揚げした。

　屋敷の空き室を事務所にし──お菓子や本、お姫様の人形、怪しげな機械など、私物を適当に持ち込んでいるだけだが──そこで依頼を受けることにしたのである。

　もちろん、ひっそりと旗揚げしただけでは客は誰も来ない。そこで三人は宣伝活動にも精を出すことにした。「グラッサム探偵団結成」と書かれたプラカード、それにチラシなども作成して街中を回った。

「探偵団始めるよ！　事件解決するよ！」

「何かお困りのことがあれば、こちらまでお申し付けください」

「……あの……その、い、いっぱい、頑張ります……」

　満面の笑顔でフェニが、冷静かつ自信たっぷりな態度でユニが、消え入りそうな声でナーが、それぞれ宣伝文句を口にする。

　一日で、『エルツェン』の街を余すところなく歩き回り、この行動力は確かに褒める価値があると、アードも思わず感心したくらいだ。

　だが悲しいかな、子供がそんなことをしたところで、普通は何かの遊びか、悪戯いたずらだと思って相手にしないのが大人の対応である。

　そう、普通であれば。

　しかし、フェニたちに対する街の人たちの対応は違った。

「おい、あのアード＝グラッサムの娘たちが、探偵団をやるんだと」

「普通なら子供の遊びだろうけど、あの英雄の娘だもんな」

「きっと、本当に事件とか解決するかもしれないぜ」

「三人とも真剣な顔してたもの、きっと本気なのよ。お仕事がなかったら可哀かわい相そうよね」

「よし、ちょっくら何か頼んでみるか！」

　アードの英雄としての威光もある上に、三人娘自身がこの街ではかなり慕したわれていた。一生懸命アルバイトをしたり、学校で同級生たちを救ったり、祭の歌唱コンテストで優勝したりした実績が、彼女たちを人気者にしていたのである。

　結果、彼女たちは本気で探偵をするだろうという期待と、遊びとしてもある程度付き合ってやろうじゃないかという心意気が町人たちに生まれ、『グラッサム探偵団』には大量の仕事が舞い込んできたのである。

　そして三人はそれらの依頼を果たすべく、ベストを尽くし始めたのだが──。




「……ねぇ、何か違わない？」

　町外れの広場にて。

　フェニが、ふと何かに気づいたかのように呆ぼう然ぜんとした声を上げた。

　その服にはひっかき傷がいくつかできており、髪はボサボサになっていた。右手には捕虫網──ユニ特製の頑丈なものだ──を持ち、そしてその網の中にはじたばたと暴れる子猫が捕まっている。

「何が違うんです、フェニ？」

「……その猫ちゃんじゃ、なかった？」

　同じように傷だらけかつ、頭髪の乱れているユニとナーが尋ねる。

　だが、フェニはゆっくりと首を振ると、ため息を吐つきつつ答えた。

「ううん、頼まれたのはこの子だと思うよ……てか、そうじゃなくてさ」

　ここで、フーッ、と猫が叫んだので、フェニもその猫を顔の前まで持ってきて、キシャーッ、と威嚇した。猫はすぐに怯おびえたように大人しくなり、首輪をつけた首をすくめる。

　それを認めてから、フェニは言葉を続けた。

「……何か、ペット探しとかお使いばかりでさぁ。これじゃ探偵っていうより、ただの便利屋じゃん」

　その言葉に思うところがあるのか、妹二人も納得するように「あー」と声を上げた。

『グラッサム探偵団』が開設されてから、この数日、彼女たちに持ち込まれる事件は、フェニの言う通り「ペットの捜索」「ご近所へのお使い」変わり種でも「彼氏への誕生日プレゼントのリサーチ」など、かなり日常的なものばかりであった。

　だが、フェニが──というか、娘たち三人が、探偵団として思い描いていた解決するべき事件は、そういうものではないのである。

「もっとこう、ゆーかいとか、ごーとーとか、れんぞくさつじんとか、そういう、バーロックが解決しそうな事件はないのかなぁ」

　ぼやくフェニをたしなめるように、ユニが肩をすくめてみせた。

「そうは言いますが、フェニ。そのような犯罪、ぽんぽんと発生されても困りますよ」

「……ペットを探してあげるのも、大切な仕事です。それに、依頼を解決したら、みんなも喜んでくれたし」

　ナーも、とりなすように言った。

　実際、彼女たちはすでにいくつかの事件を解決し、町の人たちから好評を得ている。ペット探しも、職人に頼まれた買い物も、彼氏の誕生日プレゼントの調査も、彼女たちなりに体を張って頑張り、すべてこなしてきたのだ。

　依頼内容を達成し、依頼主から喜ばれた彼女たちは、チョコレートやキャンデーなど、そこそこの謝礼を獲得している。

　子供が結成した探偵団にしては、実績を上げている方だろう。

　だが、長姉は納得いかないらしい。目を固く閉じ、頬ほおを膨ふくらませたままぼやく。

「だってさぁ、バーロックは色々な事件を解決するだけじゃなく、とても格かつ好こ良く謎なぞを解いて、犯人を捕まえるんだよ。あたしたちも格好いい姿をアードに見せないと、ちゃんと探偵できてるって褒めてもらって、なでなでしてもらえないじゃん」

　別に難事件を解決しなくてもアードは褒めてくれるだろうが、どうせなら大活躍して頭をなでてもらいたい。妹二人もそれには賛同するところがあるのか、渋い顔でうなずいた。

「そうですね。それに、確かにフェニの言う通り、バーロックみたいに鮮やかに謎なぞ解ときをしてみたいものです」

「連続殺人の犯人を暴いて、関係者を集めて推理を披露してみたいです……」

「わたしは強盗団の団長を追い詰めて、麻酔のついた吹き矢で倒したい！」

　この吹き矢が、バーロックの得意武器なのである。

　自分たちの活躍する様子と、その後に待っているアードの賛辞、それになでなでを想像して、三人娘はうっとりとした表情になった。

　だが、現実にはそんな未来はやってきそうにない。一体どうすれば、難事件に出会えるのだろうか。

　フェニは「うーん」とうなりながら、リウナに作ってもらった芋の揚げ菓子をパリパリとほおばりつつ、考え込んだ。

　だが、お世辞にも考えるのに適した頭を持ち合わせているとは言えない彼女だ。すぐに頭が黒煙を噴き上げ、思考がストップする。

「あーうー、わかんないよぉ……こんな時アードならどうするかなぁ」

　その言葉に、妹二人もぴくりと反応した。

　探偵活動に忙しく、なかなかアードとべたべたできていないことを思い出したのである。

「そういえば、最近父上と密接な親子関係を結べていませんね」

「……寂しいです」

　しょんぼりした表情で、視線を足下に落とす二人。

　やがて三人は顔を上げ、見合わせると、一斉にうなずくのだった。

「よし、帰ったら久しぶりに補充しよう！」

「「賛成！」」

　フェニの意見に残り二人が応じるや否や、一同は飼い主に猫を返却すべく、一目散に駆け出すのであった。




「で、これが補充か？」

　アードは笑いながら、泡が沢山ついた指をわしゃわしゃと動かした。

　泡立ちの発生源は銀色の髪であり、その持ち主であるユニはぎゅっと目をつぶっている。

　その後ろでは同じように石けんの泡がついたタオルを持ち、ナーがおずおずと、しかし張り切った声を上げていた。

「お父さん……お背中流します」

「おー、頼む」

「アード、終わったら噴水教えて、噴水！」

　湯船の中には両手を組み合わせて、必死に動かすフェニの姿が見えた。すしゅっ、という音がして、勢いよく湯が跳ね上がる──ことはなく、無念そうに散っていく。

　アードと三人の娘は一緒に入浴していた。もちろん全員裸だが、家族なので動じたりはしない。最初は少し抵抗があったアードも──何しろ肉体年齢だけでいえば、彼とフェニは三歳くらいしか変わらないのだ──今では何のためらいもなかった。

「父上、右の方お願いします」

「あいよ」

「力加減はどうですか、お父さん」

「ああ、ちょうどいいぞ」

「むー、二人ばっかりずるいー。あたしもアードに洗ってもらったり、洗ったりしたい」

「後で噴水教えてやるから、ちょっと待ってろ」

　忙しく対応しながらも、アードは少し心が落ち着くのを覚えていた。

　娘たちとコミュニケーションを取れなくて寂しかったのは、彼も同じだったのである。ただ、父親の沽こ券けんがあるので、滅めつ多たに人前で愚ぐ痴ちったりはしていない。

『リウナ、フェニたちが構ってくれない……』

『もう、少し親バカがすぎると思うよ、アードってば』

　──そんな会話をリウナとは交わした気がするが。

　ともあれ、アードたちは体を洗い終えた後、湯船に浸つかって体を温めた。

　リウナの家は屋敷だけあって、湯船もかなり広い。全員が入ってなお充分なスペースがある。国の魔法研究機関である『魔ま導どう研究室』が販売している、最新式の魔導給湯器が備わっているから、湯が沸くのも早かった。

　白い肌に赤みが差すまで娘たちは湯船にゆったりと浸かり、そんな彼女たちにアードはふと尋ねた。

「それで、探偵団の方は順調なのか？　その、何かと忙しそうだけど」












「そうだよー。しかも事件って言っても、ペット探したり、お使いしたりばっかりだもん。もっと派手な事件を解決したいのに」

　フェニが早速不満をぶちまけると、アードは苦笑を浮かべる。

「でも、本来の冒険者の『トラブルシューティング』もそんなものだぞ」

「え、そうなの？」

「前にリウナが、『魔性の森』でマンドラゴラを取ってくるよう頼まれただろ。あんな感じのものが多い。バーロックの話みたいに、事件とがっつり絡むなんてレアケースだぜ」

「……案外、地味なんですね」

　ユニの言葉に、アードはうなずいてみせた。

「冒険者なんて、本来地味なものさ。レベルが低いうちは、上方の危険の少ない階層で、ザコの魔物やレベルの低いトラップと地道に格闘し、やっと見つけた宝箱の中身がしょぼかったりするのも日常茶飯事だ。俺おれだって、お前たちと出会うことがなければ、低レベル冒険者の活動をずっと続けてただろうな」

　アードはレベルが14と低いレベルに分類される冒険者だが、〈神獣〉たちが提供してくれる『神獣スキル』と、ある鍛錬により大量に取得できた通常のスキルから、『勇者』──レベル１００以上の冒険者と遜そん色しよくのない能力を持っている。

　そのおかげで、今まで街の危機を何度か救ったり、冒険者未踏の領域〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉に到達したりもできた。しかし、それは本当に特殊な例なのである。

「お前たちと出会う前の俺は、［悪運ハードラツク］のブレスもあって相当に苦労していたからな。本当、冒険者なんて割に合わない仕事だって思ったことも何度かあるよ」

「「「へー」」」

　娘たちはそろって呆ほうけたような声を出した。アードは「しまった」と後悔する。少し脅かしすぎたかもしれない。忠告止まりで抑えるべきだった。

（本人たちがせっかくやる気を出してるのに、それを阻害するのは本末転倒だからな）

　だが、彼の危き惧ぐに反して、娘たちは意外なことを口にした。

「父上は、よくそんな割に合わない仕事を続けようと思いましたね」

「へ？」

「……冒険者って大変です……普通に働いた方が、良かったんじゃ」

「アード、色々知ってるし、何でもできそうだもんね。冒険者なんかやらなくても、ばーんと成功して、お金持ちになれたんじゃないの」

「いやいや、それは買いかぶりだよ。でも」

　アードはふと言葉に詰まった。どうして自分は冒険者を続けているのか。前にも脳裏をかすめた疑問が、再び出てきたからだ。

　娘たち〈神獣〉を『魔ま導どう研究室』が高価なマジックアイテムとみなし、無む理り矢や理り買い取ろうとした時は、それを阻止すべく試練を受けた。その試練の内容というのが、ダンジョンで大量の財宝を稼ぐというものだったので、冒険者を続けざるを得なかった。

　だが、もし──違う形の試練を受けるにしても、合間を縫って冒険者はやっていただろうなとアードは思う。それだけこの仕事に愛着を持っているわけだが、問題はその理由だ。

（うーむ）

　胸中でうなってみたが、これといったものが思いつかない。仕方なくその答えは後回しにし、湯船の湯をすくって顔を洗ってから、話題を変えた。

「ところでさっきの話だが、その、探偵団で困ってることがあるなら、いつでも俺おれに言えよ。何なら、ちょっとくらい手伝ってもいいぞ」

　後半に、娘たちとのふれあいの機会を増やしたいという下心が、ちょっとにじんでいる。

　だが、娘たちはきっぱりと首を横に振った。

「大丈夫、アードは見ていてよ」

「我々はきっと、目をみはるような活躍をしてみせます」

「……その時は、ご褒美に頭なでなでお願いします」

　アードにも彼女たちの意図は何となくわかった。バーロックのような活躍をして、アードを驚かせたいのだろう。そのためには、アードが側そばにいては本末転倒だ。

　しかし、少し不安も残る。バーロックが作中で関かかわる事件には、凶悪な犯罪も多い。それを追い求めて、娘たちが巻き込まれたりしたらどうする？

（やっぱり、無む理り矢や理りにでも側にいるべきか？　しかし、こいつらの自分たちで何とかしたいという意志は、汲くんでやりたいし……）

　悩む彼の脳裏に、ふとある知人からのアドバイスが蘇よみがえった。

　──優しくするだけが家族の、親のあり方ではないと思うのよ。

　ナーがスランプで落ち込んだ時に、そう教えてくれた人がいたのを思い出す。そしてナーを放置するよう勧すすめられたが、あの時は結局そうすることはできなかった。

　だが、今回は──アードは思った。彼女たちを信じてみてもいいのではないかと。

　信じてすべてを任せてこそ、親と言えるのではないのかと。

「わかった。その代わり、危ないことはするんじゃないぞ。約束してくれ。俺も、お前たちを信じるからな」

「「「はーい」」」

　お湯を跳ね上げながらばんざいし、脳天気に返す娘たちを見て、「本当に信じて大丈夫かな」と不安になりつつも、決意を固め、湯船の中で拳こぶしを握りしめるアードだった。





　　　　○






　それから数日が経たった。

　その間にアードは、冒険者として復帰。ダンジョンの探索へと戻ることになった。

　もっとも、高レベル冒険者に匹敵し、なおかつ誰も達成できなかった〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉からの帰還も果たした英雄だ。上階層の探検など、鼻歌交じりでできる──と思いきや、そうでもなかった。

「ぐあっ、魔物が一○○○匹単位で攻め込んできた！」

「敵が多いな、ここはさっき手に入れた攻撃魔法のスクロールを使って……うおっ、途中で破れてやがる！」

「瞬間移動装置テレポーターの先が五○メートルはある落とし穴とかふざけるな！　いくら何でも殺意が高すぎるだろ！」

　彼が持つブレス、非情に悪い運しか運び込まない［悪運ハードラツク］が順調に働き、彼は毎日新鮮なピンチに立たされ続けるのだった。

　一緒についてきたフェニ──本当はアードから離れたくないという娘たち全員を連れて行きたいところだが、アードの力では一人を連れて緊急脱出することしかできないので、戦闘型のフェニだけ連れてきている──が、とうとうこんな疑問を口にしたほどだ。

「アード……本当に冒険者を卒業した方がいいんじゃ……」

「ほっといてくれ」

　これでも家計を支えるためなのだ。遊びでやってるわけじゃない。アードはそんなことを自分とフェニに言い聞かせながら、ダンジョンをくまなく探索するのだった。

　一方、娘たちも探偵団の活動に余念が無かった。

　相変わらず舞い込む依頼は、近くの森に植物採集してきてほしいだの、店の品しな揃ぞろえ充実のため町の人たちにアンケートをとってきてほしいだの、雑用ばかりだったが、アードの「冒険者ってそんなもの」発言が効いたのか黙々と彼女たちはこなしていった。

　そんなある日のこと。




「やっぱりさ、『エルツェン』はペット飼ってる人多すぎだと思うんだよ」

　フェニがそんなことをぶつくさ言いながら、周囲の草むらをかき分けた。

　少し離れたところで、同じく屈かがんだポーズを取っているユニが同意してうなずく。

「それと、ペットに逃げられる人も多いですね。少し問題があるのではないのでしょうか」

「……動物を育てる、自覚が足りないです」

　ナーまで辛しん辣らつなことを言ってるのは、彼女たちが少し前までペットを育てていたからだ。今は離ればなれになっているが、我が子のようにその動物に接してきた娘たちにすれば、すぐに目を離して逃げられるなど怠慢なのである。

　ともあれ彼女たちは現在、いつものようにペット探しの依頼を受け、町から少し離れたところにあるダンジョン入り口手前の舗装路近く、緑の生い茂る草原にいた。

　この周辺にはダンジョンを制作した、『古代魔法文明』ゆかりの遺跡が点在しており、苔こけむした石の柱やら床やらがところどころ剥むき出だしになっていて、さらに石を組み合わせてできた小屋が、丸々ぽんと残っていたりもする。

　魔物が住み着くこともあるため、基本的に立ち入り禁止の場所なのだが、時々子供が秘密の遊び場として活用している。現在娘たちが探しているペット（今回は狐きつねだった）も、飼い主の子供がここに連れてくることが多かったらしい。

　そして行方不明になったのだ。子供は親にバレるのを恐れて、『グラッサム探偵団』に密ひそかに依頼をしてきた。フェニたちは子供の持ってきたガラス玉──子供にとって宝物らしい──で手を打ち、内緒で狐の捜索に当たることにしたのである。

　三人は長方形の茶色い食べ物をぶら下げ、その狐を探し回った。

「本当に、この『油揚げ』っていうので見つけられるのかなぁ」

「文献を当たったところ、これが狐の好物と書いてありました。後は製造方法が間違っていなければ問題ないのですが」

「……リウナさんに教わったので、多分大丈夫です。私が作ったから、ひょっとしたら美お味いしくないかもしれないけど」

　ナーが自信なさそうに言うが、彼女の料理の腕は姉妹の中でも一番だ。彼女でダメなら姉二人でもダメということになる。

「きっと大丈夫だよ！」

　フェニは不安を口にした自分を棚上げして、ナーを励ました。その辺は姉としての自覚があるらしい。

　そして一同は捜索を再開し、数十分後、油揚げが効いたのか、狐を発見することができたのである。

「いたいた。おいで、『カボチャ』」

「怯おびえないでください。飼い主のところに戻るだけですよ」

「……お願い、こっちに来て」

　フェニたちの訴えに、その狐──『カボチャ』は少し戸惑っていたようだが、やがて、フェニたちのもとへと走り寄ってきた。

　用意したバスケットにカボチャを放ほうり込み、小さな探偵たちは安あん堵どの笑みを浮かべる。

「さて、後は──」

　その時だった。

「……だから、見つからないように……」

「……わかってる……気をつけるさ」

　突如声が聞こえてきて、彼女たちは「うん？」と顔を見合わせた。

　野太い男の声だ、もちろん娘たちの誰のものでもない。

「今の何だろう」

「……あっちの方から、聞こえてきました」

「ナーが言うなら間違いないですね。少し行ってみますか」

　ユニの提案に、一同はうなずき、そろりそろりとナーが指さした方角──石造りの小屋がある方へと向かった。

　この時、彼女たちの胸にはある種の期待があったのかもしれない。

　何しろ聞こえてきた声は切迫していて、まるで周囲をうかがうかのような響きを持っていたからだ。つまり、何か後ろめたいことをしているに違いない。

　彼女たちは小屋に近づくと、窓状に開いている穴の下に体を潜め、中の会話に耳を澄ませた。バスケットの中でカボチャががさごそ動くので、油揚げを大量にあげて黙らせる。

「ところで、そっちの用意はできてるんだろうな」

「ああ、『レッドラム』を五○グラム。ちゃんと仕入れてあるぜ。そっちこそ、支払いの準備はできてるのか」

「もちろんだ。一○○万Ｇグレードでいいんだな？」

　フェニが「一○○万Ｇ!?」と叫びそうになって、慌ててユニとナーがその口を押さえた。一○○万Ｇといえば結構な大金だ。一般市民が一年は遊んで暮らせる金である。

　五○グラムでそれを稼げる商品とは何なのか。子供ながら、きな臭い匂においを感じた。

「じゃあ、明後日あさつての夜にこの遺跡で」

「了解」

　商談がまとまったようだ。フェニ、ユニ、ナーは顔を見合わせると、急いで小屋から離れて近くの草むらに姿を隠した。

　黒い服を身にまとった男が小屋から出てきて、周囲をうかがいながら町の方向へと向かった。それに遅れて数分後、もう一人の男が現れ、同じく町へと向かう。

　行動を別々にしているのは、自分たちが一緒にいたという事実を知られたくないからだろう。態度としてはかなり怪しい。

「『レッドラム』って言ってたね」

「ええ、とても怪しい匂いがします。ただ、それが何なのか私も知らないのですが」

「……お父さんなら、何か知ってるかも」

　そして三人は顔を見合わせ、そそくさと町の方へと走っていった。




『カボチャ』を届けてから、娘たちは家に帰って、アードのいる部屋へと向かった。

　彼は今夜の冒険のために、各種装備──短剣やロープ、背せ負おい袋などの点検をしていた。

　やがて娘たちが帰ってきたことに気づき「お帰り」と言って笑ってみせたが、彼女たちから『レッドラム』について尋ねられた時には、眉まゆをひそめて険しい顔つきになっていた。

「お前たち、そんな言葉どこで知ったんだ？」

「……町外れのいせむぐっ？」

「酒場で、冒険者の人が話してるのを偶然耳にしたんだよ」

　正直に話そうとしたナーの口をふさぎつつ、フェニが笑いながら言った。

　その態度にうさんくさいものを感じたか、アードはますます目つきを険しくしたが、やがてため息を吐つきながら口を開いた。

「『レッドラム』というのは麻薬の一種だ。吸入すると、幻覚作用を引き起こす。精神的な快楽を得る効果があるが、依存性もあってな。法律で使用は禁止されているんだ」

「それって高価なの？」

「ご禁制の品っていうのは、高く売れるものだ。法の目をかいくぐり、売買して私腹を肥やしている裏商会なんかも存在する……お前ら、本当に酒場でこの話を聞いたのか？　違法の品について、そうそう耳にすることはないと思うが」

「え、ええ……『レッドラム』はけしからんな、と話していた人たちがいたもので」

　ユニが即座に作り話をしてごまかす。

　それでアードは一応は納得したらしい。「お前らは関かかわり合いになるんじゃないぞ。売買を申し出る奴やつがいれば、自警団に報告するんだ」と注意してから、娘たちを解放した。

　フェニ、ユニ、ナーはアードの部屋を出てから、探偵団の事務室へと向かう。

　部屋の中で、ナーが怯おびえたようにフェニとユニを見た。

「どうして……お父さんに嘘うそつくんですか？」

　彼女にとって、姉二人の父に対する背信行為が、信じられなかったのだ。

　だが、フェニはどこかわくわくした顔で妹を見る。

「だって、これはチャンスなんだよ」

「……チャンス？」

「『レッドラム』を取引していた男たち、彼らは間違いなく犯罪に関わっているに違いありません」

「そうそう、バーロックにも出てきたじゃない。『みつりんそしき』ってやつだよ」

「『密輸組織』です」

「あら」

　二人のボケボケした会話を聞いているうちに、ナーにも何となくその意図が掴つかめてきた。

「要するに、私たちでその組織を捕まえる……？」

「そういうこと！　これこそ、バーロックみたいな活躍じゃん！　アードもきっとびっくりして、あたしたちのことをすごく褒めてくれるよ！」

「そのためには、父上には全容は伏せておかなければ。事件の調査を止められるのは目に見えていますし、何より驚かせてあげたいですからね」

「アードびっくりするよ！　きっとなでなでもいつもの百倍はしてくれるかも」

「百倍……」

　それはナーにとっても魅力的な提案だった。

　結局、一番良識的な末妹も、姉二人の悪魔の勧誘に乗ってしまう。

「……それで、どうやって捕まえるんですか？」

「あの男二人から聞いた情報が、色々とあります。それを総合して、考えましょう」

　そして三人はごしょごしょと、家の中で密談を繰くり広げるのであった。




「……それで、どうやって捕まえるんですか？」

　扉の中からそんな声が聞こえた時、アードはどきっとした。

　娘たちの態度がどうも変なので、もう一度質ただそうと部屋の前にまで来たら、そんな言葉が聞こえてきたのだ。

　後はごしょごしょとした会話しか聞こえず、「男たち」「明後日あさつて」「場所」「張り込み」などと、断片的な言葉しか聞こえてこない。

（……やっぱり、直接尋ねるべきか？）

　そう思ってドアノブに手をかけ──そして思い直した。

　自分は、彼女たちを信用することにしたのだと。

（約束したじゃないか、危険なことはしないって。そんな娘たちを俺おれは信じるって）

　色々と尋ねたりすれば、その約束をアードから反ほ故ごにしたようなものである。不安になったからって約束を破っていいとは、娘たちに教えたくはなかった。

　しかし、だからといってこのまま放置するのは親として無責任な気もするし──アードはしばらく立ち尽くしながら、自分がどう行動すべきか考えるのであった。





　　　　○






　二日後。男たちが口にしていた「明後日」当日である。

　フェニたちは、夜になってから行動を開始することにした。

　フェニはアードに「今日は疲れたからダンジョン行くのお休みする」と申し出た。アードは訝いぶかしんだが、そういうことならと一人で出かけていった。

　リウナは明日の仕込みでキッチンに籠こもっているし、タイミングとしてはばっちりだ。彼女たちはこそこそとリウナ邸を抜け出した。

「状況を整理しましょう」

　町へと続く道を、手製のライトで照らしながら、ユニがつぶやく。

「男たちは『明後日あさつての夜にこの遺跡で』と言っていました。そして、彼らは『レッドラム』を扱っている。そこから察するに、あの男たちはあの遺跡で今日の晩に『レッドラム』の取引をするに違いないです」

「おー、すごいユニ。名推理！」

「……あまり推理っていうほど、何かを推測したわけじゃないと思うけど」

　拍手するフェニに、ナーが苦笑を浮かべる。

　ユニは姉妹の対応は気にせずに、白衣のポケットから何かを取り出した。

「そこで、今回はこれの出番になります」

「なにこれ、箱？」

「『カメラ』です。風景を紙に写すことができる機械です。これで取引の責任者の顔を盗撮し、証拠として自警団に提出しましょう」

「えー」

　フェニが不満そうな声をあげる。

「証拠を撮るだけで、自警団に手柄譲っちゃうの？　あたしたちで捕まえない？」

「相手は大人の集団と推測される上に、どれほどの規模かわかりません。我々だけで無力化するのは不可能と思われます」

「そんなの、変身すれば一発で倒せるじゃん」

　フェニ、ユニ、ナーは、それぞれフェニックス、ユニコーン、ナーガの巨大な獣の姿に変身できる。彼女たちが〈神獣〉と呼ばれる所以ゆえんだが、その戦闘能力は圧倒的で、人間の力など到底及ぶものではなかった。

　だが──ナーがフェニの手を引っ張り、首を横に振った。

「……ダメだよう。もし、私たちが変身したら……」

「え…………あ、そうか」

　その言葉から何かを察したのか、フェニはばつが悪そうに視線を足下へと落とす。

　ユニもうなずくと、もう一度『カメラ』を振ってみせる。

「ですから、今回は証拠を押さえておくだけにしましょう。大丈夫、犯人を突き止めることができるのです。自警団が犯人たちを捕まえようと、手柄は私たちのものです」

　この手柄を持って帰れば、アードが褒めてくれるに違いない。その言葉に納得し、フェニもうなずくのだった。

「それじゃ、証拠を捕まえに行こうか！　でも、その前に決め台詞ぜりふ行くよ！　せーの」

「「「犯人は、いつも一つ！」」」

　三人はポーズを決めてから、元気いっぱいに遺跡に向かって駆けだした。




　月の光を浴び、遺跡は白く輝いていた。

　その中でも複雑に柱や壁が絡み合い、影を生み出しているところに男たちはいた。

　事前にナーが予知である程度範囲を絞っておかなければ、三人娘もその場所を特定できなかっただろう。

　彼女たちは小柄な体たい躯くを活いかし、草むらに隠れながら男たちになるべく接近した。

　ひそひそ声で、会話を交わす。

「……あ、いた。何か取り出してるよ」

「袋……です。互いに蹴けって床を滑らせて、交換しています」

　姉妹の中で一番五感の鋭い、ナーが暗くら闇やみに目をこらしてつぶやく。

「中身を確認しています。一つは赤い粉、もう一つは金貨です……」

「男たちは何人くらいいるの？」

「二つの集団が向かい合って、それぞれ一○人……もっとかな……暗くてよくわからないですけど……沢山います」

「恐らく、それぞれの集団は別所属で、禁制の品を売りさばくブローカーと、そのブローカーに品を卸す密輸団でしょうね。バーロックにもそういう話がありました」

　ともあれ、その人数はナーの言う通りなら二○人以上いることになる。やはり子供だけでは手に余る数だ。

「うーん、やっぱり捕まえるのは無理かぁ」

　フェニとしては、犯人逮捕の夢が諦あきらめきれないらしい。小さくため息を吐ついた。

　その隣でユニがカメラの準備を始め──ふと、困ったような声を上げる。

「むぅ、ほとんど光がないです。フラッシュを焚たくわけにはいかないし、これでは撮影ができません」

「そんな、何とかならないの？」

「月の位置が、もう少しで男たちを照らす位置に来ます。何とか月光が入ってくれるのを待つしかないですね」

　彼女の言う通り、月明かりは男たちの足下を照らしにかかっている。もう少し移動すれば、その顔まで明かりが届くかもしれなかった。

　幸いにして男たちは、金と赤い粉──『レッドラム』だろう──の確認に余念がないらしく、すぐには動こうとはしなかった。

　その間に、月光は徐々に男たちを照らし始め、腰が見え、胸元が見え、そして──。

「見えました、顔です」

「ユニ、早く、早く撮って」

　三人が、わたわたと『カメラ』による撮影を試みた、その時である。




「何をしてるんだ、お前ら？」

「「「ピィっ!?」」」




　突然、後ろから声をかけられて、娘たちは叫び声を上げかけた。

　すんでのところで飲み込むことに成功するが、すぐにそれに意味がないことに気づく。

　皮かわ鎧よろいを着たごつい大男が、すぐ後ろに立っていたのだ。ボサボサの髪と凶悪な目つきが特徴で、腰に手て斧おのを下げている。

　同様な姿の男たちが、その後ろに続いていた。どう見ても冒険者や、自警団の団員のような姿には見えない。

「へ、へろー」

「い、いい月夜ですね……」

「……で、では、私たちはこれで失礼します……」

　三人は愛想笑いでその場をごまかしながら、立ち去ろうとする。

　当然、ごまかしきれなかった。

「待て、怪しい奴やつめ！」

「さては、俺おれたちの取引を見ていたな！」

「子供だろうと、ここから帰すわけにはいかん！」

「「「うぇー！」」」

　三人の娘は一目散に逃げ出そうとしたが、後ろから抱きすくめられて捕まってしまう。

　ロープで体を縛られ、さらに口には猿さる轡ぐつわをかまされると、

「うー！」「うー、うー！」「うー！」

　うなり声を上げながら、米俵のようにかつがれ、男たちに連れ去られるのであった。




　男たちが連れてきた娘を見て、現場の密輸団員とブローカーたち──やはり、ボサボサの髪に凶悪な面構えをしている──は大層驚いた。

　怪しげな気配を感じて、手斧の男たちを巡回に行かせたのだが、まさか本当に現場を見られていたとは思わなかったのだ。

　しかも、『エルツェン』の街に滞在していて情報を集めていた男が、その娘たちの姿を見て気づいた。

「おい、こいつら、最近『探偵団』とか名乗ってるガキどもですぜ」

「はぁ、探偵団？　探偵って、あのおとぎ話に出てくる探偵か！」

『レッドラム』の袋を蹴け飛とばしていた、密輸団のボスらしき男が仰天の声を上げ、そして同時に納得もした。

「なるほど、探偵ごっこで俺たちのことも調査していたってわけか……哀れだねぇ。余計なことをしなければ、こうして捕まることもなかったのに」

「どうするんです、兄貴。殺バラしますか？」

　隣の男がナイフを舐なめながら尋ねたので、娘たちは背筋が凍る思いがした。目の凶光が、発言が冗談ではなく本気だと語ったのだ。

　だが、兄貴と呼ばれた首領格は肩をすくめてみせた。

「馬鹿野郎、そんなことするわけないだろ」

　その言葉に、娘たちの顔は安あん堵どの色を取り戻す。

「……子供だぜ、高く売れるに決まってるだろ。どこか遠い国で売り払ってしまおう」

「「「[image: ][image: ][image: ][image: ]！」」」

　再びその顔が青くなった。

　そこに、ブローカーの代表格が口を挟む。

「おい、それなら俺おれたちに任せろよ。いい人身売買の口先を知ってるんだ、その娘たちはこっちに寄よ越こせよ」

「捕まえたのはうちの団員だ。どうしてもというなら、儲もうけの七割で手を打ってやるよ」

「高いな、三割」

「ふざけるな、六割でどうだ」

「俺たちがいないとそもそも売りさばけないぜ。な、三割五分にしておきな」

「……ま、いいだろう」

　こういうやりとりは日常茶飯事なのか、二人は緊張を解いてから豪快に笑いあった。

　だが、娘たちにすれば笑い事ではすまない。青ざめた表情のまま顔を見合わせ、目で会話を始めた。

（ど、どうする。このままじゃあたしたち売られちゃうよ！）

（打開策は一つです。変身するしかありませんね）

（……でも、それをすると……）

　思い詰めた表情のユニを見て、ナーが慌てたように周囲を見渡す。男たちは取引の品定めも終え、引き上げる準備をしていた。

　引き上げる時に、自分たちを連れて行くのは想像に難くない。早く決断しないと、大変なことになってしまう。

（非常事態ですね。やはり、変身しかありません）

（で、でも……変身は……）

（それじゃ、ナーはこのまま売られてもいいというのですか？）

（そ、そういうわけじゃ……ないけど）

　そして、二人の妹はちらりとフェニの方を見た。

　何だかんだで彼女たちをまとめあげているのは、この長姉なのだ。

　フェニは固く目を閉じていたが、やがて決意の表情でユニの方を見た。

（ダメだよ、ユニ。やっぱり変身するわけにはいかない）

（でも……！）

（こればかりは譲れないよ。何か違う方法を探そう、何か……）

　頑かたくなな思いを目に宿らせて、フェニはうつむきつつ必死に知恵を振り絞った。

　だが、何も浮かんでこない。

（ちゃんと、アードとの約束守ってれば良かった。危ないことしないって約束したのに！）

　後悔の念ばかりが、押し寄せてくる。そして何の役にも立たない。

　やがて、すべての準備を整えた男たちが、こちらへとやってきた。

「よし、お前ら行くぞ。なに、眠っていればすぐに俺おれたちのアジトにたどり着く。丁寧に運んでやるから、安心して寝てな……何しろお前らは大事な商品だからな」

「…………っ！」

　その下げ卑びた口く調ちように、フェニは怯おびえよりも怒りを感じた。

　こうなったら、やっぱり変身して──そこまで考えて、何とか自分を制する。

　その間に、彼女は男の腕に囚とらわれ、ユニとナーも他の男たちに抱きかかえられた。

「「むーっ！　むーっ！」」

　妹たちの絶望の叫びを、フェニはむしろ自分のことより辛つらく感じた。

　彼女たちだけでも何とか助けたい。でも、そのための力が自分にはない。

（──助けて、アード！）

　虫の良い願いを、彼女はした。

　そのアードを騙だまして、こっそり抜け出したのは自分たちではないか。

　だから、彼がここに現れるはずがない。奇跡でも起きない限り。

　その絶望感を再認識し、反抗する気力も失うせてきて、彼女がぐったりと体から力を抜いた──その時。




「あー、すまないけど、そいつら返してくれないかな」




　唐突に響いた声が、奇跡を運んできた。

　三人が、いや密輸団とブローカーを含む全員が、その声の主を見る。

　外見はまったくもって凡庸だ。短い黒髪と、鋭い目つきがやや印象的なくらいだろう。

　だが、その物腰は──ここで密輸団は一斉に武器を持って構えた。声をかけてきた男がただものではないと、直感で見抜いたのだ。

　不幸にして、ごく最近ここに来たばかりの彼らは、知らなかった。

『エルツェン』でも屈指の英雄の顔が、その男のものであるということを。

　フェニは喜び表情を輝かせ、心の中でその名を叫ぶのだった。

（アード！）

「……お前ら、後で説教な」

　心中の叫びが届いたか、アードは苦笑を浮かべながらつぶやくと、足のホルダーから二つの短剣を取り出し、無造作にブローカーと密輸団の方へと歩き出した。




　ナーの視力は薄うす闇やみの夜でも精確だったと言えるだろう。

　アードに襲いかかってきたのは、ブローカーが一○人近く、密輸団が一○人近く、〈神獣〉たちを捕まえた密輸団の手下たちが五人ほど、計二五人近くの武装集団であった。

「野郎ども、やっちまえっ！」

　それらが四方八方から、アード目がけて襲いかかる。かなりの質量と言えよう。

　だが、アードにすればお話にもならない数だった。

　彼はすっと目を細めると、短剣を長剣のサイズへと変え、一気に振り払った。

「ぃえぇぃ！」

　刹せつ那な、銀光が虚空にきらめいたかと思うと、アードは男たちの間をすり抜けて数歩先へと歩みを進めていた。

　彼の背後でたたらを踏んだ男たちは、その場で崩れ落ちる。「ぐっ」「うおおおっ」と悶もん絶ぜつの声を上げ、ついには痛みのあまりに全員が倒れ伏した。

「そ、そんな……バカな！」

　命令を下しただけで静観を決め込んでいたそれぞれのリーダーたちが、驚きよう愕がくと狼ろう狽ばいに顔色をなくした。まさか、こうもあっさりと部下がやられるとは思わなかったのである。

　戦意を喪失し、その場にへたり込む彼らに、アードはむしろ淡々とした表情で近づいた。

「残るはお前らだけだな。安心しろ……命までは取らない」

「……あ、ああ」

　その言葉に安あん堵どする彼らだったが、次の瞬間に目を剥むいた。

　アードが再び双剣を構えたからである。彼は凶相を浮かべると、腕を振り上げて叫んだ。

「だが、娘たちを可愛かわいがってくれた礼はしないとな……腕の一本は落とさせてもらうぞ！」

「ひ、ひぃいいっ！」

　そして、剣は一気に振り下ろされ──その後の光景を想像する間もなく、男たちは恐怖によって気絶した。

　アードは肩をすくめると、振り下ろす前に短剣に戻した剣をホルダーに戻した。リーダーたちの体に刃やいばは触れてないし、もちろん腕も落ちていない。

　口をへの字に曲げて周囲を見回すと、自分が一いつ蹴しゆうした男たちをにらんだ。彼らも刃でなく、平打ちで対処したはずだが、全員気を失って起き上がる気配もなかった。

「……まったく、根性のない奴やつらだな。これじゃ怒りをぶつける矛先にもならない」

　そうぶつくさとつぶやく彼は、娘たちが害されたことで本気で立腹していた。が、それでも彼らを殺すわけにはいかない。人の命は軽々しく奪っていいものではないし、何より、そのことを娘たちにちゃんと教えておきたかった。

　アードは素早く男たちの持ち物を点検し、ロープを見つけ出すと、それで全員を縛り上げる作業にかかる。後は自警団に報しらせて、引き取ってもらえば終了だ。

　その間、娘たちは顔を見合わせて、心中でつぶやく。

（わーい、アード格かつ好こいい……）

（ですけど、少し恐こわいですね……）

（わ、私たち、どうなるのかな……）

　彼女たちは父親の鮮やかな活躍を見た感動で、心を沸き立たせたかったのだが、この後に待ち受けている彼からの追及を考えると、とてもそんな気にはなれなかった。





　　　　○






　それからの時間は慌ただしく過ぎた。

　アードは三人の娘を拘束から解いた後、彼女たちに命じて自警団を呼んでこさせた。

　その後、子供たちの通報に半信半疑な自警団十数人が、首をかしげながら到着。アードと男たちを見た時には、驚きで目をみはった。

「ずっと探していた犯罪組織だったんですよ。それを一網打尽にしてくれるとは、さすが英雄と名高いアード＝グラッサム殿」

「いや、本当は先に自警団に報告するべきだったんだ。勝手な真ま似ねをしてすまない」

　アードが謙虚にも謝ったので、自警団員たちは却かえって恐縮し、彼の行動が問題とされることはなかった。

　かくして大捕物は終わり、アード一家はやっと家に帰ることになった。

　月が白く照らす道中、娘たちはずっと沈黙を続けていた。これから待ってるだろう、アードの追及も恐かったが、それ以上にアードが自分たちの代わりに自警団に頭を下げたことを、申し訳なく思ったためだ。

　やがて、静寂に耐えきれなくなり、フェニが口を開いた。

「あのね、アード」

「……一つ、聞きたいんだけどな」

　アードはフェニの言葉を遮るようにして、真まっ直すぐ前を見つめながら、娘たちに尋ねた。

「どうして、変身しなかったんだ？　神獣の姿になれば、あんな奴やつら簡単に倒せただろう」

「……それは考えたよ、でも」

　フェニはつぶやいて、目線を足下に落とした。アードがそのことについて、怒ってると思ったのだ。

　しかし、すべてを白状しなければならないと思い直し、すぐに言葉を続ける。

「あたしたちが変身して、大暴れしたら……下手したら、あの人たちも死んじゃうから」

「我々は、まだ手加減というものを知りません。完全に獣の時の力を制御できているわけではないのです」

「……魔物相手なら、その、遠慮なく倒すこともできます……でも、人間相手だとそうはいきません……どんな悪人でも、人は人です」

　しかし、彼女たちが変身していれば、その身を危険にさらさなかったのも事実である。この点に関して、三人はお叱しかりの覚悟を決め、目をつぶった。

　だが、アードはため息とともに「そうか」と言葉をこぼすと──やがて微笑を浮かべて娘たちの顔を見た。

「じゃあ、その判断に免じて……今日のところは説教はなしだ」

「「「えっ？」」」

「偉かったな、お前ら。犯罪組織の活動を突き止めたこともそうだが、何より、善悪にかかわらずその人命を、自分たちの危機も顧みずに尊重したのが良かった。俺おれは、何よりその点を評価したい」

　そう言って、少し身をかがめて娘たちの頭をなでてやる。

　娘たちは嬉うれしそうに相好を崩すものの、どこか戸惑った表情でいた。

「でも、いいんですか……お父さん」

「私たちは、父上との約束を破ってしまいました」

「危ないことはしないって言ったのに、なのに」

「……約束を破ったのは、お互いさまだ。俺は、お前たちを『信じる』って言った。でも、結局信じ切れずに、後をつけてしまったんだ……そのおかげでお前らが助かったんだから、その点に関しては後悔していない。だが、それでも反ほ故ごは反故だ」

　そう言ってから、ふとアードは夜空を見上げた。白い月が雲の切れ間から現れ、家族を照らし出していた。

「なあ、俺はお前たちを信じれば良いって思ってた。それは、優しくするだけが親じゃないって思ったから……でも、闇やみ雲くもに信じるのも親の、家族のすることじゃないんだな」

「え……」

「だって、それは相手の意志を尊重した行動じゃないだろ。自分の都合のいいように『信じる』って行為を押しつけてる。そうじゃなくて、互いの意志を確認した上で、相手を信じることが大切だと思うんだ」

　そしてアードは、娘たちを諭すように柔らかい笑みを浮かべた。

「これから、大事なことがあったら、ちゃんと家族会議を開こう。お前たちのやりたいことと、俺おれのしてほしいこと、とことん話し合おう。その上で、ルールを決めるんだ……お互いに守っていける決まり事を。それを守ることで、俺たちはもっと信じ合えると思う……将来のことを考えろとか偉そうなことを言う前に、まず本当の家族としてこのことを考えるべきだったな。本当に、すまない」

　その言葉に、娘たちは顔を見合わせる。

　アードの言うことは理解できた。彼は、娘たちをただ信じるのではなく、ちゃんと話し合って理解してから信じ合いたいと思ったようだ。お互いに意見を交換し、それを尊重したルールを作り、守ることで。

　そして、それはフェニ、ユニ、ナーの三人を、ただの保護対象ではなく、家族という対等の立場として扱うことにした故の決断で──そのことがわかったからこそ、娘たちは顔を輝かせ、アードに飛びついた。

「うん、アード！　家族として、いっぱいお話ししよう！」

「父上の言いたいこと、言ってください。私たちも要求は伝えます」

「……大切な、お約束を作りましょう」

　首筋にフェニが、腰にユニが、足にナーが抱きつき、彼女たちの重みにふらふらしながらも、アードは微笑を浮かべた。

「じゃあ、早速探偵団についての活動に関して、俺たちでルールを決めるか……ああ、でももう夜も遅いから、また明日な」

　いつもならユニ、ナーはとっくに寝ている時間だし、事実船をこぎかけている。

　このぶんだと二人とも抱えることになるだろうが、フェニはそれに遺憾を示して、自分もおんぶを、と要求してくるだろう。

（さて、どうするかな）

　胸中で苦笑をもらしつつ、アードは家に向かってよたよたと歩き出すのだった。




　翌日、探偵団の活動について、アードと娘たちの間で家族会議が行われた。

　お互いのためだと思っているから、アードと三人娘は遠慮無く自分の言いたいことを言った。時々喧けん嘩かになりそうにもなったが、幸いにもそのたびに、近くのリウナが「まあまあ」と仲裁に入ってくれる。

　やがて意見はまとめられ、議論は次のように決着がついた。

「あたしたちは探偵団で思い切り活躍して、アードにほめられたい！　そのためにも、アードの手は借りないでできるだけ自分の力で活躍したい！　でも、この前みたいに危険な目に遭うのは恐こわいし、アードにも心配かけるから、アードには近くで見守ってもらって、危なくなったら助けてもらうのが一番いいと思う！」

「「賛成」」

　結論の書かれた紙を持ってフェニがとうとうと述べ、妹たちが後ろでこっくりうなずく。

　三人の瞳ひとみからは、これ以上は譲らないという鋼の意志が垣かい間ま見みえたが、内容は結構わがままで自分勝手な気もする。アードは苦笑いを浮かべるしかなかった。

「結局、俺おれが引率するのかよ」

「ただ引率するだけじゃないよ。捜査はあたしたちがするから、アードは見てるだけね」

「どこかで待機してもらって、呼び出しがあれば駆けつけてくれるのがベストです」

「……笛、鳴らしましょうか？」

「俺は犬か何かか……わかった、わかった。なるべく近くで黙って見てるから、お前らも進んで危ないことに首を突っ込むなよ」

「「「はーい」」」

　父親の言葉に、ばんざいで応こたえる娘たち。

「……本当に、大丈夫なんだろうな。家族で決めた約束だからな、これ」

「ふふ、頑張ってねお父さん」

　半眼でつぶやくアードをリウナが労ねぎらい、一同にお茶とお茶菓子を出した。子供たちは喜び勇んで、それに飛びつく。

　こうしてのんびり過ぎていく昼下がり、『グラッサム探偵団』はアードを名誉顧問兼用心棒に迎え、新たなるスタートを切ったのであった。








第二章　学院の七不思議ぷらす




　とある休日、ユニは珍しく一人で街に買い物に出ていた。

　いつもは引きこもりを決めたがる彼女だが、今回は彼女の買い物当番だったのである。

『……探偵団だけでなく、おうちのことも、決まりごとを決めた方がいいと思うんです』

　珍しくナーが強く主張し、娘たちは家事の手伝いを持ち回りで行うことになった。

　フェニもユニも、家事より自分の趣味に没頭したく口をへの字にしたが、末の妹が言い出しっぺな以上、拒否はできない。二人ともお姉ちゃんなのだ。

　かくして、今晩のおかずというあまり関心のないものを、ユニは買いに行かされるはめになったのであった。

「せめて晩ご飯がサンドイッチなら良かったんですけど。まあ、いいです。ついでに今作っているアイテムに必要な材料も、そろえてしまいましょう……父上も『何と気が利く奴やつだ』と褒めてくれ、ご褒美に膝ひざとか座らせてくれるに違いありません」

　そんな自分に都合のいい妄想に少し頬ほおをゆるませてから、露店の建ち並ぶ市場の入り口に立った、その時。

「あ、ユニさん」

　声をかけられたので、振り向いた。そこには髪の毛をロングにまとめた、一人の少女が立っていた。瞳ひとみは大きく、やや勝ち気につり上がっている。

　彼女を認めたユニは、無表情に少しだけ喜色をにじませ、一礼した。

「ああ、キスカ殿ですか。お久しぶりです」

　フェニ、ユニ、ナーがかつて一時的に入学した、『レイズ冒険者学院』のジュニアクラスの生徒だ。ジュニアクラスを卒業した後も、こうして街中で顔を合わせることがある。

　その少女は、きょろきょろと周囲を見渡しながら言った。

「ナーさんと……その、フェニさんは、いないんですか？」

「はい、今日は私が買い物当番の日なので。フェニに会いたかったですか？」

「別に、そういうわけじゃないですけど」

　そう言いながらも、キスカは少し残念そうだ。三姉妹の中でも、特に彼女と仲が良いのがフェニなのであった。一時期はぶつかり合っていただけに、その雨降った後の地固まりは強固なものである。

　と、彼女は不意に生き真面目まじめな顔に戻り、ユニを見つめた。

「ところで、噂うわさで聞いたんですけど。あなたたちは、探偵団を始めたそうですね」

「ええ、密輸団を捕まえる手伝いをした実績もあります」

　嘘うそは吐ついてないので、ユニは胸を張ってみせる。












　キスカはその言葉に何やら考え込んでいたようだが、すぐに決意したようにうなずいた。

「買い物が終わったら、少しそちらにお邪魔してもよろしいですか」

「別に構いませんが、どうしてまた？」

「私も、探偵団に依頼があるんです」

「キスカ殿が？」

　つぶやくユニに首肯してみせると、キスカは声を低めにして言った。

「実は、今……」




「「「学院の七不思議？」」」

　キスカを事務所に通した『グラッサム探偵団』の面々は、一斉に声を上げた。

　壁にもたれて話を聞いていたアードが、彼女の口にした依頼について再確認する。

「えーっと、つまり、学校で怪現象が勃発しているから、それを調査してほしい？」

「はい。ジュニアクラスの中にも、実際に目撃した人がいます。誰もいない部屋で派手な物音がしたり、音楽室からピアノの音が聞こえたり、校長室から恨めしげな女性の声が聞こえたり……そんな怪異が七つほどあるのです」

　キスカはそこで言葉を切ると、少し声を低くして淡々と話し始めた。

「怪現象の正体は謎なぞですが、昔からの言い伝えによると今学校がある場所は、一○○年前、兵士たちが戦っていた戦場だったそうです。敵に殺されて苦しみ抜いた霊魂が、今もこの世にとどまり、道連れを求めているのだとか」

「……ひぃ」

　ムードたっぷりに語り出す彼女に、そういう話は苦手なのか、ナーが泣きそうになりながらアードにしがみつく。

「あ、ずるい。あたしもあたしも」

「私も恐こわいですね」

　全然恐くなさそうに、姉二人がまねっこした。はしゃぎながらアードにベタベタ抱きつく娘たちを見て「相変わらずですね」とキスカは苦笑を漏らす。

　と、そこにリウナがお茶を淹いれて持ってきてくれた。話は聞いていたのか、深刻そうな顔でアードの方を見る。

「ねぇ、アード。その話がもし本当なら、これってアンデッドの仕業じゃないの」

「ああ、そうだな」

　アードも軽くうなずいた。

　アンデッドは不死の生命体で、「動く死体ゾンビ」や「幽霊ゴースト」、「動く骸骨スケルトン」などがその代表格だ。

　この世の理ことわりに反する不浄の存在とされ、聖職者からは特に忌み嫌われている。

　リウナも聖職者の家の出だ。嫌悪感が募るのだろう。眉まゆをＶの字にして、珍しくしかつめらしい表情をしていた。

　だが、アードはどこか気の入らない表情を浮かべると、キスカに確認をする。

「それで、この調査はいつ行えばいいんだ？」

「えっと、やっぱり夜の方が……」

「わかった。それなら日取りを決めてくれ。フェニ、ユニ、ナー、調査に行くんだ」

「「「あいあいさー」」」

　三人は敬礼してから、ふと不思議そうにアードを見る。

「あれ、今回は『危ないからやめておけ』とか言わないの？」

「……幽霊、出ますけど」

「まあ、大丈夫だろ。一応、俺おれも行くけどな……構わないだろ？」

　最後の確認はキスカに向けたものだ。彼女は「あ、はい」とうなずいた。

　そして、日取りが決まったら連絡すると言い残して、キスカは帰ることになった。フェニたちは名残が惜しいらしく、途中まで送ると申し出る。

　三人娘とその友人が出て行った後、リウナはお茶の後片付けをしていた。

　ふと、アードの方を見て、心配げに尋ねる。

「でもいいの？　もしアンデッドなら、ちゃんとした聖職者の人にお祓はらいを頼まないと」

「いや、大丈夫だろ。教師やってる時に聞いたんだけど、ああいう学園の七不思議は、生徒たちが騒ぎたくてちょっとした目撃談なんかを大げさに誇張し、生まれるものらしい。実際、さっき出てきた兵士の話も、作り話のはずだしな」

「え？」と目を瞬かせるリウナに、アードは肩をすくめてみせた。

「……このファルス大陸が浮上したのは五○年ほど前のことだ。それ以前の一○○年前は、まだ海の底に沈んでいたはずなんだよ。そこで戦争なんかできるわけないだろ」

「あ」

「話が伝わる途中で、誰かが創作したか、思い込んだかしたんだろうな。火のないところに煙は立たないって言うから、音楽室の話も、校長室の話も、まったくのでたらめではないと思うが……まあ、幽霊の仕業とかではないと思う。もしそうなら、スミカ校長が何かしら手を打ってるだろうからな」

「そっか、そういえばそうだよね」

　スミカはキスカの姉で、現役の冒険者──しかも『勇者』の称号をもらっている──な上に、『レイズ冒険者学院』の校長も務めている。

　真面目まじめで生徒たちのことを思いやる彼女が、幽霊やアンデッドの気配を察知したなら、自分で退治するなり冒険者ギルドに協力を要請しているはずだ。

　それがないということは、たぶん幽霊がらみの話ではないのだろう。

「あれ、じゃあどうして物音がしたり、女の人の声が聞こえたりしたのかな」

「それは、何かしらタネがあるんだろう。風が窓を吹き抜けた音だったり、何かが偶然倒れたりとか。何にしろ、調べてみたらすぐわかるんじゃないかな」

　アードはそう言ってから、リウナが片付けかけたカップを一つ取り、中身を口にした。

　そして、ふとつぶやく。

「まあ、どちらにしろ裏は取っておくか」

「裏？」

「事前に情報を集めておくのは、探偵の基本らしいからな」

　そう言って彼は立ち上がった。




　娘たちがキスカを送る道中、彼女たちは雑談に花を咲かせていた。

　最初は七不思議に関することだったが、それは少しずつシフトしていき、やがて探偵団のことについて話題が及んだ。

「そういえば、どうして探偵団なんて開いたんですか」

　キスカの問いに、フェニが胸を張って答える。

「アードに、将来の仕事を考えなさいって言われてね、冒険者でもやろうと思って。それで、冒険者ができるってアードに証明するために探偵団を始めたの」

「冒険者の仕事も、探偵の仕事も似たようなものですし。これをこなすことで、父上が我々を賞賛してくれるに違いありません」

「……頭、なでなでしてくれます」

「……相変わらずですね、皆さん」

　その迷いのないファザコンっぷりに、キスカは半ば呆あきれ、半ば感心してつぶやく。

　それから、少しだけ表情をほころばせた。

「でも、『冒険者学院』に通っているから当然なのですが、私も将来は冒険者になる予定です。姉さまと冒険に出るのが夢ですが……まあ、その、少しは皆さんとパーティを組んでもいいですよ」

「えー、キスカと？　足手まといにならない？」

「何かと危なっかしいフェニさんに言われたくないんですけど！」

　キスカはフェニの正体が〈神獣〉であることを知っている。それでも、彼女にとってフェニは世話の焼ける存在であり、親友なのだ。

　と、隣からユニが口を挟んできた。

「しかし、我々も父上と一緒に冒険に出ることが前提になると思います。何しろ我々は父上をサポートするための存在、〈神獣〉なのですから」

「……お父さんと一緒でないと、意味がありません」

「ふぅん」

　キスカは眉まゆをよせてつぶやいたが、それは自分が袖そでにされたからではなかった。

（なら、アード先生が冒険者をやめたら、どうするつもりなんですか）

　しかし、その問いは口にすることはなく──何となくアードが冒険者をやめる光景が想像できなかったのもある──キスカは首を振ってから、改めて微笑を浮かべた。

「まあ、とにかく、それで将来のことを見据えて探偵活動に勤いそしむなんて、皆さんにしては殊勝な心がけです。相変わらず、行動力だけは高いですね」

「そうでしょー。何なら、キスカも探偵やってみる？」

「私にはまだ学校がありますから……でも、空いてる時間で手伝うくらいなら、してもいいですけど」

「うん、キスカに手伝ってもらうと嬉うれしい。頼りになるよ」

　フェニはそう言って、屈くつ託たくのない笑顔でキスカの手を握った。

　キスカは顔を赤らめつつ「ほめても何も出ないんですけど」とそっぽを向く。その表情は微妙に嬉しそうだ。

　そんな二人を見て、ナーがおっとりと手を合わせた。

「……じゃあ、今度の七不思議の調査も、キスカさんに手伝ってほしいです……人数が多いほど、恐こわくないですから」

「あ、それは最初からそのつもりでした。私が、というよりは、私たちが、ってことなんですけど」

「私たち？」

「ええ。まぁ、当日を楽しみにしていてください」

　意味ありげなキスカの言葉に、三姉妹は「？」と顔を見合わせた。

　と、ユニが肩をすくめてみせる。

「しかし調査に加わってもらって何ですが、あまり実りのある調査内容になるとは思えませんね……今回の事件は、ナンセンスです」

「あれ、ユニは幽霊とか信じないの？」

「いえ、魔物の分類上としてアンデッドが存在する以上、霊的な存在は実在します。我々も実際、『黄よ泉みの世界』でレイスストーカーに遭遇したわけですし」

「……あれは、恐かったです」

　当時のことを思い出したのか、目をぎゅっとつぶってナーがぷるぷると震える。彼女が恐い話に過敏になってるのは、この時の体験が元になっているのかもしれない。

　だが、ユニは平然とした表情で指を一本立てると、論理を重ねた。

「ですが、今回の話は突拍子もない怪異ばかり。音の主も、女声の主も、目撃者を襲うのではなく『怖がらせること』に終始しています。本来アンデッドは、何かしらの目的をもって人間に危害を加えるものです。無駄に怖がらせて終わり、なんて考えられません」

　さらに、アードが展開した論理にユニも到達していた。彼女なりに、一○○年前の戦場の話が嘘うそっぱちだと見抜いていたのだ。

「つまり、今回の事件はいわゆる『怪談』であっても、『心霊現象』ではない。創作的な匂においがします」

「それは……確かにそうかもしれませんけど」

　キスカが困ったように口をとがらせる。その創作的な依頼を持ってきた手前、少しばつが悪いのだろう。フェニが慌てて両手を振り、助け船を出す。

「まあまあ、一応調査してみようよ。何もなかったら、それはそれで良かったってことなんだし。ね？」

「それは、もとよりそのつもりです。他ならないキスカ殿の依頼ですしね。ただ、そんなに実りのある調査じゃないということだけは、最初に言っておきたかったので」

　淡々と言い重ねてから、ユニはそっぽを向いた。技術者として論理を尊重している彼女としては、非論理的な話はあまり好きではないようだ。

「でも、ユニってばあそこまでがんこに言わなくてもいいのに」

「……私はちょっと、気が楽になったけど」

　姉妹が苦笑した後、キスカが念を押すように告げる。

「とにかく、この依頼は絶対に受けてください。お願いします」

　改めてぺこりと頭を下げる彼女に、フェニたちは「うん」と笑顔でうなずいた。




「ええ、今のところ依頼は来ていないわよ」

　冒険者ギルドのある酒場にて。女支部長、獣人のレアにそう言われて、アードは「そうか、ありがとう」と礼を述べた。

　このギルドに、『レイズ冒険者学院』から除霊の依頼が来ていないか確認に来たのである。スミカ校長が、生徒が混乱するのを恐れて、密ひそかに行う可能性があると思ったからだ。

　なお、他の冒険者にもそれとなく聞いてみたが、『エルツェン』ではアンデッドが活動している気配は感じられないようだ。そのような情報も入ってきてない。裏が取れて、アードは安あん堵どの息を吐ついた。

「子供たちに、万が一のことがあったら大変だからな」

「相変わらずの親バカねぇ」

　そう揶や揄ゆするように言ったのは、『魔ま導どう研究室』副室長のラナン＝アルサノイズだ。

　絹のような髪に、人形のように整った顔立ちと、エルフ独特の美び貌ぼうを誇る彼女は、その外見とは裏腹に色々と残念な性格をしている。今回も暇をもてあましてるのか、ミックスフルーツジュースを片手に、アードにヤジを飛ばすのに余念がなかった。

「そんなに心配なら、探偵団なんてさせなければいいのに」

「バカ言え、娘たちが自分で決めて実行していることだぞ。全力で応援こそすれ、邪魔する親がどこにいるんだ」

　アードは憤然と言いながら──ラナンの言うことは八割冗談とわかっているので、本気で怒ってはいない──彼女の隣に腰をかけた。

　コーヒーを頼んでから、ふと気が付いたようにラナンを見た。

「ところで、いつまでここにいるんだ。もう試練は終わったから、用はないはずだろ」

　今までもラナンは『エルツェン』に長期滞在していたが、それはアードがクリアした試練に起因している。その試練を与えたのが、他ならぬこのラナンなのだ。

　その結果を見届けるため、彼女はこの街に滞在していたはずだ。が、試練が終わった今、彼女がここにいる必要はどこにもないのである。

　そのことを指摘したのだが、彼女は平然とこう答えた。

「もう少し色々と見届けるわ。この街面白そうだし」

　要するにサボりたいんだな、とアードは解釈した。まあ、何だかんだでこのラナンには色々世話になっているので、その辺を追及するような真ま似ねはやめておくことにする。

　やがてコーヒーが運ばれて、彼の手元に置かれた。それをすすっていると、今度はラナンの方から声をかけてきた。

「ところで、アードくん。ちょっと確認したいんだけど」

「何だ？」

「王都からのスカウトを蹴けったって本当？　『近衛このえ騎士団』に入らないかって話があったそうじゃない」

「ええええ!?」

　カウンターで皿を拭ふいていたレアが、それを落としかけながら、驚きの声を上げる。

「『近衛騎士団』って言ったら、国王直属の騎士団じゃない！　選よりすぐりの戦士でなければ、入団できないほどのエリートコースよ。本当にスカウトされたの？」

「あ、ああ。俺おれが〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉から生還したって話を聞いたらしくって。他にも色々と実力を鑑みて、どうしても入ってほしいと」

「それなのに、どうして蹴ったの？」

「……俺には冒険者の方が性に合ってるって思ってしまったんだ」

　アードは気まずそうに頭の後ろを掻かいた。自分が冒険者にこれほど固執している理由が、まだわからないままなのだ。娘たちに贅ぜい沢たくをさせるなら、騎士団に入るべきだったと若干後悔しているところもある。だが、それでも彼は冒険者を選びたかった。

「本当、我ながら何で冒険者をやりたいと思ったんだか」

「それだけ、冒険が好きってことなんじゃないの？」

　ラナンの指摘に、しかしアードは首を横に振る。

「好きは好きなんだろうが、何かそれだけで片付けられるものじゃない気もするんだよな。もっと、根本的な何かがあるような」

「ふーん」

　わかったのか、わからなかったのか、それともどうでもいいのか、よくわからない声をラナンは上げると、椅い子すから立ち上がった。ジュースが空になったのだ。

　そして、酒場を横切り出入り口から出て行く──直前に、アードに向かって告げる。

「その根本的な何か、早く理解しておいた方がいいわよ」

「え？」

「娘たちに、将来の仕事のことを考えろって言ったらしいわね。それなのに、自分が仕事について理解していないとか、話にならないじゃない」

　そう告げてから、からかうような声は店の外へと抜けた。

　残された意見について、アードは少しの間黙考していた。

「そうだよな……自分が仕事をしている理由くらい説明できないと、どうして将来仕事をすることが大切なのか、諭すことはできないよな」

　生活のため、金を稼ぐためと、割り切らせることはできる。

　だが、アードとしては娘たちに、その理由だけで仕事を選び、生きてほしいとは思わなかった。うまくは言えないが、仕事とは金のためだけにするものではないと思うのだ。

　では、仕事は何のためにするものなのか。

　その答えが、自分が冒険者をやっている理由にあるのではないかとアードは考えた。

「……でも、本当に俺おれはどうして冒険者をやりたいんだろう」

　宝を得たいから。スリルを味わいたいから。英雄として周りから賞賛を受けたいから。

　──そのどれもが正解のようで、間違っている気もする。

　自分のことながらよくわからなくて、アードは少しもどかしく思うのであった。





　　　　○






　学院の七不思議の調査、その当日となった。

　夜になってから、三人娘とアード、それにリウナは、学校へと向かった。

　久しぶりに全員でお出かけということで、楽しそうなリウナを、ライバル視するフェニが不満そうににらんだ。

「何でリウナも来るのさー。あたしたちだけで充分なのに」

「保険をかけておくに越したことはない。俺一人だと手が回らなくなるかもしれないしな」

「調査するのは、我々とキスカ殿の計四人ですが。それなら父上一人でも充分では」

「いや、それはどうだろう」

　アードの言葉に、ナーが「えっ？」と首をかしげた、その時である。

　一同は懐かしの『レイズ冒険者学院』へとたどり着いた。

　その校門の前には、キスカが立っているのが見える。

　いや、彼女だけではなかった。周囲にむらがる、はっきりとした大人数の影に、フェニ、ユニ、ナーの三人は目をみはった。

「おーい、フェニたちが来たぞ！」

「ユニちゃん、ナーちゃん、久しぶり！」

「アード先生も、ご無ぶ沙さ汰たしています」

「試練合格したんだって？　良かったね！」

　騒ぎながら声をかけてきたのは、三人娘と同世代の少年少女だ。

　ジュニアクラスの生徒たちである。娘たちのかつての同級生であり、アードたちのかつての教え子でもある。

　思いがけない再会に、フェニは喜びを顔に映しつつも、声には戸惑いの色が見えた。

「みんな！　どうしてここに!?」

「決まってるだろ、調査に協力するためだよ！」

「夜の学校を探検するなんて、滅めつ多たに出来ない冒険だもんな」

「ついでに、ジュニアクラスの同窓会もやっておこうと思って！」

　一同はアード一家とリウナに向かって、笑ってみせた。皆が自分たちと会うことを楽しみにしていたのだと、フェニとナーは悟り、感極まって涙ぐみかける。ユニだけはいつもの無表情だが、それでも顔を紅潮させて嬉うれしそうにしていた。

　アードはキスカの方に笑いかけた。

「何となく、こうなるんじゃないかと思ってな。一応安全対策もかねて、リウナもつれてきた。一度特別授業をしたこともあるし、いいだろう」

「ええ、かまいませんけど」

「わあ、それじゃ、これはキスカが考えたの？　ジュニアクラスの皆と調査するって！」

「……だから、前に『当日を楽しみにしてください』って、言ってたんですね……！」

　はしゃぎながら尋ねるフェニとナーに、彼女は「ええ」と端的に答える。これから行う調査に緊張でもしているのだろうか、表情がやや固かった。

　その間に、フェニ、ユニ、ナーの三人は元クラスメートに囲まれ、ちやほやと接待を受けている。主に、探偵としての活動が話題の中心になっていた。

「それにしても、すげーな！　探偵やってるなんて！」

「驚いたわよ。ちょっとうらやましいかも」

「バーロックみたいなもんだしな！　くぅ、俺おれもやってみたい！」

「私も、バーロックみたいな探偵やりたいもん！」

　最後の生徒の言葉に、「僕も！」「私も！」と追随の声が上がった。名探偵バーロックは、やはり子供の間で人気らしい。

　娘たちは自分がやっていることを誇らしく思ってか、胸を張ってそっくり返る。

「ふふーん、皆も何か事件とかあったら持ってきてよね！」

「我々が、すべて解決してみせます」

「……迅速に、対処します」

「「「犯人はいつも一つ！」」」

　最後に三人で決め台詞ぜりふを叫び、生徒たちは「おお」と拍手した。この際、言葉の意味はどうでもいいらしい。

「盛り上がってるなぁ」とアードたちが苦笑していると、生徒の一人が「これで全員揃そろったよ」と報告をした。

　フェニがその言葉に、全員を見回して、音頭を取る。

「じゃあ、全員揃ったところで、中に入ろうか！　『グラッサム探偵団』プラス、ジュニアクラス特別団員、出発！」

「「「「お～！」」」」

　一同は拳こぶしを突き上げ、校門をくぐって中へと入った。

　夜の闇やみの中にひっそりとたたずむ校舎は、不気味の一言につきた。どこか、この世ではない場所につながっているような違和感を覚える。

　しかも灯あかりは、生徒の一人が用意したランタンだけだったので、その頼りない灯りのせいで生徒たちの気分は嫌でも高揚した。

「まず、最初に確認された目撃談なんですが」

　生徒の中でも生き真面目まじめな男子生徒、ロビンが眼鏡を押さえながら、どこか雰囲気たっぷりにつぶやく。女子生徒の何人かや、リウナが「ひっ」と息を呑のんだほどだ。

「なんでも、誰もいないはずの『錬金術室』からけたたましい物音がしたそうです。見回りの先生が慌てて駆けつけたところ、中では棚が倒れ、ものが壊れ、そして……女性のすすり泣く声が聞こえたとか！」

「……怖いです！」

「アード、怖い～」

「くわばら、くわばら」

「……ナーはともかく、フェニとユニ、お前らわざとやってるだろう」

　自分たちに抱きつく娘たちを、白い目で見るアード。生徒たちが笑いを漏らす。

　とりあえず娘たちを引き離してから、アードはふとロビンの耳元に口を寄せて尋ねた。

「ところでその七不思議なんだが……大体の察しがついてるんじゃないか？」

「あ、はい……みんな、薄々わかってるかと」

　思わせぶりなその言葉に、ロビンも苦笑してうなずく。

　やがて一同は『錬金術室』に訪れ……そして、事件は起きた。

　ガチャーン、と派手な音がまず木霊し、それからまるで中で嵐あらしでも発生しているかのような騒音が、立て続けに響いたのだ。

「うわ、ぽるとたいがーだよ！」

「お姉ちゃん、ポルターガイスト！」

「騒霊の仕業ですか？　しかし、この音のパターンはどこかで聞いたことがあるような」

　フェニが驚き、ナーが叫び、ユニが訝いぶかしがっている間に、アードはつかつかと『錬金術室』の扉に歩みよってその扉を開いた。

　中は惨さん憺たんたるありさまで、棚やら薬瓶やらがひっくり返っている。

　その中に埋もれているものに、アードは注目した。ランタンで照らし出す。

「やっぱり、お前だったのか……」

「す、すみませんっす、その、夜のうちに準備しておこうと思っただけで、わざとではないんっす！　校長先生、お許しをっす……あれ、アード先生？」

　部屋の中央でひたすら謝りながらもがく、ボサボサの髪の持ち主。

　それはアードのかつての同僚で、ドジ属性過多なワーウルフの錬金術師──エリーこと、エリザベート＝ハーヴィであった。




　エリーが言うには、自分のドジで授業が遅れることが多々あり、それを少しでも挽ばん回かいすべく、授業を円滑にする準備を前日にしておこうと考えたらしい。

　それはそれで結構な心がけだが、毎度機材や薬品をひっくり返していては本末転倒だ。

　アードはどう言葉をかけていいかわからず、とりあえずエリーに彼女の騒音が怪談になってることを話し、「これから充分に注意しろ」と忠告した。

　エリーはすっかり恐縮し、一応再犯を防いだフェニたちは──相手がエリーだと多分に不安だが──ジュニアクラスの生徒たちとともに『錬金術室』を後にした。

「ねー、次の目撃情報は？」

　フェニがロビンに尋ねると、彼はメモ帳を広げてうなずく。

「えっと、音楽室で勝手に鳴り響くピアノですね。古ぼけたものなので、悪霊か何かが取とり憑ついているのではないかという噂うわさです」

　音楽室といえば、すぐ近くだ。そう思い当たった時、ふと音楽が鳴り響いてきた。

「ひっ？」

　思わず一同は息を呑のみ、アードですら緊張してその音がする方角へと向かう。

　暗くら闇やみに響き渡る音楽は、とても優雅で美しく、それがかえって不気味に感じられた。

　やがて、音楽室にたどりつき、一同は顔を見合わせてうなずく。

　アードが代表して、その扉を開いた。

　果たしてそこには、古ぼけたピアノが置いてあり、音楽を奏でていた。

　ただし、ひとりでに鳴っているわけではない。

「ふふふ！　音楽とは、空気だけでなく、人の心を震わせるものよ！」

「何をやってるんだ、あんたは！」

　思わずアードが叫び声を上げる。

　そこでピアノを熱演していたのは、かつて彼の娘たち──特に音痴のナーに歌を教えてくれた冒険者だったのだ。

　彼女はアードたちが来たことに特に疑問を抱いたふうもなく、胸を張って答える。

「この学校に特別講師として招かれた時に、このピアノを見つけてね。とても素晴らしい楽器なので、つい弾きたくなったの。校長にはお願いして、いつでも弾いていいという許可はもらってるわ」

「だからって夜中に弾いていいわけないだろ。近所迷惑になる。いいから出て行けよ」

「ちぇー」

　アードに諭され、音楽家冒険者は渋々とピアノの椅い子すから立ち上がった。

　と、立ち去り際に、ナーの肩に手を置いて笑う。

「あれから歌は上達した？　よろしかったら、今度一緒に酒場でセッションでもする？」

「はい、喜んで！」

「「「「やめて！」」」」

　末娘の破壊音波兵器は健在だ。グラッサム一家とリウナは、口をそろえて懇願した。

　やがて冒険者は去って行き、アードは「何だかなー」と疲れを覚えるのであった。




　それから、『グラッサム探偵団』＋ジュニアクラスの面々は、次々と七不思議の正体を暴いていった。

「図書室で本が勝手に飛び出すという怪異」「夜中にひとりでに割れるトイレの鏡」「廊下を全力疾走する謎なぞの怪人」。その光景を目の当たりにしていく。

　──それぞれが「本棚の整理をしようとしたら倒してしまったエリー」「掃除しようと思ったら力加減を誤ったエリー」「満月を見てしまい人じん狼ろうになったエリー」が原因だった。

「ていうか、全部エリーかよ！」

　あきれ果てて、アードは叫んだ。

　これらの行動は、すべて夜のうちに準備やお手伝いをしたいというエリーの健けな気げな思いからきてるので、そこを無む下げにはできないが、それで怪談が発生してるとなると問題だ。

　やむなく何度もエリーを説教し、そのたびに「すみませんっす」と謝罪させた。

　唯一エリー案件じゃないもので「校長室から聞こえる女性の嘆なげき声」というものがあったが、これも残業で帳簿をつけながらうなっているスミカ校長が犯人だった。

「うう、数字がよくない……あら、お恥ずかしいところをお見せしてしまいましたわ」

　アードたちに気づいて、おほほと笑ってごまかすスミカだったが、何となく学院の闇やみを垣かい間ま見みたような気がしてアードの疲労はいや増すばかりだった。

「そもそも、七不思議の正体がほとんど教師とか……問題だらけじゃないのかこの学校」

　校長室を後にし、アードがぶつくさつぶやいていると、ユニが得意げにうなずく。

「私の思った通りです。怪談なんて調査しても、実りは少ないんですよ」

「でも、みんな楽しそうだよ」

　フェニの言葉に振り向けば、ジュニアクラスの一同はきゃっきゃっと笑い合っていた。

　それを見てフェニは笑顔を浮かべると、満足そうにうなずく。

「夜中の冒険なんて、それだけで楽しいもんね。ねぇ、キスカ」

「……そうですね」

　キスカはどこか無表情につぶやいた。いつもと違って、何か様子がおかしい。

（そういえば、さっきスミカ校長と出くわした時も、何も喋しやべらずじまいだったな）

　いつもの彼女なら、大好きな姉にべったり寄り添って、何やら話すと思ったのだが。近づくどころか、校長室の外に隠れるようにして出ていたのをアードは目撃している。

（まぁ、良家のお嬢様だもんな。こういう集まりに参加しているのを見られるのは、ばつが悪いのかもしれない）

　そんなことを考えながら、アードは次の目撃談は何だろうとロビンの方を見た。

　ちょうどリウナが彼に近づいて、情報の催促をしている。

「それで、次はどんなの？」

「えっと、目撃情報は次で最後ですね。『魔法道具安置室』にある、魂を抜き取る呪のろいの鏡、らしいです」

「このぶんだと、それにも何かオチはありそうだが、行ってみるか」

　そうつぶやいて、アードは皆を先導し、廊下を進んでいった。

　この時、キスカが少し微笑を浮かべたことに、彼は気づいていなかった。





　　　　○






『魔法道具安置室』は、その名の通り学校で使う魔法道具を保管している部屋だ。

　その扉の前にたどりついた一同は、中に入ることにした。

「それじゃ行こう」

　どうせ次も教師の誰かが原因なんだろうな。そんなことを考えていたアードとリウナは、少し油断していた。つい、子供たちを先に部屋へと入れてしまう。

　と、突然、扉が閉まった。ひとりでに、アードたちを閉め出すかのように。

「え……？」

　アードは呆ぼう然ぜんとした。生徒たちの誰かが閉めた気配もなかったのに。

　おかしいな、と首をかしげつつ、彼は再び扉のノブに手をかけた。

「あれ、くっ……この！」

「どうしたの、アード？」

「……開かないんだ！」

「えっ？」

　先ほどから力をこめているのに、扉は微動だにしない。まるで、壁と一体になったかのようである。

　慌ててリウナが彼の隣に並び、同時に力を加えたが、結果は同じだった。

「アード、これって……」

　リウナの強こわばった声に、アードは首筋に汗が流れるのを感じる。

「ああ、何か妙だぞ……おい、フェニ、ユニ、ナー！　大丈夫か！」

　扉を思い切り叩たたいたが、中から反応はなかった。

　と、返事の代わりに「きゃあっ？」「うわぁっ！」と生徒たちの悲鳴が上がる。

「みんな！」

　叫ぶと同時に、アードは双剣を抜いてドアに斬きりかかった。

　しかし、今度はドアの前に電流のようなものが流れ、アードの斬撃を弾はじいてしまう。

「うわっ!?」

　アードは吹き飛ばされ、リウナが「大丈夫!?」と駆け寄る。幸い怪け我がはなかったが、扉も無傷であることを考えると、状況はちっとも好転していなかった。

　目をこらし、よく観察してみる。扉と、その周囲の壁を、薄い紫色の光が覆っている。魔法の力による障壁だと、アードは看破した。

　同時に、何者かがよそ者が入ってこないように、扉が開かないようにしたに違いない。試しに壁にも剣を突き立ててみたが、これも傷一つつかなかった。

「まさか……この部屋だけ本物なのか!?」

　事前の聞き込みでは、学校にアンデッドの気配はないはずだった。だが、絶対にそうとは言い切れない。もしくは、何か別の力が働いているのかもしれない。

　言えることはただ一つ、この場所が正しく怪談の舞台になったということだけだ。

「くそ、慢心しすぎた！　どうすれば、どうすれば中に入れるんだ!?」

　アードは叫びながら、少し前の自分に怒りを覚えつつ、紫色に光る部屋をにらみつけた。




　一方、中に入ったフェニ、ユニ、ナーは、取り残されたアードたちよりも焦っていた。

「みんな!?」

　部屋に踏み込んだ瞬間、突然、生徒たちが「きゃあっ？」「うわぁっ！」と悲鳴を上げ、次々に倒れていったのである。

　全員白目を剥むき、微動だにしない。

「……あ、あの、返事してください」

　ナーが慌てて生徒たちをゆさぶるが、結果は同じだった。

　ユニが深刻な表情でつぶやく。

「まずいです……この症状は『離魂症』に酷似しています」

「『離魂症』？」

「魂が抜ける症状です。何者かが彼らの魂を抜き取ったのかもしれません！」

「……それって！」

　ナーが叫び声を上げた。この部屋にまつわる目撃情報を思い出したのだ。

　──魂を抜き取る呪のろいの鏡。

　七不思議の最後の話だけは、本物だったのだ！

　恐らくこの部屋のどこかにある、その呪いの鏡が、生徒たちの魂を奪ったに違いない。〈神獣〉たちが無事なのは、彼女たちが人並み外れた生命力を持っているから抵抗しきれているのだろうと、ユニが補足した。

「でも、それもいつまで保もつかわかりません……とにかく、鏡を破壊して、生徒たちの魂を元に戻しましょう」

「で、でも、どれなんだろう？」

『魔法道具安置室』には、鏡型の魔法道具が沢山ある。壁にかかっているものだけでも、数十を超えた。

　鏡は、呪まじないの道具として扱いやすいのだ。この中から本物を見つけるのは困難だろう。

　その間に、自分たちも魂を吸われてしまうかもしれない。そうなる前に、何としてでも呪いの鏡を見つけなければ。

「とりあえず、アードを呼ぼう！」

　フェニの意見に全員がうなずき、扉にとりつく。

　だが、動かない。フェニが扉と壁に炎を浴びせたが、結果は同じだった。

「そんな、どうなってるの！」

「恐らく、何らかの魔力の障壁が、扉を周辺の壁ごと固定しているのです。呪いの鏡が、私たちを出すつもりがないのでしょう。ほら、窓側も」

　ユニの言葉に、校庭に面した窓の方を見た。廊下側と同じく、紫色の光がかかっている。

「そんな、じゃあ、どうすれば……」

　ナーが絶望の表情でつぶやいた、その時。

　壁にかかっている鏡のうち一つが、突如、強烈な光を放ち始めた。

「「「……っ!?」」」

　同時に、フェニは心臓をつかまれるような感覚を覚える。ユニ、ナーも同じようだ。

　瞬時に理解した。呪のろいの鏡が魂を吸い取られないフェニたちに業を煮やし、全力をもって危害を加えに来たのだ。

「ひゃう……このままじゃ……魂が吸い取られちゃう」

「でも、これでどれが呪いの鏡か、わかりましたね」

「うん……あれを破壊すればいいんだ……！」

　ユニの言葉にうなずき、フェニは力を振り絞ると、鏡めがけて炎を吐こうとした。

　と、その時、後ろから何かがぶつかってくる。振り返ると、親友の姿がそこにあった。

「キスカ、無事だったんだね……キスカ？」

　ぎゅうっ、とキスカが首筋に抱きついてきたので、フェニは困惑した。その表情はよくわからないが、強こわばっているように見える。

「キスカ、どうしたの、怖いの？　ちょ、ちょっと離れてよ。炎が吐きにくい……」

「フェニ、早くしてください……このままでは、我々の魂が」

「お姉ちゃん、早く……」

　ユニとナーは、魂を吸われないように抵抗するのでやっとなのか、動けないらしい。鏡を破壊することができそうなのは、もっとも体力があるフェニだけのようだ。

　だが、キスカにしがみつかれていて、上う手まく体を動かせない。そうこうしているうちに、彼女の体からも力が抜けていく。

「……あ、う」

「もう、限界、です」

「ユニ！　ナー！」

　妹たちが倒れ伏し、フェニは絶望の声を上げた。

　もはや手段は選んでいられない。力ずくでも、混乱しているらしいキスカをふりほどこうとした。力なら、彼女の方が上のはずである。

　しかし、それが動かなかった。キスカはがっしりと、フェニを羽交い締めにしている。

　鏡の影響もあるのだろうが、それ以上にキスカが異様に力強いようにフェニには感じられた。

「離して、キスカ……！」

　うめきながらも、ついにフェニは片かた膝ひざをついた。鏡の光がいっそう強くなってくる。

　そして、フェニの体を、何かが抜けるような感覚が貫き──。




「でやあああっ！」




　突如、雄お叫たけびと共に壁が打ち破られ、人影が部屋に乱入してきた。

　アードだ。隣にはリウナの姿もある。

「アード、リウナ……」

　二人が来てくれた喜びと共に、どうしてここに入ってこれたのかという疑問がフェニの胸をつき、そしてすぐにわかった。

　アードが破ったのは扉ではなく、この部屋と隣の教室とを隔てている壁だったのだ。

　どうやら魔力の障壁は、扉が設置された壁と、窓にのみ張られていたらしい。鏡も、まさか隣の教室から侵入者が来るとは思わなかったのだろう。

「悪い、遅れた！」

　アードは素早く部屋の中を見回すと、状況を確認して小さくうめき声を上げた。

　同時に、光を放つ鏡がすべての元凶だと直感的に把握し、怒りの声を上げる。

「あの鏡が元凶か！」

　アードは双剣を構え、素早く鏡に向かって走り出した。

　どうやら、魂を抜く光は、すぐに対象を変更できないらしい。鏡は光を放つこともなく、まごつくようにフェニたちとアードを見比べるように動いた。

　やがて、己の不利を悟ったのか、ふわりと浮き上がると、魔力の障壁を解き、窓ガラスを割って外に出ようとした。

「させない！」

　凜りん、と響くリウナの声が、呼び出した長なが槍やり──『バルちゃん』を鏡に投げつけた。それは鏡に空中でぶつかり、校庭へと叩たたき落おとす。

　その機を逃さず、アードは跳躍し、宙へと舞い上がった。

「塵ちりも残さず消えろ──《不死鳥の獄炎フエニツクス・インフエルノ》！」

　双剣から放たれた黒い炎が、地に落ちた鏡を包み込み、分子レベルにまで崩壊させた。




　鏡が崩壊すると同時に、まばゆい光が放たれ、それらは分散し、生徒たちの体へと注ぎ込まれた。

「……うん？」

「あれ、俺おれ、何してたんだ……」

「確か、心臓を掴つかまれたような……？」

　恐る恐る立ち上がる子供たちの中に、〈神獣〉二人の姿もあった。

「何とか、助かったみたいですね」

「……良かったです」

「ユニ、ナー！」

　フェニは喜び、自分の妹二人を抱きしめた。その光景に、アードたちもほっと胸をなで下ろす。

　壁や鏡の破壊など、学校に弁償を申請しなければならないことは多々あるだろうが、生徒たちの無事に比べれば安いものだ。これで、危険な肝試しは終わった。

　その生徒たちは、フェニたちから今までの経緯を聞いていた。呪のろいの対象となったことに、恐怖を覚えるかと思えば、全員が興奮した口く調ちようで叫んでいた。

「すげぇ！　俺おれたち、七不思議を体験しちゃったぜ！」

「レアな体験よね、友達に自慢できるわ！」

「呪いの鏡について見ておきたかったですね。少し残念です」

　優等生なロビンですらこの態度なのだから、全員そろってタフというか、さすが冒険者の卵というべきだろう。アードもリウナも苦笑を浮かべた。

　と、その生徒たちの輪から外れて、ぽつんとキスカが立ち尽くしていることに気づく。

　フェニの視界にもそれは入ったのか、彼女は親友の側そばに駆け寄って、にっこり笑ってみせた。

「危なかったね、キスカ。でも、もう大丈夫だよ」

「そうですね」

　ここで、初めて彼女は笑顔を見せた。

　そのまま、踵きびすを返して『魔法道具管理室』の外へと出て行く。

　呆ぼう然ぜんと見送るフェニたちに、こんな言葉を残して。




「……本当に、惜しかったです」

「え……？」




　そしてその日の夜は、それ以降彼女の姿を見た者はいなかった。





　　　　○






　後で調べてわかったことだが、生徒たちの魂を吸った鏡は、呪いのアイテムだった。

　誰かが作り上げた魔性の鏡が、自我を持って移動し、学校に紛まぎれ込んでいたらしい。ゴーストやゾンビといったアンデッドではなく、あくまで『呪いの道具カーズ・アイテム』だったから、誰もその気配に気づかなかったのだ。

　後から一連の報告を受けたスミカ校長は猛省し、「以後魔法道具の徹底管理を怠らないようにいたします」と誓いを立てていた。

　アードも、自分が怪談＝アンデッドという安易な思い込みしかしなかったことを反省した。呪のろいのアイテムという発想に至っていれば、生徒たちを危ない目に遭わせずにすんだかもしれないのだ。

「今回は俺おれの落ち度だ。皆には何度謝罪しても足りないな」

　自分の未熟さを痛感しながら、二度と先日の轍てつは踏むまいと彼は固く誓った。

　もっとも、生徒たちは夜の冒険にすっかり満足したようで、アードやフェニたちに笑って「気にしないでよ」と言ってくれ、さらにこうも付け加えた。

「正直、フェニたちには感謝してるんだ。おかげで七不思議の謎なぞが解けたしな」

「実を言うと、ちょっと怖かったの。でも、それが解決してすっきりしたわ」

「ありがとう、おかげで夜ぐっすり眠れるよ」

　喜ぶ生徒たちの顔を見て、フェニたちは顔を見合わせると微笑を浮かべた。

「事件を解決した後に、こうやって皆に喜んでもらえるの……何だかいいよね！」

「そういえば……今までペット探しとかを手伝ってあげた人も、見つけてあげるととても喜んでたよね」

「多少照れくさいですが、嬉うれしいです」

　何か達成感のようなものを感じて、三人は相好を崩す。アードにも「よく頑張った」と褒めてもらえたし、これでこの事件はめでたしめでたしに終わったと感じた。

　──しかし、数日後。とんでもない後日談が三人を待っていた。




　その日、探偵事務所には一人の客が来訪していた。キスカである。

　彼女は菓子折を持って、何な故ぜか娘たちに謝罪に来ていた。

「ごめんなさい、フェニさん、ユニさん、ナーさん。あれだけ参加するって言っておきながら、調査の当日キャンセルしてしまって」

「え？」

「風邪でも引いたのか、急に熱を出したから寝込んでいたんです。何とか報しらせにだけはいこうと思ったんですけど。それもできないほどしんどくて」

「……え？」

　つまり、キスカは七不思議調査の当日、来られなかったということで謝罪に来たらしい。

　そんなはずがなかった。フェニたちは、一緒に行動していた彼女を目撃している。

　──どこか様子がおかしく、生死がかかっている際に邪魔をしてきた彼女の姿を。

『……本当に、惜しかったです』

　その言葉が、やけに鮮やかに耳の奧おくに蘇よみがえり、娘たちは背筋を凍らせた。

「じゃ、じゃあ……」

「あの、キスカさんは……誰？」

「幽霊ゴーストではありません……キスカ殿は生きていますから……でも、確かにもう一人のキスカ殿が、あそこにいました…………確かに、いたのですが……」

　言いようもない恐怖に、姉妹は顔を見合わせると、そろって「うーん」と気を失うように椅い子すの上に仰あお向むけになった。

　キスカが慌てて、三人に駆け寄りその体を揺さぶる。

「どうしたんですか、皆さん！　しっかりしてください！」

「……まあ、色々あったんだ、そっとしてやってくれ」

「あはは……」

　引きつった笑いを浮かべつつ、アードとリウナがフォローを入れる。

　結局、もう一人のキスカの正体は永遠にわからずじまいになってしまい、それからというもの、フェニ、ユニ、ナーは怪談をすっかり嫌うようになり、しばらくアード一家とリウナの間では、その手の話題はタブーになった。








第三章　スライム発生事件！




　その日は、何の変哲もない穏やかな午後だった。

　──リウナ邸の玄関先に、突如強烈な白い光が迸ほとばしるまでは。

　同時に、ポーチに生えていた大木がひとりでにへし折れ、倒れて轟ごう音おんを立てる。

「何だ、何だ!?」

　光と音に驚いたアードは、慌てて玄関へと駆けつけた。リビングで一緒に紅茶を飲んでいたリウナも、慌ててその後を追いかける。

　ドアを開き、門と玄関をつなぐポーチを覗のぞいた瞬間、二人は「えっ？」と目を丸くした。

　光が発生したと思おぼしき場所に立っていたのは、小さな犬のような生物だったのである。

「あんっ！」

　毛むくじゃらの生物は、嬉うれしそうに一声吠ほえた。

　いや、それはただの犬とは違った。頭には角を光らせ、背中には透き通った羽が生えている。さらに、瞳ひとみの色は金色だ。

　そんな外見の生物を、アードは一種類しか知らなかった。

「お、お前……」

「「「ピコ!!」」」

　彼の言葉を、後ろから駆けつけた声が引き取った。

　三人の娘たちが目を輝かせ、その子犬もどきを見ていた。フェニは喜びに口を大きく開き、ユニは無表情ながらもどこか呆ぼう然ぜんとし、ナーは目に涙をためている。

　それも当然。ピコと呼ばれた生物は、かつて娘たちがペットとして短い間でも我が子のように可愛かわいがった存在だ。外見は犬のようでも、その正体は幻獣の中でも強力な存在『サイファー』であり、ある事情から母親とはぐれていたところを娘たちが拾った。

　結局は母親が見つかり、娘たちは涙を飲んで彼を親の下へと返したのだが──。

「ピコ……本当にピコなんだね!?」

　フェニの言葉に、ピコは再び「あんっ！」と吠ほえた。同時に、彼女の言葉を肯定する意志が、その場の全員の頭の中に伝わってくる。

　間違いない、ピコが帰ってきたのだ！

　三人は一斉にアードの脇をすり抜けると、転びそうになりながらもぽてぽてとピコに向かって駆け出していく。

　一瞬の躊ちゆう躇ちよの後、三人で取り合うようにして抱きつき、頬ほおずりをした。

「ピコ、ピコ！　本当にピコだぁ！」

「よくぞここまで、来てくれましたね」

「……ピコ、久しぶり。会えて嬉うれしいよ」

　娘たちの寵ちよう愛あいを受けて、ピコも得意そうに目を細めた。至福で暖かな空間が、その場を優しく包みこんでいる。

　両手を合わせて嬉しそうにその光景を眺めていたリウナが、ふと首をかしげた。

「でも、どうしてピコちゃんがここにいるのかな？」

「たぶん、ピコの母親が俺おれたちの願いを聞き届けてくれたんじゃないか」

　アードを母親に返す時、彼は娘たちと時々でいいから遊ばせてやってほしいと願った。娘たちがあまりにも気の毒に思えたので頼んだのだが、それがまさかこんなに早く実現するとは思わなかった。

「しかし……ピコはいるのに、母親の姿がないのが少し不思議だな。どうしたんだろう」

「私ならここにいます」

「「え？」」

　玄関横のちょうど倒れた大木の近くで声がして、アードとリウナは、目を瞬かせた。彼らの声につられたように、娘たちもその方角を見る。

　見たこともない美しい女性が、いつの間にかそこに立っていた。ふくよかな体に、美しいが柔和な顔立ちをしており、包容力のありそうな外見をしている。

「……誰？」












　フェニの一同を代表する疑問に、女性は一礼してから答えた。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、人間の冒険者、ならびにその娘たち……私は、ピコの母です」

「「「「「えっ!?」」」」」

「街中では目立つと思い、このような出いで立たちをしています。礼を尽くすのであれば、本来の姿で会うのが道理なのでしょうが、お許しください」

「い、いや、それは構わないけど……あんた本当にピコの母親なのか？」

「ええ、念動力で人間の姿を見せているのですよ」

　にっこりとうなずくその女性に、アードは呆ぼう然ぜんとした。

　サイファーは、魔法とは異なる超自然の力、『念動力』を行使することができる。それは大変強力なもので、どんな敵でも吹き飛ばしたり、ダンジョンの地下五一階まで瞬間移動したりすることが可能だ。

　そして、今目の前に立っているのは身長一メートル五○センチの小柄な女性である。ピコの母親は確か、全高が三メートルはあったはずだ。それがこのサイズに変身できるのだから、念動力恐るべしである。

　感嘆の表情を浮かべて立ち尽くしてから、アードはふと自分たちが長話するのに適してない状態にあることに気づいた。

「とりあえず、立ち話もなんだ。中に入らないか？　ピコ用の干し肉も、少し余っていたはずだし」

　その言葉に、ピコが『肉！』と歓喜の感情を送ってきた。干し肉が大好きなのだ。

　だが、ピコの母親は困ったように小首をかしげた。

「せっかくの申し出ですが、私は家屋の中には入れません」

「え、どうして？」

「この姿は、私の本当の姿ではないからです」

「そりゃ、あんたが変身した姿だってのはわかってるさ。でも、それに何の遠慮が……」

「そうではなくて」

　ここでピコの母親は、気恥ずかしそうに言った。

「この姿は変身などではなく、空中に投射された映像なのです。私の本体は、この人間の姿の後ろに存在します。光を曲げて、透明と化していますが」

「は？」

　アードは思わず目を瞬かせ、恐る恐る女性の後ろに回り、宙に手を伸ばした。

　もふっ、とした手触りが伝わってくる。

「わっ、本当だ！」

「え、どれどれ、ちょっと触らせて！」

「……おお、もふもふですね」

「すごい、気持ちいいです」

　娘たちも、ぺたぺたとアードに並んで宙に手を触れさせる。フェニなど、倒れるようにしてその毛（？）に埋もれ込んだ。

　どうやらピコ母の言う通り、彼女の本体はここに存在するらしい。人間で例えるなら、黒子の姿で人形を操っているような感じだろうか。

「でも、何だってそんな面倒くさいことを……」

「『念動力』も万能ではないのです。物理的に物体に干渉する場合は、空間を歪わい曲きよくしたり、分子を結合したり、物理法則の延長である必要があります。が、質量を増減させるような、物理法則に反する干渉は行えません──精神感応や幻覚など、精神的な干渉はまた別ですが──そういう点では、魔法の方が便利ですね。しかし、我々は魔法は使えないのです」

　アードはその難しい言葉の内容に「はあ」とつぶやくのみだった──どうやらサイファーは、人間もよく知らない特殊な知識を蓄えているらしい──が、やがて一つだけ合点がいってうなずいた。

　ピコ母の本体は全高三メートルの巨体だ。家の中には入れないだろう。

　それからふと思いついて、倒れた木に目線を向ける。案の定、ピコ母が顔を赤らめて、もじもじと謝罪した。

「申し訳ありません、ここに転移してくる時に本体が押しつぶしてしまったんです。後で、念動力で接合しておきますから」

　ともあれ、そういうことならばとアードたちは庭に彼女を通した。リウナの屋敷の庭は広く、ピコ母の本体も充分に入れるからだ。

　そこにテーブルと椅い子すを並べ、そのまま青空の下のお茶会としゃれ込むことにした。ピコ母も心から礼を述べ、その招きに応じる。

「ほら、ピコ！　干し肉だよ、干し肉！」

「久しぶりにブラッシングしましょう。ブラシを取っておいてよかったです」

「……ボールもあるよ。一緒に遊ぼうね」

　娘たちは庭の隅できゃっきゃっとピコに話しかける。注目の的であるピコも、大満足な様子で尻尾しつぽを振りながら、跳ね回って彼女たちと戯れていた。

　その様子を微笑ほほえましそうにピコ母は見つめていたが、紅茶に人間の姿の口をつけると──わざわざ本体の口の中に瞬間転移させているらしい──改まってアードに向き直った。

「ところで、ここに伺ったのは約束のこともあるのですが、もう一つ理由があるのです」

「え、理由？」

　リウナの問いに、彼女はうなずく。

「はい。実は、あなた方に助けてもらっておいた身で何なのですが……頼みがありまして」

「頼みだって？」

　強力なサイファーが、人間に頼むことってなんだろう。アードは首をかしげた。

　ピコ母は、ちらっと我が子に目を走らせてから、決意したようにうなずき、答えた。

「坊やを、役立ててほしいのです……あなたの娘たちの、探偵団の役に」





　　　　○






「グラッサム探偵団出動！」

「「おーっ！」」

　いつもの百倍は元気な声で、フェニ、ユニ、ナーは拳こぶしを突き上げた。

　その足下にはピコがお座りしていて、嬉うれしそうに彼女たちを見上げている。

「見ていてね、ピコ！　あたしたちが華麗に事件を解決するところを！」

「鮮やかに、謎なぞを解いてみせましょう」

「……お姉ちゃんたち、今回はピコと活動するのが目的なんだよ？」

　張り切る姉二人をなだめるようにして、ナーはピコの頭をなでた。

「一緒に頑張ろうね、ピコ」

「あんっ！」

　健けな気げな吠ほえ声ごえを上げるピコを見て、娘たちは「はわわぁ」と相好を崩した。嬉しさのあまり、目がきらきらと輝いている。

「はうぅ、やっぱりピコ可愛かわいいよう。世界一可愛い」

「うちで産出した自慢の一人息子です。当然でしょう」

「……きっと探偵でも大活躍できます」

　すっかり親バカと化して、得意げに胸をそらしている息子を褒めちぎる。

　と、隣から咳せき払ばらいが聞こえる。アードだった。

「皆、浮かれるのもいいが、場所が場所だ。充分に気をつけろよ」

　三人は「はーい」と返事し、ピコと共にとてとてとアードの側そばに寄った。

　彼らは今、ピコ母からの頼まれごとのため、『エルツェン』郊外のダンジョンにいた。

『うちの坊やを教育したいのです』

　ピコ母の言葉が、アードの脳裏に蘇よみがえった。

『我々サイファーは強力な力を持った種族です。そのため、その力に溺おぼれることがないよう高潔な存在たれと、代々言い伝えられています。私も坊やを、そんなサイファーに育てたいと思っており、教育の手を抜かないつもりでいます』

　彼女はそして、信頼に満ちた目でアードや娘たちを見たのである。

『私はいつでもテレパシーと遠視によるアンテナを張り、地上の様子をうかがっています。特にあなたたちに関することは、離れた場所でも情報を拾っていました。そして、探偵団なるものを結成したことを知ったのです』

　そこでピコ母は、ピコを一度親元から離れさせて『グラッサム探偵団』の手伝いをさせようと考えた。幼いうちから他者のために働かせることで、慈じ愛あいとおごらない精神を養わせるのが狙ねらいである。もちろん、〈神獣〉たちへの恩返しの意味もあった。

『どうか一週間の間、この子を預かり、探偵団の一員として育ててやってくれませんか。何なに卒とぞお願いします』

　当然ながら、この提案に娘たちが反対するはずがなかった。目を輝かせて「はい！」と異口同音に叫んだものである。

　そして彼女たちは、瞬間転移で帰っていったピコ母を見送った後、早速ピコを交えて探偵団の活動を始めたのだが──それがどうしてダンジョンにいるのかには、理由があった。

「それにしても、けしからないよね！」

「……言葉遣いが間違ってるぞ。何が『けしからん』なんだ？」

「スライムだよ、スライム！　服を溶かして女の人を困らせるなんて、許せない！」

　ぷー、と頬ほおを膨ふくらませながら、フェニが言った。

　ピコ母と別わかれてからすぐに、彼女たちは探偵としての仕事の口を探して、酒場に情報を集めに行った。普段は行わない御用聞きだが、ピコの手前相当に張り切っていたようだ。

　すると、レアが困ったようにアードに相談を持ちかけてきた。

『衣服だけを狙ねらって溶かすスライムが、ダンジョンに出没しているみたいなのよ。対象は衣服だけで体には害はないけど、女性が精神的被害を受けてるの。しかもすばしっこいから、すぐに逃げられるし……今、冒険者全員に注意をうながしているんだけど、アードくんも見かけることがあれば駆除しておいて』

　そして、そのスライムの発生原因なども突き止めてくれるとありがたいとのことだった。衣服だけピンポイントに溶かすスライムなど、今まで出現したことがない。そのため、その存在自体に不自然な印象を抱いたというわけだ。

　スライムはゲル状の人工的な生命体──魔法生物である。人工ゆえに、『突然変異種ヴアリアント』が生まれる可能性は少ない。変種が生まれたなら、それは何者かが、作為的に作っている確率が高いということになる。

　この時、アードが「もしそうなら、ちょっとした事件だな」と言ったのがまずかった。

　フェニ、ユニ、ナーが、顔を輝かせないはずがない。

「この事件、あたしたちの手で解決するよ！　せーの！」

「「「犯人はいつも一つ！」」」

　酒場でも決めたポーズを取りながら、三人はドヤ顔でピコの方を見た。ピコが「あんっ！」と賞賛の鳴き声を送る。

　ピコの方が接待してるな。アードは苦笑すると、改めてダンジョンを見回した。

「さて、どこから探索する？　俺おれは口は出さないが、行く場所によってはお前らを守る方法とか考えないといけないからな」

「そうですね。リウナを連れていれば、［強運フオーチユン］のブレスの効果で、適当に探しても見つけてくれたかもしれませんが」

　ユニが考え込みながらつぶやく。現にリウナもついていくと申し出たのだが、アードがそれを押しとどめた。

　服を溶かすスライムの事件に、女性を関かかわらせるわけにはいかない。自分もいざというとき、目のやり場に困ってしまう。本来ならフェニたちも──娘として──連れて行きたくないところだが、他ならない彼女たちがダンジョンに行く気満々なのだから仕方ない。

　ともあれ、このままではスライムを見つけるのは困難そうだ。どうしたものか、とアードが考え込んだ時、ふとフェニが口を開いた。

「スライムの居場所もだけどさぁ、犯人も探さないといけないよね。あたし、犯人が誰かわかった気がするんだけど」

「奇遇ですね、私もです」

「……私も」

　三人は同時にうなずくと、一斉に叫んだ。

「「「ベイ＝フールボン！」」」

「ベイ？　あいつかぁ」

　アードの声には、疑問より納得の響きが強かった。

　隣国の貴族ベイ＝フールボン伯爵は、極度のマジックアイテムマニア、さらに魔物マニアだ。〈神獣〉やピコを、我が物にしようと日夜企たくらんでいる──というほどの謀略もなく、ただただ、しつこく、何回も頼みに来てはアードに鉄てつ拳けんで追い払われている。

「でも、魔物マニアだからって、この事件の犯人に結びつけるのは早計じゃないか。何事も決めつけはよくないぞ」

「だって、あの伯爵ってば変態っぽいもん」

「スライムを飼っていてもおかしくありませんね」

「……しっくりきます」

　娘の暴言の数々に、アードは苦笑を浮かべてから、諭すように目線を合わせると彼女たちの肩を叩たたいた。

「見つけたら、袋だたきにしような」

「そこは諭してくれたまえよ！」

　突然声が響いたので、驚いて彼らは振り返った。

　そこに立っていたのは二十代くらいの金髪の男だ。整った顔立ちは美顔と言えなくもないが、周囲を覆ううさんくさいオーラがすべてを台無しにしている。

　ベイ＝フールボン伯爵だった。側そばにはダークエルフのメイド、ユフィもいる。

「ベイ、お前いつからそこにいたんだ？」

「つい、さっきさ。ある目的があってダンジョンに来たら、君たちが話しているのが聞こえてね。挨あい拶さつでもと思ったら、まさか不当に陰口をたたかれているとは思わなかったよ」

　ベイの皮肉に、アードは「いやまぁ」と愛想笑いを浮かべた。多少気まずい。話題を変更しようと試みる。

「それで、目的って何だ？」

　その問いには、伯爵は少し得意げに答えた。

「どうやら君たちと同じようだ。服を溶かすスライムなんて、研究者としての血が騒ぐからね。連れて帰って研究しようと思ったわけさ」

「研究して、どうするんだよ？　まさかいかがわしいことに使うつもりじゃないだろうな」

「見損なってもらっては困る。生態などのデータが揃そろったら、学会に発表するだけだよ。研究対象はちゃんとリリースするさ」

「危険な性質を持った魔物をリリースするな！」

　アードは声を荒げてから、自分たちの陰口は本当に不当だったのかと訝いぶかしがる。

　だが、ベイはアードたちをにらむと、腕を大きく振ってみせた。

「ともかく、僕が犯人でないことは確かだ。僕はスライムを捕まえると同時に、犯人も見つけることでそれを証明してみせよう！　つまり、君たちは今から僕のライバルだ！　どちらが先に犯人を捕まえられるか、勝負といこうじゃないか！」

「はぁ……」

「僕が勝負に勝ったら、娘さんと、ちょうどいい、いつの間にか帰ってきてるピコくんを一日借りる権利をくれたまえ！　僕が負けたら、裸踊りでも何でもしよう。さぁ、ユフィ、犯人を捜しに行くぞ！」

「え……私も行くんですか」

「従者なんだから当然だろう！　何意外そうな顔をしているんだ！」

　ベイは叫ぶと、ユフィを連れてダンジョンの奧おくへと消えていった。

　アードは慌ててその背中に叫ぶ。

「ピコは一時的に遊びにきてるだけだし、そもそも娘たちを貸すとか、そんな約束はしないぞ！　おい、わかってるのか！」

「まあまあ、アード。先にあたしたちが犯人を見つければいいんだよ」

「フェニにしては冴さえていますね。その通りです」

「……私たちの手で、謎なぞを解きましょう」

　そこにピコの「あんっ！」という元気な声が追随し、子供たち一同は「おー」と拳こぶしを突き出すのだった。




『グラッサム探偵団』一同は、とりあえずダンジョンの中を適当に歩いてみることにした。

　スライムの目撃情報が多いため、どこを歩いても遭遇するような気がしたのである。

　しかし、さすがにそこまで甘くはなかった。

「なかなか見つからないね」

　フェニがうんざりしたようにつぶやいた。ただいたずらに歩き回ることに疲れてきたのである。それは妹二人も同様で、ユニはあくびをかみ殺し、ナーは先ほどからスライムに対する予知を試みているらしいが、うまくいっていないようだ。

「……もう少し、計画を立てて行動した方がいいんじゃないか」

　口出しはしない約束で同行しているアードだが、さすがに娘たちの無計画に心配になり、石畳に転がる小石を蹴けりながら、それとなく助言をする。

　ちなみに今の彼は、体のあちこちに傷を作っており、ユニが作ってくれた『神獣装備』以外はボロボロだ。［悪運ハードラツク］の効果でトラップの数々をもろにくらった結果だが、彼が口をはさんだのは、そのことに辟へき易えきしてきたからでもあった。

　フェニが立ち止まり、抱きかかえてたピコを持ち上げ、話しかける。

「ピコ、スライムの匂においをたどるんだよ」

　即座に『匂いがわからない』という意志が伝わってきた。それもそうだろう。出会ったこともない生物の匂においをたどれるはずがない。

　だが、フェニは瞳ひとみを宝石のように輝かせながら、熱心に言葉を続けた。

「わからないからって諦あきらめちゃダメ。探偵は、わからないものをわかるように頑張るんだよ。ピコも探偵団の一員なんだから、わからない匂いでもわからないと」

「『わからないものをわかる』ってそういう意味じゃないだろ」

　アードは苦笑しながら、さてどうしたものかと考える。ピコはあてにできない。ナーの予知もまだ働いていないようだ。となると、残りは──。

「ご安心を。私が父上を連れてきたのは、もちろん家族での取り決めもあるのですが、それ以上に意味があるのです」

「というと？」

「［悪運ハードラツク］持ちの父上です。計算だと、そろそろのはずですが」

　その言葉に、アードが首をかしげた、その時。

　首筋を冷たい感触が襲った。「何だ!?」とそちらに手をやると、ぬるっとした手て応ごたえが返ってくる。

「えっ」

　まさか。アードは慌てて、『それ』を引きはがそうとした。が、『それ』は鎧よろいの隙すき間まへと潜り込んでしまう。シュウゥ、という音がして、アードの着ている服が溶かされ始めた。

　言うまでもなく、『それ』はスライムだった。ユニの計算通り、［悪運］を持つアードはそのターゲットに選ばれたらしい。

「お、おおっ！　や、やめろ、こらっ！　くっ、変なところに触るな……う、ああああっ！」

　動き回るスライムの感触に、アードは身もだえする。だが、頑丈な鎧が仇あだとなって、なかなか隙間の中に手を差し込むことができない。

　苦く悶もんの表情を浮かべる彼を見て、娘たちがごくりと唾つばを飲み込むのが聞こえた。

「うわ、何か……すごい」

「悶もだえる父上というのも新鮮ですね……スライムまみれになっている姿も相まって、背徳感を感じます」

「……サービスシーンです」

「お前ら、変な感心してないで何とかしてくれ！　それからナー、お前が読んでる本は後で絶対にチェックするからな！」

　アードが叫ぶものの、娘たちも手を出しかねている。何しろ、相手は服に付着するとそれを溶かしてくるスライムなのだ。

　かといって、スライムごとアードを攻撃するわけにもいかない。まずは分離させないと。

　と、フェニが思いついたようにピコに叫んだ。

「ピコ、アードとスライムを引きはがして！」

　その言葉に「あんっ」とピコが一声吠ほえるや、スライムはアードの体から瞬間転移し、数メートル離れた空間に出現した。

　それを逃さず、フェニが大きく息を吸う。

「燃え尽きちゃえ！」

　吐き出された炎によって、スライムは塵ちりも残さず消滅した。

　ナーがそれを見て、嬉うれしそうに両手を合わせる。

「……これで、スライムは退治できました」

「ええ、後はこのスライム発生の原因、もしくは犯人を突き止めるだけです」

　目を輝かせるユニ、ナー。対照的にアードは失意の底にいた。何しろ、自分の恥ずかしい姿を娘たちに見られたのである。合わせる顔がない。

「アード、どうしたの？　早く犯人を捜しに行こうよ」

「あ、ああ……」

　フェニの要請に応こたえ、アードはやっと立ち上がった。

　近くの角で鎧よろいを脱ぎ、用心のために持ってきた着替えを身につけた──その時である。

「きゃあああああっ？」

　遠くから悲鳴が聞こえて、彼らは顔を見合わせた。

　何となく予感が働いたのだ。アードは急ぎ、鎧を身につける。

　同時に、金色に目を輝かせたナーと、何かを感じ取ったらしいピコが、宙を見据える。

「この感覚──さっきのスライムです！」

「あんっ！」

　ナーの言葉を保証するようにピコが吠え、一同はすぐに駆け出した。

　声のした方角では、三人ほどの冒険者が、まごまごとしていた。

　パーティなのだろう。その内訳は戦士風の青年、盗賊風の青年、魔ま導どう士し風の少女で、そのうち紅一点の魔導士が床に倒れて、身もだえしていた。

　原因は明らかで、スライムにまとわりつかれていたのである。そしてそのスライムは、衣服だけを溶かしていた。

「ちょっと、これ剥はがしてよ！　見てないで……ひゃんっ！」

「「お、おお……」」

　色っぽく身じろぎする少女を前に、男二人は原因であるスライムに手を出すことを躊ちゆう躇ちよしたのか、もしくは手を出すのが惜しいと感じたのか、身動きできずにいた。

　やがて、衣服を溶かし終えたスライムは、突然震えだしたかと思うと、体をバネのようにたわませてから弾みをつけ、両腕で体を隠す少女から猛スピードで離れた。

　そして、一目散に去って行こうとする。が、そこに、アードたちが駆けつけた。

「ピコ、逃がさないで！」

「あんっ！」

　フェニの言葉に、ピコが念動力でスライムを金縛りにした。同時に、アードが双剣でそれを十文字に斬きり裂く。

「なるほど、今までこうやって逃げおおせていたわけか。それにしても、二匹いるとはな」

　感心している間、荷物から毛布を取り出してナーが魔ま導どう士し風の少女に渡す。男二人は不満そうな顔をしたが、ユニに半眼で見られて大人しくなった。

「ともあれ、これで落着。後は原因か犯人を……」

　アードがつぶやいた時、ふと、ピコが宙を見据えた。

　一声吠ほえるや、目から光が放たれ、宙に映像を結ぶ。どうやら何かをかぎつけ、遠視の能力で確認したものを幻影で見せてくれたようだ。

　それを見て、娘たちとアードは「えっ」と頓とん狂きような声を上げた。

　画像に映っているのは、どれもスライムに襲われている冒険者なのである。

「きゃぁあっ！」

「ひゃんっ！」

「うわあああっ！」

　音声まで拾ってきて再現してくれるピコ。その内訳は、男女合わせて、三○人近く。誰もがスライムによって衣服を溶かされ、あられもない格好をしている。

　つまり、例のスライムは、三○匹近くいる計算となった。

「どうなってるんだ、これ」

　アードはぼやきつつも、その自問に対する答えにすぐたどりついた。

　──服を溶かすスライムは、大量発生しているのだ。このダンジョンの中で。





　　　　○






　アードたちがスライムの大量発生を知ったその頃、ベイも同じ結論に達していた。

　何しろ彼は、身を以もつてそのことを知らされていたのだ。

「特定のスライムを捕まえるのはなかなかに難しい。しかし、このスライム専用のエサ、『スライムトール』を使えば話は別だ。どんなスライムだろうと引き寄せることができる。スライムの嗜し好こうを研究し尽くした僕のおじいさまが作った逸品だ」

「……暇人だったんですね、ご主人のおじいさまは」

　ユフィは嘆たん息そくすると、ベイから『スライムトール』を受け取った。ゼリー状の物質である。早速、ベイの体に塗りつける。

「……って何をしているのかな、ユフィ？」

「相手は服を好むスライムです。衣服にこすりつけるのが得策でしょう」

「それはそうだが、まさか僕を囮おとりに使うつもりかい？」

「私にやれというのですか？　セクハラで訴えますよ」

「う、うむ」

　納得したのか、ベイは渋々とエサを塗られるにまかせる。

　数十分後、『スライムトール』の効果は抜群だったようで、彼は大量のスライムに取り囲まれていた。

「衣服を溶かすスライムは僕にとりつくはずだ。残りは普通のスライム、倒してくれ！」

「承知しました」

　指示に従ってユフィは大量のスライムを倒し──彼女もリウナと同じく、レベル１００を越える『勇者』である──やがて一匹だけがベイにとりついた。

「おお、これだ！　さぁユフィ、早く剥はがして……」

　その瞬間、他にも数匹のスライムが群がってきた。

　ベイは「おおっ!?」と悲鳴を上げてスライムに埋もれ、呼吸困難に陥る。もがいてユフィに助けを求めるが、こうも数が多くてはユフィも手が出しにくい。

「ベイさま！」

　珍しく彼女は焦りの表情を浮かべ、何とかベイを助けようとスライムに手を伸ばした。

　すると、不意にスライムたちはその姿をかき消し、数メートル離れた距離に着地した。

「燃え尽きちゃえ！」

　声が轟とどろき、ゲル状の魔法生物はまとめて焼却された。

　驚くユフィが見つめる中、駆け寄ってきたのはアードたちだった。

「大丈夫か？」

「あ、ああ、何とかね」

　衣服をズタボロにされたベイは、咳せき込こみながらアードに答える。礼を述べてから、眉まゆをよせてスライムの焼死体を見つめた。

「できれば捕獲したかったが……そうも言ってはいられないか。一体どういうことだ、こんなにスライムがいるなんて」

「俺おれたちにもよくわからない。ただ、このダンジョンで服を溶かすスライムが大量発生していることは確かなようだ。この目で確かめたんだから、間違いない」

　アードたちは、ピコが幻影で見せた冒険者たちを放ほうっておくことができず、彼らを救って回ることにしたのだ。これに関しては、ピコが感知した場所に瞬間移動してくれたから、すぐに終えることができた。そして最終的に、ベイたちのところにも駆けつけたのである。

　もっとも、その代償も大きかった。連続の瞬間移動でピコは疲れ果て、今ではフェニの腕の中でぐったりしている。

「なるほど、ピコくんには礼を言わなければならないな。ありがとう、ピコくん。今度家で高級干し肉を食べさせてあげるから、来てくれたまえ」

「どさくさに紛まぎれて、ピコを誘惑しようとするな！」

　アードの拳こぶしの一撃（手加減はしてある）に、ベイは「そんなつもりはなかったのに」とぶつぶつ愚ぐ痴ちをこぼした。が、すぐに立ち直ると、アードの方を見つめる。

「どうやら、スライムの収集や犯人捜しの競争などと、のんびりしたことは言ってられないようだね。ここは協力して、スライム発生の原因を突き止めようじゃないか、我が宿命のライバルよ」

「その『宿命のライバル』っていうのはともかく、協力することに異論はない」

　アードもうなずくと、ふと考え込むように腕を組む。

「しかし、そうは言っても、どこにスライム発生の原因があるのか……手がかりがまったくない。どうやって捜査したものだろうな」

　その時、ふとナーがベイのボロボロな服の裾すそを引っ張った。

「あ、あの……ここって何階ですか？」

「え？　地下三四階だけど」

「へぇ、結構深くまで潜ったんだな」

「スライムは強力な魔物だからね。それなりに階下に行く必要があると思ったのさ」

　ちなみに、アードたちは今言われるまでここがどの階層かは理解していなかった。ピコの瞬間転移で移動したので、わからなかったのである。

　ナーは「地下三四階」とつぶやきながら、ポケットから取り出したメモ帳に何やら書き付けた。フェニが隣からのぞき込む。

「何してるの、ナー？」

「……今まで助けた冒険者にも、その場所が何階か確認しておいたんです……それでこれなんですけど、何か気づきませんか？」

　少し意味ありげに、ナーが帳面を示した。全員がそちらに注目する。

「地下三八階」「地下三二階」「地下三四階」「地下三○階」「地下三四階」──記録がつけられていたが、やがてアードはある事実に気づいた。

「……『地下三四階』が多いな。一七回も記録されている」

「残りの階も、『地下三二階』や、『地下三七階』など、『地下三四階』近辺が多いですね」

　ユニが指摘し、ナーはうなずいた。

「……はい。スライムは行動範囲が狭い魔物です。だったら、冒険者を襲う場所は限られてくるんじゃないかと思ったんです」

「そうか！　つまり、この地下三四階のどこかに、スライムの行動拠点となる場所がある可能性が高いのか」

「すごい、ナー！　本物の探偵みたい！」












　フェニの言葉に、ナーが「えへへ」と照れ笑いを浮かべる。

　後は、どこに拠点があるか、だが──ここで、ピコがふんふんと鼻を鳴らした。

　フェニの腕から飛び降り、タタタッ、と駆け出す。

「何かかぎつけたみたい！」

「行ってみましょう」

　ユニの提案に全員がうなずき、ピコの後を追い始めた。




　そこは隠された部屋だった。以前、アードとナーで貴重な金属を発見した、隠し部屋に似ている。

　巧妙にカムフラージュされていたが、こちらには予知能力を持つナーと、その力を一部使えるアード、それにピコまでいるのだ。

　発見するのはそう難しくはなかった。

「何だ、ここは？」

　アードが目を細めた。部屋の大部分を占めたのは、巨大な機械部品の塊かたまりだったのだ。

　それはゴウゴウと音を立てて稼働している。中央部にある穴が、アードたちの目を引いた。そこから、何かが這はい出でるのが見えたのだ。

　スライムだった。ベイを見るなり、一気に躍りかかってくる。

「さてはさっきの服を溶かすスライムか！」

　宙でスライムを斬きり捨ててから、アードはうなり声を上げた。稼働している機械と、そこから出てきたスライム、そして大量発生。すべてが結びつきつつある。

　ふと、ベイが握り拳こぶしを手のひらに下ろした。

「そうだ、これは文献で見たことがある。魔法生物の生産装置だ！」

「魔法生物の生産装置？」

「古代魔法文明が作り上げたもので、『魔素デリス』を集めて簡単な魔法生物を作り上げることができる。概要を書いた紙さえあれば、それを読み込んで機械の中に保存し、ずっと製造が可能という優れものだよ」

　ベイは部屋の中を見回すと、一枚の紙切れを見つけ出した。そこには「衣服だけを溶かすスライム」という表題とともに、今回発生したスライムとまったく同じものの解説図が載っている。紙が新しいことから、誰かが最近になって作ったものらしい。

　どうやらこれが機械に読み込まれて、今回のスライム大量生産が行われたようだ。

「誰だ、こんな解説図を作ったのは！」

　アードは叫びながら機械をにらみつけた。今は『魔素』を補充中なのか、スライムが生まれることはなかったが、それが行われるのも時間の問題だろう。

　なら、その前に破壊するしかない。そう結論に至り、双剣を構えた。

　しかし、ユフィが片腕を上げてそれを制する。

「待ってください。この手の機械は大量のエネルギーを蓄えています。下手に破壊活動をすれば、爆発を引き起こします。ピコさんは、疲れて瞬間転移ができないのでは」

「……その通りだ」

　アードは認め、剣を降ろした。ピコに余力が残っているなら、先ほどここまで走って来ずに、瞬間移動で来ただろう。それだけ、疲れているという証拠だ。

　と、にんまり笑ってベイが隣から申し出てきた。

「ここは僕に任せてくれたまえ。停止させてみせよう。研究のしがいがある機械だしね」

「私も手伝いましょう」

　ユニも好奇心あふれる顔でうなずく。何となく不安は覚えたが、アードは二人に任せた。

　工具片手にベイとユニが機械にとりかかっている間、一同は休憩することにした。何となく、ぐったりとしているピコを、フェニがさすってあげている。

　ふと、ナーが何かを思いついたかのようにユフィに耳打ちした。

「……あります？」

「ええ、持っていますが」

「……じゃあ、あの、お願いします」

　何を話しているのだろうと、アードが気になったその時。

　ドンッ、と隠し扉を開き、鎧よろいを着込んだ兵士が数十体、なだれ込んできた。

　人間ではない。耳をすませば、機械の駆動音が聞こえてくる。人工の機械兵だ。

「気をつけたまえ、この装置のガーディアンだ！」

　ベイが叫び、一同は立ち上がった。この装置を停止させようとする部外者に、守護者ガーデイアンがいい顔をすると思えなかったからだ。

　案の定、彼らは武器を構えると、こちらに向かって突進してきた。

　いくつかのガーディアンが、その手に紙切れを握ってることにアードは気づいた。冒険者の残したメモ、日記の切れ端、その他様々である。どうやら、ダンジョンを見回ってこれらを拾い集め、無差別に装置に読み取らせていたらしい。元々はこの装置の助手的な役割を担っていたのが、何かの拍子に機能に障害が起きたと考えられる。

　つまり、スライムの解説図をどこからか拾ってきて、機械に読み取らせたのも彼らということになる。解説図を書いたものはこうなることを予想していなかっただろうが、とんでもない偶然が起きたものだ。

「まったく、余計なことをしやがって！」

　アードは叫びながら双剣を構え、一同は戦闘を開始した。




　戦いは、さほど時間がかからず決着がついた。

　何しろこっちには、勇者クラスの実力の持ち主が二名もいるのである。

　アードの双剣は瞬時に機械兵の体を斬きり裂き、そしてユフィが取り出した組み立て式のハンマーは、彼らの体をまとめて押しつぶした。

「次、いくらでもかかってきてください！」

「やるな」

　勇猛なユフィの戦いにアードは賛辞を送ると、剣をこすり合わせた。漆黒の炎──《不死鳥の獄炎フエニツクス・インフエルノ》が生まれ、ガーディアンを塵ちりも残さず消滅させていく。

　彼らの振るう武器をよけ、機械兵のうち何人かはフェニとナー、ピコに襲いかかった。機械に子供や子犬を襲うことを卑ひ怯きようと感じる心はない。

　だが、残念ながらこちらも、普通の子供や子犬とは違った。

「全力で行くよ、ナー、ピコ！」

「……はい！」

「あんっ」

　フェニとナーはそれぞれ、炎の怪鳥と下半身を蛇に持つ女性──フェニックスとナーガに身を変じた。そのまま圧倒的な力で、機械兵士を滅ぼしていく。

　ピコも疲れているとはいえ、数体を念動力でどこかに飛ばす力は残っていたようだ。

　かくて、ガーディアンを殲せん滅めつするのは時間の問題となった。

　その間に、ベイとユニは装置を念入りに解体していた。古代魔法文明が誇る、強度な金属で成型された外装を慎重に外し、内部に大量に詰まったコードを点検していく。下手にいじると、爆発する可能性が出てくるからこちらも命がけだ。

「こちらを切断すると、『魔素デリス』を含む魔力エネルギーが、こちらに集約してしまう」

「すると、こちらのエネルギーと反応を起こして、爆発する可能性が出てきますね。こちらをいじるのはどうでしょう」

　二人は相談しながら、次々と解体を行っていった。

　そして、アードたちがガーディアンの最後の一匹を倒し終えたその時、それは起こった。

「あ」

「どうしたんだ、ベイ？」

「それが、内部がよく見えない状況なんだが、魔力を逃がすためのコードと、集約させるためのコード、どちらかを切らないといけないんだ。でも、どっちがどっちかわからない」

「えーと、どういうことだ？」

「つまり、二本あるコードのうち一本を切ると装置は停止し、もう一本を切ると爆発するんだよ。でも、どっちが停止でどっちが爆発かわからないんだ」

　その発言に、アードは「えー」と顔をしかめた。対照的に娘たちの顔が明るく輝く。

「知ってる！　赤いコードか、青いコード、どっちかを切る奴やつだよね！」

「バーロックの小説でありました……残り一秒で、主人公たちが助かる場面です」

「なら、我々もきっと助かりますね」

「いやいやいや！　これは現実だからな！　物語じゃないから！　ちゃんと検分して、どっちが正解か見極めてくれ。決してランダムで切ろうとするなよ！」

　アードが焦る理由は単純明快で、自分が［悪運ハードラツク］持ちだからだ。こういう場面では、皆を巻き込んで悪い方に話が進むに決まっている。

　だが、ベイは首をかしげるだけだった。

「しかし、こればかりは本当にどっちがどっちかわからないんだ……そうだ、［悪運］持ちの君がコードを指定するのはどうだ？　それと逆のコードを切れば助かる気がする」

「その意図を聞いた時点で、俺おれが言ったコードが正解になる気もするし……そう考えると、俺が言ったコードの逆が正解になる気もするぞ」

　つまり、どちらにもなり得るということだ。ある意味純粋に確率五○パーセントだが、それはそれで博ばく打ちに走りたくはなかった。

　父親が悩んでいる間、変身を解いたナーは解決策を探るように周囲を見回した。

　やがて、ピコの方を見てから、ユフィに耳打ちをする。

「……さっきの、お願いします」

「あ、はい」

　そして二人がこそこそとしている間に、アードは方針を決めた。

「こうなったら、一度リウナを迎えに行こう。あいつの［強運フオーチユン］なら、正解のコードを切断できるだろう。そのためにも、ダンジョンを脱出して……」

　だが、ベイが再び「あ」と声を漏らした。

「そんな余裕はないみたいだ」

「え、どうして？」

「……時限装置が働き始めた、後三○秒以内にコードを切らないと、この機械はいずれ大爆発を起こすようだ」

「何でそんな機能が、魔法生物を製造する装置に設けられているんだ！」

　アードは焦った。もう時間はない。この部屋から脱出するという手もあるが、それで身を守れる規模の爆発だという保証もないのだ。

「ええい、こうなったら俺おれが責任を持ってやる！　お前ら、一応部屋から脱出しろ。コードは俺が切断する！」

「そんな、アード一人残すなんてダメだよ！」

「私たちも残ります、父上」

　フェニとユニが彼にすがった。実はアード一人の方が、いざという時《脱出（小）エスケープ・リトル》で脱出が可能なのだが、そう説得する時間すらなかった。どのみち、娘たちをおいて一人で脱出するつもりはない。

「わかった。お前らはいざとなったら神獣に変身しろよ。爆発の規模によっては耐えられるかもしれない」

　アードはそう告げると、ベイから工具を受け取ってコードと向かい合った。これまた物語のように、赤と青に塗り分けられている。

（悩んでいる時間はない、勘を働かせるんだ……どっちだ、どっちだ？）

　こんな時、リウナなら適当に切っても助かるんだろうな。

　そんなことを考えていると、彼の脳裏に小さい時の彼女との会話が蘇よみがえった。

『リウナ、今度誕生日だよな。何か欲しいものあるか？』

『わたし？　うんとね、お花がほしい』

『何だよ、それでいいのか。もっとあるだろ……本とか人形とか。俺、小遣い貯ためたし、先生の肩とか叩たたいてお駄賃ももらったから、ちょっと余裕あるぞ』

『アード、女の子はお花が好きなんだよ。それにわたし、部屋に飾りたいと思ってたから』

『わかった、じゃあせめてどんなのがいいかだけ言ってくれよ』

『そうだね……それじゃ』

　──赤い色の奴やつがいい。

　小さいリウナはそう言って、それこそ花のように笑ったのだった。

　なぜ、今この時にそんなことを思い出したのかはわからない。だが、アードは今までの緊張が解け、清すが々すがしい気持ちになっている自分に気が付いた。

「……そうだな、どうせなら〈強運の戦乙女フオーチユネイト・ヴアルキリー〉にあやかってみるか！」

　にやりと不敵に笑うと、思い切って赤いコードを切断した。

　周囲が静まりかえり、しん、と時間が凍り付くような感覚に襲われる。

　それはちょうど、残り時間一秒のことだった。




　──次の瞬間、白い光が膨ふくれあがり、地下三四階の一角は巨大な爆発に飲み込まれて消失した。





　　　　○






　その日の夜、冒険者ギルドに事件の経緯を報告するついでに、たまには外で夕食を取ろうと、アードは娘たちやリウナを連れて酒場に来ていた。

「……そういうわけで、お前の好きな色はまったく役に立たなかったぞ」

「そんなこと言われても」

　アードの冗談めいた言葉に、リウナは片手で口元を押さえながら苦笑した。

　結局、機械はエネルギーを暴走させて、爆発は起きたのである。アードたちが無事だったのは、ひとえにピコのおかげだ。

「ピコがみんなを助けてくれたもんね」

　フェニの嬉うれしそうな言葉に、ピコは「あんっ！」と誇らしげに吠ほえる。

　それを見て微笑ほほえましげに目を細めるナーの頭に、アードの手が置かれた。

「それだけじゃない。ナーが機転を利かせてくれたから、ピコも力を振るえたんだ」

「ええ、スライム製造機を見つけた過程も含めて、今回のＭＶＰはナーでしょう」

　ユニも何度もうなずく。フェニもそのことに異論はないのか、ナーの頭をなでなでとなでた。嬉しそうにナーが、頬ほおを赤らめる。

　ナーがこっそりとユフィに話していたのは、高級干し肉の要求だったのである。それを食べさせると、ピコは現金にも元気を取り戻した。後は、爆発を予知で読み取った彼女が、寸前で彼に命じて全員をダンジョンの外へと脱出させたのだ。

　正当に評価するなら、ナーとピコの両者に、一同の命は救われたと言うべきだろう。

「そして、その二人を救ったのは、何よりも高級な干し肉ですね」

「つまり、うちの財力が皆を救ったというわけだよ。アードくん、恩に着たまえ！　そして娘さんたちを研究させたまえ！」

「……何しれっと混ざってるんだ、お前ら。後、娘は渡さないからな」

　いつの間にか同じ円卓テーブルについているベイとユフィを、アードは半眼で見つめた。しっ、しっ、と手で追い払う仕草をするが、まったく動じることがない。

（まあ、仮にもパーティを組んだ仲だ、今回くらいはよしとするか）

　渋々と認めると、アードは料理を追加注文した。結構高めの料理だが、後でベイの財力とやらに押しつけるつもりだ。

　ふと、シチューをさじですくって口に入れてから、フェニがぽつりと漏らした。

「でも、スライム事件を解決したことで、冒険者のみんな喜んでいたね」

「衣服を溶かす変態的な魔物がダンジョンに跋ばつ扈こしているのです。特に女性は心穏やかではいられなかったでしょう」

「それを解決できたの、とても嬉うれしいです……胸がじんわりと温かくなってくるような」

「何だか……たとえアードに褒められなくても、これはこれで満足できる気がするなぁ」

　何となく口にしてから、「はっ」と我に返るフェニ。

　慌ててアードの側そばに駆け寄ると、腕にしがみついて肩に額をこすりつける。

「あ、嘘うそ。今の嘘だからね！　ちゃんとアードに褒めて欲しくて、ただそれだけのために、あたしたち探偵してるんだから！」

「いや、それはそれで、どうかと思うが」

　アードは苦笑しながら、それでも彼女の思いに応こたえるため、頭をなでてやった。残りの姉妹も「ずるいです」「父上、私にもお願いします」とねだってくる。

「あーもう、どうしてあんなこと思ったんだろう……」

　なでられながら、フェニがつぶやく。アードの褒美もいらない発言に、自分で相当に驚いたようだ。アードもフェニにしては珍しい発言だったので、少し驚いていた。

（ひょっとして、探偵の仕事から何か得るものがあったんだろうか……もしそうなら嬉しいんだけどな）

　そんなことを考えていると、隣のリウナが首をかしげるのが見えた。

「ところでアード、例のスライムのことなんだけど。結局、誰がそんな魔物をデザインしたんだろうね。その人が、ある意味今回の事件の真犯人なんでしょ？」

「ああ、俺おれもそのことが気がかりだよ。どこの誰かは知らないが、迷惑なことをしてくれたもんだ。できればとっ捕まえて、冒険者全員に土下座させたいくらいなんだが……」

「でも、ダンジョンを訪れる冒険者は沢山いますし……」

　アードの言葉に、ナーも無念そうに目を閉じた。完全に事件を解決できたわけではないのが、心に残るのだろう。

　そんな時、カウンターの方から甲高い声が聞こえてきた。

「そういうわけでさぁ、一週間くらい前かな？　どこかで失なくしたみたいなのよ」

「ん？」と一同がそちらを見ると、珍しく酒をたしなんでいるラナンがレア相手に雑談をしているところだった。いや、返事を待たずに言葉を矢継ぎ早に繰くり出しているところを見ると、一方的に絡んでいるというのが正しい。

　話を聞かされているレアの表情は、どこか引きつっているのだが、ラナンはそれに気づいていないのか、ある程度アルコールが回って酔っているのか、けらけらと笑いながら言葉を続けている。

「いや、参ったわね。たまに業務を果たそうとして、ダンジョンに視察に行ったとたんにこれだもの。まあ、趣味で描いたものだからいいけどさ……でも、私が個人的に考えていたものとそっくりなものが、ダンジョンに出没するなんて、偶然って怖いわね。しかも、『衣服だけを溶かすスライム』なんて、マニアックなものを……」

「「「「お前が原因かぁっ！」」」」

「……ふぇ？」

　アードやベイを含む一同にツッコミを入れられ、彼女はとろんとした目で、そちらをうろんげに見るのであった。




　一週間後、ピコの母がピコを迎えに来た。

「ピコ、ばいばい！　また遊びに来てね！」

「待ってますから、約束ですよ」

「……今度は、もっと美お味いしいごはん食べさせてあげるから」

　三人はそう言ってピコに手を振る。前より寂しさの少ない別わかれであった。

　ピコ母の人型の幻影は、ピコを抱きかかえるとアードに頭を深々と下げた。

「ありがとうございました。うちの坊やは、お役に立てたでしょうか」

「ああ、それはもちろん。娘たちも、ピコに随分と助けられたし」

　アードはうなずくと、ピコの頭をなでてやった。

　ピコは嬉うれしそうに目を細める。それを見るピコ母も、同様な表情をした。

「坊や、人のために働く気持ちはどうだった？　感想を聞かせて」

　すると、ピコは何かしらの思念を飛ばしたらしかった。母は何度もうなずいたが、やがて不思議そうに首をかしげた。

「……『スライムは、もうこりごり』？　どういう意味かしら？」

「「「「は、ははは」」」」

　その言葉に、アードも娘たちも引きつった笑いを浮かべ、それを見つめるリウナも苦笑いせずにはいられなかった。








第四章　探偵の矜きよう持じ




『エルツェン』の街の中央部には、自警団の本部事務所が構えられている。

　自警団は国が組織した、民兵からなる武装集団で、その目的は街の安全と法を守ることにある。平たく言えば犯罪者を取り締まるための警察組織で、選よりすぐりの戦士がその事務所に駐在していた。

　そのうちの一人が、こんなことを言い出す。

「なあ、聞いたか。『グラッサム探偵団』の噂うわさ」

「ああ、小さい子供のくせに、なかなかやるんだって？」

「街でも評判らしいぜ。しかも飛び切り可愛かわいいらしい」

「事件もいくつか解決してるんだとよ」

　まるで、劇団のスターの噂でもしてるように、相好を崩しながら自警団員たち数名は、やいのやいのと話に花を咲かせた。

　と、突然、彼らが囲んでいるテーブルが真っ二つになる。

「「「うおっ!?」」」

　驚く彼らが見つめているものは、成人男子一人ぶんほどの大きさもある巨大な剣であり、それを振り下ろした一人の男だった。髪を固めて上げており、やや風変わりな民族衣装を身につけている。その目つきは、にらんだだけで人を殺せそうなほど鋭い。

「何くだらない話してるんだ、お前ら」

「ぶ、ブライ隊長……」

「い、いえ、これは、その……」

「くっちゃべってる暇があるなら、街の見回りにでも行ってこい！」

「「「は、はい！」」」

　慌てて男たちは、武器を携えて外に走り出していく。

　それを見送った後、ブライと呼ばれたその男は息を一つ吐つき、不機嫌そうにつぶやいた。

「ふん、『グラッサム探偵団』だ？　ガキが、遊んでるじゃねぇんだぞ、こっちは！」

　そのまま勢い任せに、剣を垂直に床に突き刺す。それだけで部屋中が揺れるほどの、大きな衝撃が生まれるのだった。




　スライム事件を解決した後、グラッサム探偵団の名前は飛躍的に売れた。

　今までペット探索やら、学園の七不思議やら、微笑ほほえましく子供の遊びの範はん疇ちゆうを超えなかったのに、一気に本格的な事件を解決したからである。

　その勢いに乗って、彼女たちは盗難や万引きなどの小さな犯罪も解決するようになった。犯人を特定するために、ユニの知恵やナーの予知能力を活用したこともある──フェニはもっぱら体力仕事専門だ。

　バーロックのようにとはいかないが、それなりに謎なぞ解ときをこなしたので、探偵団の株はさらに市民の間で高騰することとなった。

「さすが、この街を救った英雄の娘さんたちだ」

「ちゃんと事件解決もするのねぇ」

「お、噂うわさをすれば探偵団の面々だ。おおい、お菓子食べるかね？」

　町中でちやほやされて、フェニ、ユニ、ナーの三人はすっかり得意顔だった。

「ふふーん、これあたしたち、ブーム作っちゃったんじゃない？」

「こうやって商店街に買い物に来ただけで、お菓子をもらえるほどの大人気ですしね」

「……お仕事も、いっぱい増えるかもです」

　クッキーをほおばりながら、三人は口々に笑い合う。後ろをついてきているアードは「お菓子はあまり関係ないかもしれないけどな」と心中で思った。この町では、子供たちは可愛かわいがられる傾向にある。フェニたちでなくてもお菓子はもらえただろう。

　ふと、かみ砕いた菓子を飲み込んでから、フェニがアードに振り返った。

「ねぇねぇ、アード。これってもう将来の職業どころか、今の状態で仕事やれちゃってるんじゃないの、あたしたち」

「えっ？」

「そうですね、プロとして報酬をもらい、そして名声も得ています。これも父上の言いつけ通りに、仕事のことを考えた結果です」

「……褒めて、ほしいです」

　目をきらきらさせる子供たちに、アードは「はいはい」と頭をなでてやって応じた。が、胸中ではその言葉に納得のいかないものを感じている。

（仕事について考えるって、そういうのとは違うと思うんだけどな）

　報酬とか、褒めてもらうとか、そういう理由だけではなく、自分が仕事をしている意味を考えてほしい。が、他ならないアード自身が冒険者をやってる理由を見いだせてないため、娘たちにも強く言うことができず、彼女たちは増長するばかりだ。

「……この調子で、もっと沢山の事件を解決しましょう」

「でも、そのためにはもっと犯罪が発生しなければ」

「うん、たくさん犯罪が増えるといいね！」

「……おいおい」

　本末転倒な発言に、アードがさすがにたしなめようとした、その時。

「ひったくりだ！」

　叫び声とともに、市場が騒然とざわめき始めた。

　人の間を縫うようにして、一人の男が走って行くのが見える。その手にはバッグが抱えられている。女物で、明らかに所有物とは違った。

　娘たちは顔を輝かせた。

「グラッサム探偵団出動！」

「「おー！」」

　雄お叫たけびを上げるやいなや、男に向かって突進していく。アードが止める暇も無かった。

「おい、危ないぞ！　武器を持ってたらどうするんだ！」

　だが、幸いなことに男が武装をしている気配はなかった。小柄な少女たちは、ひるんでいる大人たちを尻目にひったくり犯に追いつくと、「てやぁ！」と叫んで飛びかかる。

　男はつんのめり、足をもつれさせて転倒した。「ぐぅっ!?」と悲鳴を上げて地に伏したところで、フェニとユニがその上に乗っかり動きを封じる。その間に、ナーが街のどこかを巡回しているであろう自警団員を呼びに行った。

　鮮やかな一連の行動に、街の人たちは歓声を上げる。

「いいぞ、嬢ちゃんたち！」

「よく捕まえてくれた、さすが探偵団だ！」

　フェニが照れ照れと、頭を掻かきながら「いや～」と相好を崩した。ユニも得意そうに、無表情ながら目を輝かせる。

　この時、彼女たちは少しばかり油断をしていた。自分たちが押さえつけているひったくり犯が動けないものと思い込んでいたのである。

　だが、次の瞬間、男は彼女たちを腕立ての要領ではね飛ばすと、一気に駆けだした。

「きゃっ!?」

「あ、待てぇっ！」

　ユニが彼女としては珍しい悲鳴を上げ、状況を悟ったフェニが必死に叫ぶ。しかし、それで止まるようなら男も最初から逃げない。周りを囲む人間を突き飛ばすようにして、市場の出口を目指し疾駆し──。

「うぉっ!?」

　またも悲鳴を上げると、その場で派手に転倒した。走る犯人とすれ違った青年が、瞬時に足を払ったのだと何人の観衆が気づいたか。

　髪をまとめて逆立て鋭い目つきをした彼は、呆ぼう然ぜんと見つめるフェニたちの前で、男の背中を踏みつけて「ふん」と鼻を鳴らした。

「詰めが甘いんだよ。最後まで気を抜くんじゃねぇ、このド素人が」

「なっ!?」

　それが自分たちに浴びせられた罵ば声せいだと知って、フェニたちは鼻白んだ。アードも娘たちを侮辱されたことに、眉み間けんにしわを寄せる。が、正論なので何も言い返せない。

　その間に、ナーが自警団を連れてきた。団員たちはひったくり犯を拘束すると、髪を逆立てた男に対して敬礼した。

「ご苦労さまです、ブライ隊長」

「隊長？　じゃあ、あの男は自警団の『行動部隊』の隊長か」

　驚きに目を丸くし、アードはつぶやいた。自警団は主に事件の記録や事務仕事を担当する「内務」と、主に外に出て犯罪者を取り締まる「外務」に分かれる。

　外務の中でも、特に荒事を担当する選よりすぐりの兵士たちを『行動部隊』といい、彼らは並の冒険者以上の実力を誇っていた。

　それらを束ねる隊長は、『勇者』に匹敵する実力者と噂うわさされている。ブライと呼ばれた男がそうらしいが、なるほど、ひったくりを捕まえた時の動きにはまったく隙すきと無駄がなかったことに、アードは今さらながら気づいた。

　と、そのブライは、フェニとユニ、それに彼女たちに合流したナーをじろりと一いち瞥べつした。

「噂には聞いている、お前たちが『探偵団』か」

「う、うん……そうだけど？」

「やめちまえ」

「「「えっ!?」」」

　突然の言葉に、娘たちは怒りより先に呆あつ気けにとられた。ブライの目つきがより鋭く、険しい光を湛たたえたこともある。












「事件の調査は遊びじゃねぇんだよ。子供にうろつかれても迷惑なだけだ。今後、素人が余計な首を突っ込むな。わかったな！」

　一方的に告げたブライは、自分の身長ほどもある巨大な剣を下げた背中を向け、部下である自警団員とともに男を連行していった。

　呆ぼう然ぜんとした三人が我に返ったのは、その姿が通りの向こうに消えてからである。

　フェニの胸の中に、ふつふつと煮えくりかえるような感覚がわき起こり、そして──。

「なっ、なっ……なにあれえええええええええっ！」

　ぶつけどころのない叫びが、市場の中に大きく響くのだった。





　　　　○






「なにあれ、なにあれ、なにあれ！　本当にムカつくぅ！」

　フェニの沸騰は、リウナの家に戻り、昼食を食べた後でも持続していた。

　ブライに言われたことが、相当腹に据えかねたのだろう。赤い髪の毛は逆立つ勢いで、今にも燃え盛りそうであった。

　ユニも、いささかぶすっとしながら、風船のように頬ほおを膨ふくらませてつぶやいた。

「我々の今までの功績を、全否定するとは……愉快じゃないですね」

「……うん」

　ナーも、暗い表情のままだ。三者三様、それぞれの態度で憤りを表している。

「ふーん、市場でそんなことがあったの」

　リウナが食後の紅茶を淹いれながら、アードに事情を聞いて納得する。

　彼は肩をすくめると、ちらり、と娘たちを見やってつぶやいた。

「まあ、あのブライって奴やつの言うことも、あながち間違いじゃないんだけどな。事件の調査は確かに遊び感覚で行ってはいけないだろうし」

「ちょっとアード！　アードはどっちの味方なのさ！」

「私たちは遊びで探偵をしたことなど、一度もありません」

「……真面目まじめに、やってます」

「い、いや、お前らがそうだと言ってるんじゃなくて、あくまで一般論の話で……」

　珍しく娘たちが抗議の声をぶつけてきたので、アードはたじたじと後ずさった。

　隣からリウナが苦笑を浮かべながら、娘たちをなだめに入る。

「まあまあ、落ち着いて。甘い物食べたら、いらいらも収まるよ。はい、アップルパイ」

「アップルパイ！」

　好物を出されて、フェニの目がキラキラと光を放った。とびつき、むしゃむしゃと平らげ、そして紅茶をすすってからおかわりを所望する。

　もう一枚食べてから、けぷっ、と喉のどを鳴らしてつぶやいた。

「ふ、ふん、こんなものでごまかされないんだから」

「……説得力ないよ、フェニお姉ちゃん」

「同感です。少しは我々の断固とした態度を見習ってください……あ、私もおかわりを」

　何だかんだでナーとユニも、むしゃむしゃとリウナのお菓子に釣られている。

　ふと、パイのおかげで少しは溜りゆう飲いんが下がったのか、フェニが指をぺろぺろと舐なめながら、思案するようにつぶやいた。

「あれだよね。このまま言われっぱなしっていうのも悔しいよね」

「何とか、あのブライという男の鼻を明かしたいところです」

「……でも、どうやるの？」

　ナーの言葉に、考え込むようにして腕を組んでから、ふとフェニは指を鳴らした。

「よし、あいつにあたしたちの実力を思い知らせてやろうじゃん」

「思い知らせる？　一体どうやってです？」

「そんなの、方法は一つしかないよ」

　そう言って、長姉は妹たちにニヤリと笑ってみせるのだった。




「そういうわけで、あたしたちはこれだけ事件を解決してるの！」

「密輸団もスライム事件も、犯人や謎なぞを突き止めています」

「……七不思議も、お父さんが手伝ってくれたとはいえ、解決しました」

　自警団本部の待機室にて。腕を上げて、わーわー言う少女たちを、ブライは半眼で見下ろしていた。恐らく、何を言ってるんだこいつら、と思っているのだろう。呆あきれたような色が表情の大半を占めている。

　それは、アードも同じだった。

「思い知らせるって、口でなのか」

　こういう時って、手柄を立ててブライを見返すとか、そういう行動に出るのが普通ではなかろうか。だが、娘たちはより短絡的な手段を取ったようだった。

「こちらに資料もあります。今までの事件の記録を扱っています」

「……私たち、真面目まじめにやってるんです」

「昼間の言葉、取り消してよ！」

　彼女たちの言い分をすべて聞き終えてから──アードはブライが見かけより優しい人間なのではないかと思った──一息吐つき、自警団の行動隊隊長は少女たちをにらみつける。

「わからねぇ奴やつらだな。オレは、お前たちがどういうふうに事件を解決したのかなんて、興味はねぇ。事件に関かかわるなと言っているんだ！」

「いえ、ですが」

「ですが、も、しかし、もない。いいか、今度オレの目の前で探偵団がどうのこうのと言ってみろ──お前ら全員、役人の仕事の邪魔をした罪で逮捕してやるからな！」

「「「ピェ!?」」」

　その言葉は、少女たちの背筋を凍らせたらしい。

「逮捕って、牢ろう屋やに入れられちゃうの!?」

「そんな、牢屋の中では父上にも会えません」

「……そんなの、絶対にイヤです。お父さんと離れたくありません」

　ぶるぶると身震いし、必死にアードにしがみついてきた。

　それを見て少し気の毒に思い、彼は助け船を出すことにした。

「なぁ、そのくらいにしてくれないか。娘たちも頑張ってやっていることなんだ。何も、頭ごなしに否定しなくても……」

　だが、ブライは今度はアードの方に、その鋭い視線を転じた。

「……あんた、アード＝グラッサムだったな。ドゥームを退治し、黄よ泉みの世界から子供たちを生還させ、この前も巨大なドラゴンを退治した」

「あ、ああ」

「あんたは英雄扱いされ、街の人間から尊敬を集めているし、その実力はオレも認めている……だからこそ、言っておく。娘たちのしつけはちゃんとしておきな！　このままこいつらが大けがすることになっても、オレは助けてやらないからな」

「うっ」

　厳しいが、正論だ。アードは渋々と、「わかった」とうなずいた。

「じゃあ、そろそろ行け。オレたちは今は公務中だ。ガキと遊んでいる暇はないんだよ」

　ぶっきらぼうに言うと、ブライは机の上の書類に取りかかった。行動部隊の隊長とはいえ、内務とは全くの無縁ではなく、雑務に追われているらしい。

　その時である。待機室の扉を開き、一人の男が大慌てで入ってきた。

「隊長、例の『ニードル強盗団』が、どうやら『エルツェン』の街に潜伏しているもようです。目撃情報を掴つかみました！」

「……『ニードル強盗団』？」

　フェニが首をかしげて復唱した。この時男は、初めて彼女たちの存在に気づいたらしく、しまったという表情をした。

　ブライが苦々しい表情で男に怒鳴りつける。

「バカか、一般人の前で軽々しく仕事の内容を口にするな！」

「ねぇ、『ニードル強盗団』って何なのさ？　ごーとーの集団？」

「お前らには関係ねぇ。家帰って親の手伝いでもしてな」

　ブライは口をへの字にすると、腕を組んでそっぽを向いた。絶対に喋しやべらないという意思表示らしい。

　フェニ、ユニ、ナーは顔を見合わせたが、やがて仕方なしといった口く調ちようで「わかりました、さようなら」とつぶやくと、アードの腕を引っ張って自警団の事務所を離れた。

　やけにあっさりと引き下がったな。アードは半ば感心し、半ば首をかしげた。

　だが、少し歩いたところで、突然娘たちがくすくすと笑い出す。

「ねぇ、聞いた？　これってチャンスだよ！」

「『ニードル強盗団』ですね。あの自警団員の口ぶりからして、かなりの大物のようです……先に捕まえれば、彼らの鼻を明かせますね」

「ちょっ、ちょっと待てよ。お前らひょっとして、強盗団を捕まえるつもりか？」

　慌てて問いかけるアードに、少女たちは、こっくり、とうなずいた。

　アードは「とんでもない」と彼女たちを頭ごなしに制そうとした。が、こういう時は家族でちゃんと話し合うと言い出したのは自分だ。彼女たちの言い分も聞くことにする。

　三人は、アードを見つめると、次のように意見を主張した。

「……あの人は、私たちだけじゃなくて、お父さんも責めました。それだけは許せません」

「そうだよ、だから私たちの手で絶対にその強盗団を捕まえよう！　あの髪ボサボサ男を、ぎゃふんと言わせてやるんだから！」

「それに、今回は前回の密輸団の時のように危ない真ま似ねをするつもりはありません。父上にも協力してもらいます」

「え、俺おれが？」

「……強盗団ってことは相手は人間です。私たち、人間相手にはうまく戦えません」

「お願い、アード。手伝って。どのみち強盗団なんて、放ほうっておけないよ」

　目をうるませる娘たちに、アードは困って髪をかき上げた。その表情には弱いし、彼女たちの気持ちもわかる。だが、自警団が極秘に捜査している強盗団を相手にするなど、危険なことこの上ないだろう。

（だがフェニの言う通り、相手は強盗団だ。このまま放っておけば街に被害が及ぶかもしれない。自警団に限らず、誰かが急いで捕まえた方がいいだろう。フェニたちも的確な指示があれば、獣の姿でも人間相手に上う手まく立ち回れるはずだ。強盗団捕獲の戦力にはなる）

　何より娘たちが、どういうきっかけであれ、自分たちの仕事にいつも以上のやる気を出している点をアードは尊重したかった。

「わかった、一緒に強盗団を捕まえよう。その代わり、約束だ。危なくなったらすぐに逃げること。現場では俺の指示を絶対に守ること。できるか？」

「「「はい！」」」

　娘たちは真面目まじめな顔で首肯した。アードもうなずくと、拳こぶしを固めて立ち上がる。

「よし、それじゃまずは強盗団の居場所を突き止めないとな。自警団はもう動いているんだ、よほど迅速に情報を集めないと先を越されるぞ」

「大丈夫、いざとなったらこっちにはナーもいるんだから」

「冒険者ギルドにも情報を聞いてみましょう」

　娘たちは手慣れた様子で、情報の集め方を提示する。いっぱしの行動ができるようになった彼女たちに、アードは深く感銘を受けた。

（これで強盗団を捕まえたら、もっと得意な顔をするだろうな。しかし、それはそれで悪くないのかもしれない）

　自信をつけることは、決して悪いことではないのだから。

　数分後、冒険者ギルドから集めた情報と、ナーの予知の力もあり、彼らはすぐに強盗団のアジトの場所を突き止めていた。





　　　　○






『エルツェン』の街の外には、食料や物資を貯蔵しておく倉庫がいくつかある。それらは常にすべて使われているわけではなく、時期によっては空になっているものもあった。

　そのうち一つに、フェニ、ユニ、ナー、そしてアードはこっそりと近づいていた。情報と予知を総合させた結果、ここに『ニードル強盗団』が潜伏している可能性が高いらしい。

　すっかり陽ひが落ちて、世界は夜のとばりに包まれつつある。浮き出ている月を見上げ、自分たちがその光に照らされないよう注意しながら、アードは娘たちにささやいた。

「酒場でちらほらと噂うわさを聞いたが、『ニードル強盗団』は十数人からなる大規模な強盗集団らしい。その性質は暴力的で、様々な街で金持ちの家に押し入っては、所持している武器で住人を怪け我がさせている。また、武装に関しては常に万全の準備をしており、こっそりと闇やみ市いちで強力な武器を購入しているという噂もある」

　強盗と言うよりは、ならず者の集団と言った方がいいだろう。大変危険な存在だ。自警団が警戒していたのも無理はない。

「だから、今回は俺おれがほとんど戦うことにしよう。全員まとめて、何とか片付ける。その間にお前たちは、裏口を固めて警戒しておいてくれ」

「えー」

　不満そうな表情のフェニの鼻先に、アードは指を優しく突きつけた。

「約束だぞ、現場では俺の言うことを聞くこと」

「……はーい」

「その代わり、裏口から逃げようとしてきた奴やつがいたら絶対に逃がすな。一人でも放ほうっておけば、いずれ被害に遭って悲しむ人たちが増える。ここで殲せん滅めつするんだ、いいな」

「「「了解！」」」

「いざとなったら、神獣に変身してもいい。その場合は、フェニは炎、ユニは角を使わず、体当たりで攻撃し、ナーも尾は使わず相手を両手で突き飛ばす程度にしろ。これならぎりぎり怪け我がの範はん疇ちゆうで済むと思う。あばらの一本や二本は覚悟してもらうが、今まで奴やつらがやったことを考えれば安いものだ」

　アードの冗談めかした言葉に、娘たちはやっと表情をほころばせた。彼女たちはアードの指示通り、倉庫の裏口へと回る。

　やがて、入り口に忍び寄ったアードは、扉に鍵かぎがかかってないことを確かめると、それを大きく蹴け破やぶった。

「大人しくしろ！」

　奇襲の成否は敵をひるませられるかどうかにかかっている。彼の放った大声に、室内にいた男たちは例外なくすくみ上がった。

　地べたに座り込んで、賭け札カードに興じている男たちが数名。壁にもたれかかって、寝入っていた男たちが数名。どれも禍まが々まがしい顔つきの者ばかりだが、今はアードの乱入に目を丸くするばかりだった。

　やっと侵入者と気づき、傍らにおいてあった山刀や棍こん棒ぼうを手に取りかけた時には、アードはカード遊びをしていた男たちに向かって躍りかかっていた。

「でやあああああっ！」

　双剣の一いつ閃せんが、男たちの武器を切り落とす。一瞬にして戦意喪失した彼らの顎あごを、容赦なく蹴けり上げた。

「ぐおっ!?」「がぁっ！」「ぐぅっ！」

　次々に悲鳴を上げ、男たちはその場に倒れ伏す。その間に、壁にもたれていた男たちが、こちらに近づきつつあった。が、アードの強さを目の当たりにして、どうしたものか悩んだように動きを止める。

　中には判断力の高いものもいた。武器を捨てて、裏口へと走り出したのだ。

　もちろん、アードはそれを許すつもりはなかった。娘たちに固めさせてはいるが、彼女たちに危険が及ぶとわかって見過ごすわけにはいかない。

「行かせるかっ……《神速ゴツドギア》！」

　彼は叫ぶと、超加速の状態に入り、一瞬にして立ち尽くす男たち、それに裏口へと向かった男たちを襲撃した。常識外のスピードは、それだけで拳こぶしを充分な凶器に変える。顎を殴られ、男たちは例外なくひっくり返った。

　こうして、一○人足らずのならず者たちは、アードの手によってあっさりと倒された。

（……一○人足らずだって？）

　明らかに、『ニードル強盗団』の総数に足りない。アードは急いでまだ意識のある男に駆け寄ると、その胸ぐらを掴つかんで揺さぶった。

「おい、残りの奴やつらはどうした。どこにいる!?」

　不条理に暴力を振るうことには慣れていても、自分が被害者である経験は少ないのだろう。男ははっきりと怯おびえの色を目に宿しながら、アードに向かって叫んだ。

「も、もう一つの隠れ家に行っている！」

「もう一つ？」

「自警団に、感づかれたから、場所を変えようという話になったんだ。そこに、金品を少しずつ運んでいる最中さ。多人数で動くと目立つから、俺おれたちは留守番しているんだ」

「……！　自警団の動きに気づいていたのか！」

　なら、残りが帰ってくる前に迎撃の態勢を整えなければならない。アードは男を床に寝転がすと、みぞおちを踏みつけて気絶させた。

　とりあえず、娘たちに報しらせよう。そう考えた時、裏口が開いて当人たちが入ってきた。

「アード、終わった!?」

「騒音が途絶えたみたいなんで、来てみたのですが」

「……お父さん、無事で良かったです」

　すべてが終わったのだと思ったのだろう、安あん堵どの笑みを浮かべる彼女たちに、しかしアードは鋭い声で叱しつ責せきした。

「いや、まだだ！　すぐに外に出て……」

　その時、突然正面入り口の扉が開き、八人ほどの男が小屋に入ってきた。

「「なっ!?」」

　アードと、新しい男たちの声が、絶妙なタイミングで重なる。

　男たちはアードとフェニ、ユニ、ナーをにらみながら、眉まゆをひそめてつぶやいた。

「何だ、お前らは？」

　誰何すいかしたのは、間違いなく『ニードル強盗団』のメンバーであろう。

　何とタイミングの悪いことだ。アードは戦せん慄りつした。

　よりにもよってこの瞬間──娘たちが中にいる時に、戻ってくるとは！

　一方、強盗団の連中は、なおも不思議そうにアードたちをにらんでいたが、やがてリーダー格らしい頬ほおに傷を持つ男がぶっきらぼうに言い放った。

「誰だってかまわねぇ、片付けてしまえ」

「「うっす」」

「させるかっ！」

　アードは舌打ちをすると、そちらに駆け出そうとして──足を止めた。

　男たちが素早く、腰につり下げていた金属製の棒状のものを構えたからだ。

　後方は持ちやすいように湾曲していて、指先に爪つめのようなものがかかるようになっている。先端には穴が空いていて、その穴を男たちは一斉にアードと娘たちの方に向けた。

　この武器をアードは知識に得ていて、顔面を蒼そう白はくにした。

（──『銃』じゃないか！）

　確か、大きな国で開発が進められている、画期的で強力な武器だ。火薬の力で鉛の『銃弾』を打ち出し、至近距離なら金属製の板をも軽々と撃ち抜けるらしい。当然だが、そんな凶器が生物に当たれば、かなりの確率で大ケガをすることになる。

　まずい。アードの頭には、まず娘たちのことがあった。男たちが引き金を引く前に、彼はフェニ、ユニ、ナーをまとめて抱きかかえ、守るようにして銃口に背中を向けた。

　雷鳴のような轟ごう音おんとともに、次々とアードの背中に衝撃が襲いかかり、彼はのけぞった。

　身につけているのは『古代魔法文明』の技術によって作られた、『神獣の鎧よろい』だ。普通の鉄板とは訳が違う。たとえ『銃』の弾丸といえども、これを貫くことはできない。

　だが──アードは体に灼しやく熱ねつの塊かたまりが入った感覚を覚え、苦痛の声を上げた。

「ぐぅっ!?」

　体の力が抜けていくのがわかる。足下に何か赤いものが大量に流れ出した。

　──弾丸の一つが、鎧の隙すき間まを抜けて体内へと突き刺さったのだ。

（こんな時に……まさか［悪運ハードラツク］が……!?）

　己の不幸を呪のろいつつも、喉のどに何かが絡んで、たまらず彼は吐き出した。

「かはっ……！」

「アード！」「父上！」「お父さん！」

　血の塊を吐き出した父親を見て、フェニ、ユニ、ナーは絶望の声を上げる。

　それでも彼は最後まで娘たちを守り、そのまま覆おおい被かぶさるようにして力つきた。

　意志を失い、重くなった体を支えながら、娘たちは恐怖に青ざめていく。

「い、いや……いやあああああああ！」

　抑えきれなくなった絶叫が、アードを救うことはなく、ただむなしく倉庫の中に響いた。




　娘たちが絶望の声を上げる中、『ニードル強盗団』はそんな彼女たちにも止とどめを刺そうと、近づくべく歩を進めようとした。が、入り口に男が現れて慌てたように叫ぶ。

「まずいですぜ、ボス！　自警団の奴やつらがこっちに来ます！」

「ちっ、命拾いしたな……おい、ぐずぐずするな。金品の残りを持って引き上げるぞ！」

　男たちは踵きびすを返すと、倉庫の中からそそくさと退散した。

　残ったのは気絶した最初の男たち、そして倒れ伏したアードの姿である。

　フェニは涙で顔をくしゃくしゃにしながら、彼の体を揺さぶった。

「アード、しっかりして！　アード、アード、イヤだよぉ！」

「お父さん！　お父さん！　誰か、誰か助けて！」

　ナーも泣きじゃくりながら大声を上げる。

　と、アードは少しだけ意識を回復して、彼女たちの手をにぎった。

「……俺おれなら、大丈夫だ。これくらいで、参ってたまるか……」

「で、でも……」

「いいから、大丈夫……」

　だが、アードの顔から血の気はどんどん引いていく。フェニとナーは、再び泣き声を上げそうになった。

　その時である。

「フェニ、ナー、少し離れてください」

「え……」

　今まで黙っていたユニが、すっと立ち上がり、アードの背中を見つめた。意識を集中させるように、目を閉じる。

「今なら、何となく、できそうなんです……私に任せて」

「できるって、何が……」

　ナーの質問には答えず、ユニはユニコーンの姿へと変へん貌ぼうした。そのまま頭部をアードの背中に向ける。

　次の瞬間、額の角からまばゆい光が放たれ、アードの体にのびていった。

「……これって！」

　フェニが唖あ然ぜんとした声を上げた。ナーも無言で、驚きに目をみはる。

　どこか暖かい、陽光のような白に照らされた傷口は、まるで時間が逆行したかのようにみるみるふさがっていくではないか。

「ユニ、それって一体……」

「どうやら、私の力が覚かく醒せいしたみたいですね」

　奇跡の光を浴びせ続けながら、ユニは自分でも驚いているらしく、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

〈神獣〉は成長し、新たな能力に目覚めることがある。それは彼女たちを作った制作者が告げた言葉らしい──彼女たちもはっきりとは覚えてないのだが。

　以前はその結果、フェニが黒い炎を吐けるようになった。それと同様に自分も傷の回復能力に目覚めたのだろう。ユニはそう姉妹に仮説を告げる。

「私の力の本分は、物体の形状や性質を把握し、組み立てることにあります。その力の応用で、生態部分の修復、つまり傷を癒やすことができるようになったのだと思います」

「なるほど……」

　よくわからない、という口ぶりでフェニはうなずいた。彼女にすれば、アードの顔に生気が戻って、呼吸が穏やかになったことで充分なのである。

　ナーもほっとしたのか、アードの髪をくしゃりと撫なでる。

「良かった、お父さん……助かりそうです」

　光を浴びせ終えたユニも元の姿に戻り、ほっと一息吐ついた。

　その時。

「何だ、これは!?」

　いぶかしむような声が、入り口から響いた。

　見ればそこには、ブライが率いる自警団行動部隊の面々が、十数名、武器を携えて立っている。

　彼はフェニたちを見つけると、露骨に顔をしかめた。が、アードが倒れているのを見て、非常事態と理解したのか、難しそうな顔はそのままにしゃがみこむと、娘たちにぶっきらぼうに尋ねる。

「……何が起きた、言ってみろ」

「えっと、その……」

　三人は、今までの経緯をぽつぽつと口にした。その口く調ちようにいつもの元気などみじんもなく、目線も不安そうにアードに注ぎ続けている。

　リーダー格率いる何人かが違う場所に向かったと聞くと、「厄介なことになりやがった」とブライはぼやいた。

「これだから、素人が余計な真ま似ねするなって言ったんだ！　お前らが刺激しなければ、奴やつらが逃げることもなかったかもしれないんだぞ！」

「「「……ごめんなさい」」」

　素直に謝る娘たち。ブライは毒気を抜かれたのか「ま、こっちにも、動きをかぎつけられたというミスはあったがな」とつぶやき、立ち上がった。

　部下の何人かにこの場にいる強盗団のメンバーを連行するよう指示すると、ふと座り込んでいる三人の少女たちを見る。

「それで、どうするんだ？」

「え、どうするって……？」

「オレたちは強盗団の残りを追いかける。お前らはどうするって聞いている」

「それは……私たちは、父上のことが心配ですから……」

「目が覚めるまで……待っていたいです」

「……それでいいのか？」

「え……」

「そんな半端なことでいいのか、と聞いている。お前たちは、『探偵団』じゃなかったのか。探偵として、追いかけていた事件を放ほうり出してもいいのかよ」

　ブライの言葉に、フェニたちは戸惑いながら顔を見合わせた。

「それは……そんなことは、ないけど……」

「しかし、父上が目覚めるまでは、やっぱりここで待ちたいです」

「……家族ですから」

「そうだな。確かに、それも選択の一つだ。けどよ、お前らの親父おやじさんをここにおいて、お前らがしけた顔でそれを見ていても、何も動かねぇぞ。状況は、何も変わりはしねぇ」

「「「…………！」」」

「オレは強盗団を追う、そして捕まえる。それが、状況を動かす最善の手だと思ってるからだ。この街の平和を守り、多くの人間を助けるためのな──それがオレたち自警団の仕事なんだ。お前らはどうだ？　状況を動かそうとはしないのか？　それなら、一体何のために探偵の──事件を追う仕事をしているんだ？」

　その問いかけに、フェニたちの表情はますます困惑の色を深めた。そんなこと、今まで考えたことなかったからだ。

　強いていうならアードに褒められるためだ。だがそれは、ブライの前では何と小さく、むなしい目的なのだろう。いや、ひょっとしたら目的ですらないのかもしれない。ただ、子供が親に甘えるための口実にしかすぎないからだ。

　だが──ふと、フェニはかぶりを振って立ち上がった。

「わからない……何のために探偵をしているかなんて。ブライみたいに、強い気持ちで探偵をやってたわけじゃないから。アードに褒めてもらいたかったとか、バーロックみたいな活躍がしたかったとか、そういう考えだけでやってたから……」

「ふん、やっぱりガキの遊びだったってわけかよ」

　ブライが冷たく告げる。が、フェニはそれを素直に受け止めると、かみしめるようにつぶやいた。

「……そうだね、そうかもしれない。あたしたち何も考えてなかったもん……でも、仕事をする理由を見つけるのが大切だっていうの、何となくわかる。さっきのブライの言葉、とても真まっ直すぐに響いてきたから」

　彼女はふと、スライム事件を解決した時に、自分がアードに褒められなくてもいいかもと思ったことを思い出した。

　その時、思い浮かんだのは、事件を解決した後の光景──笑って自分たちに礼を述べる人々の顔だ。

　それが、何かを教えてくれそうで──彼女は気づけばブライに叫んでいた。

「お願い、ブライ。あたしたちも一緒に連れて行って！　今度こそ強盗団を捕まえたい！　そして、見つけたいの。自分たちが探偵団をやってる理由。それがあるなら！」

「そうですね、それに強盗団を逃がしてはいけないと父上に言われていますので。これ以上の被害を出さないためにも、行きましょう」

「……お父さんのことは、お願いします」

　ユニとナーも決意に拳こぶしを握りしめ、フェニの隣に立つ。

　ブライは品定めするかのように彼女たちを眺めていたが、やがて小さく息を吐ついた。

「わかった──おい、誰かこいつらの父親を街の病院まで運んでやれ。残った奴やつらは、強盗団の残党を捕まえに行くぞ！」

「「了解！」」

　そしてアードは娘たちが見つめる中、自警団員二人に抱えられ、街まで運ばれることになった。

　と、うっすらと目を開け、彼は弱々しく告げる。

「フェニ、ユニ、ナー……」

「アード！」

「……少しだけ、話は聞いてた……どうせ止めても、強盗団を捕まえに行くんだろう？」

「……はい」

「なら、仕方ない。止めようにも、俺おれはこの有様だ……いいか、無む茶ちやはするんじゃないぞ。ブライ隊長の指示に従うんだ……」

　と、ここでアードは厳しめの表情を、少し緩めて微笑ほほえんでみせた。

「それからな、お前たちが仕事をしているその理由は、ひょっとしたら見つからないかもしれない……でも、俺はお前たちが一生懸命頑張ってきたことを知っている……だから、そのことだけでも誇りに思っていい。お前たちは、立派な探偵だよ」

「父上……」

「強盗団を捕まえて、無事に帰ってこいよ……俺は信じてる、からな」

　そして、父たる青年は疲れたように頭こうべを垂れた。抱えている団員が、不安そうな娘たちにウィンクを寄よ越こしてみせる。呼吸は正常なようだ。

　三人の娘たちは安あん堵どの息を吐くと、連れられていくアードの背中に「必ず犯人を捕まえてみせる」と誓った後、倉庫を出て行くブライたちに続いた。





　　　　○






　敵の第二アジトについては、ブライたちはすでに当たりをつけていた。倉庫以外にも不審な影が目撃される場所があったらしい。

　それが、密輸団も使っていた遺跡の石小屋だった。最初はそちらを使う予定だったのが、密輸団が最近使っていたという事実から目をつけられやすいと考え、仕方なく倉庫の方に身を潜めることにしたのだろうというのが自警団の考えだ。

　場所は倉庫から一キロメートルほど。意外と近くにある。そこに向かって走りながら、ブライはフェニたちに敵の戦力などを詳しく聞いていた。

　銃について語ったところで、渋面を作る。

「マジかよ、銃なんか使ってくるのか」

「危険なの？　その『じゅるじゅる』とかいうの」

「……『銃』だ。分類としては飛び道具になるが、弓矢なんかよりもはるかに強力な武器だぜ。中級の攻撃魔法と同程度に思っていい。ただ、魔法は一定の魔力や素質などが必要となるが、銃は機械仕掛けだ。弾丸をこめて引き金さえ引ければ、誰でも扱えやがる」

「反則じゃん！」

「ああ、それだけ便利で、そのぶん危険な凶器ってことだ。ただ、装そう填てんに若干の時間が必要なのが欠点だがな。しかしこうも相手の数が多いと、その欠点もフォローできるだろ。正直、どう対処したものかわからねぇ」

　ぼやいていると、少し息を切らせ気味なユニが、それでも得意そうに言った。

「問題ありません。あの銃については、すでに対処方法を把握済みです」

「本当!?」

「ええ、『古代魔法文明』にも似たような武器が存在したのです。銃は弾丸を火薬の力で撃つものです。なら、銃ごと弾丸を火で包んでやれば、火薬は先に爆発します。こちらに銃口を向ける前なら、銃そのものをダメにしてしまうことは可能でしょう」

「……つまり、炎の魔法が使えれば問題ないわけか」

　ブライはつぶやき、ついてきているメンバーを確認してから、気まずそうに頭をかく。

「あー、この中には炎系の魔法使える奴やついねぇわ」

「役立たず」

「うっせぇな！　だったらお前に何とかできるのかよ！」

「できるよ、あたし炎吐けるもん」

　ちろちろと火を出して、フェニはブライに得意満面の顔を見せた。ブライは少し驚いた後、「ちっ」とふてくされたようにそっぽを向く。

「わかった、じゃあ銃の無力化はお前に任せる。そうしてくれたら、俺おれたちは犯人を捕まえる──銃以外にも武器を持っている可能性は大いにあるからな、これ以上の危険に民間人を巻き込むわけにはいかねぇ」

　それから、ふと考え込んでつぶやいた。

「敵はこちらが向かっていることには気づいているはずだ。物陰に隠れて待ち伏せしている可能性は大いにあるな」

「じゃあ、どうする？　小屋ごと燃やしちゃう？」

「遺跡をさらっと全壊させようとするんじゃねぇ！　それに、石作りの小屋は簡単には燃えない。さて、どうしたもんだか」

「うーん、あたしは吐いた炎を操ることはできるけど、どこに誰がいるかわかってないと、意味がないよね」

　炎で銃を無力化するなら、一気に行わなければ反撃がくるだろう。フェニも眉み間けんにしわを寄せて考え込む。

　すると、それまで何事か考え込んでいたナーが、意を決したようにフェニを見た。

「……フェニお姉ちゃん、私に任せてください。少し、試したいことがあるんです」

「試したいこと？」

「その、私にも、できそうなんです……新しい力が」

　妹のおずおずとした発言と、振り向いた顔は、フェニのみならずユニをも驚かせた。

　呆ぼう然ぜんと見つめる姉二人の前で、ナーの瞳ひとみはいつもより強く輝き、まるで金色の炎を思わせるのであった。




『ニードル強盗団』の面々は、ブライの予想通り小屋の中に息を潜めていた。

　小屋には同じく石でできたテーブルや椅い子すなども残っており、彼らが身を隠すに充分な遮しや蔽へい物ぶつとなり得た。

「奴やつらは来る、必ず」

　強盗団のリーダーはつぶやくと、自分が持つ銃をなでる。

「捕まえる前に、これでやってやる。こいつさえあれば、俺おれたちは無敵だ」

　先日闇やみ市いちで手に入れた銃は、その威力を先ほど充分に見せつけてくれた。訓練したおかげで狙ねらいもばっちりつけられる。銃弾は常に装そう填てん済みにしてあるから、早撃ちも問題ない。

　もちろん、理想的なのは隠れながら撃つことで、これにより反撃を食らうことなく対象を殺害できると彼は確信していた。百戦錬磨の自警団でも、物陰から音ほどに速く襲い来る鉛の塊かたまりには、対処できないだろう。

（早く来い、自警団の連中め）

　そう心中でつぶやいた時、石小屋の入り口に影がさした。

　すわ、自警団の面々かと物陰から目をこらした彼は、驚きに動きを止める。

　そこにいたのは二人の少女だったのだ。確か、倉庫を襲撃した奴がかばった娘である。

（何だぁ？）

　疑問が先に立ち、彼はとっさに彼女たちを撃つことができなかった。

　それが勝敗を決した。

　彼は知らない。赤髪の少女が炎を吐く準備をしていることを。

　その肩に手を置いたもう一人の娘が、自分たちの位置をすでに予知していることを。

　そして──彼女が予知で手に入れた知識は、手を通じて赤髪の少女の中に流れ込んでいた。それを脳で処理し、自分の情報に変えてしまうと、赤髪の少女は思いきり息を吸う。

「そこだぁああああっ！」

　次の瞬間、大量の炎が口から吐かれたかと思うと、それは一○個近くの炎の玉に分かれ、一気に強盗団の面々に飛び、彼らが持つ銃を襲った。

「おおおおおっ!?」

　誰かの悲鳴が聞こえ、続いて何かが大きく破裂するような音が立て続けに響く。

　拳けん銃じゆうの弾丸はすべて暴発し、その余波を受けて彼らの手はズタボロになっていた。

「今だ！」と若い男の声が響いたかと思うと、小屋の中に自警団の団員たちがなだれ込む。拳銃を頼りにしていた強盗団たちは、なすすべもなく取り押さえられた。

「くそっ！　痛いてぇ、痛ぇよっ！」

　リーダーは泣きそうな声で叫びながら、もはや感覚のなくなった手を押さえていた。

　そこに、角の生えた少女が歩み出る。

「ご安心を、後で治してあげますよ……ただし」

「……お父さんを、撃ったむくいです」

「もうしばらくは、そのままでいてね」

　そう三人の少女は冷淡に告げると、石の小屋の出入り口へと向かった。

　表では、部下が取り押さえる様子をブライが監督していた。彼自身、すでに一人強盗団を捕まえ、ロープで縛り上げている。

　彼は娘たちに気づくと、見上げて得意そうな笑みを浮かべる彼女たちに、拳こぶしをそっと突き出してみせた。

「ふん、まあまあの戦果だったな……ド素人は撤回しておくぜ、探偵さんたち」

「えへへ」

　フェニたちは屈くつ託たくなく笑い、自分たちの小さな拳を、こつん、とぶつけた。




「それじゃ、ナーはテレパシーの能力に目覚めたっていうのか」

　アードは目を丸くしながら、ベッドの上で叫んだ。

　リウナ邸の彼の私室である。ユニの力のおかげで傷がふさがったこともあり、病院で一眠りしたら体調は全快した。それで、家まで戻ってきたのである。

　大事を取って今日一日は休養を取っているが、日常生活には何の支障もない。自室で退屈していると、娘たちがやってきて昨日の顛てん末まつを報告してくれたのだ。

「すごかったよ！　ナーの考えていることが伝わって、こう、見ている部屋の中に沢山の輪っかみたいなものが浮かび上がったの。そこに向かって攻撃すればいいんだってわかって、火の玉を投げたら命中しちゃった！」

「……お姉ちゃんが理解しやすいように、標的が存在する予想地点に、マーキングのイメージも付加させてテレパシーで送りました」

「そんなことまでできるとは、我が妹ながら大したものです。お手柄でしたよ、ナー」

　ユニの賛辞に、ナーは照れ照れと顔を両手で覆った。嬉うれしそうに笑う。

　と、そのユニの頭に大きな手のひらが置かれた。アードのものだった。

「お前もな、ユニ。お前のおかげで俺おれは死なずに済んだ。改めて礼を言うよ、ありがとう」

「父上……」

　そのまま、くしゃくしゃといじってやると、ユニは嬉しそうに目を細めた。

　もちろん、彼女を労ねぎらうだけでは不公平だ。アードたちはフェニとナーにも目線を向ける。

「三人とも、本当によく頑張ったな。新しい能力にもどんどん目覚めているし……お前たちは、俺が思ってるよりずっと成長しているのかもしれないな」

　アードの朗らかな笑顔に、フェニたちもつられて「えへへ」とはにかんだ。

　と、そこにリウナが、お茶と茶菓子を持ってきてくれた。

「はい、『みんなお疲れ様』と、『アード無事帰ってきてよかったね』ってことで。じゃん、デコレーションケーキを焼いてみたよ」

「「「デコレーションケーキ!?」」」

　娘たちが顔を輝かせる。パイなど、簡単な焼き菓子程度なら今まで食べたことは何回もあるが、生クリームの乗ったケーキというのはほとんどない。たまに贅ぜい沢たくで高めの店にいった時に、食べさせてもらったくらいだ。

　目を輝かせて見る前で、リウナはケーキを切り分けて娘たちに配ってみせた。「わー！」と歓声が上がり、すぐにトーンが低くなる。

「で、でも、ライバルに『がいちゅう』されるわけには、いかないもん」

「『懐柔』ですね。確かにその手には乗りたくありませんが……でも美お味いしそうです」

「……もぉ、お姉ちゃんたち。ここは素直にいただこうよ」

　結局お菓子の誘惑に負け、三人は美味しそうにケーキをほおばる。アードもならってみたが、舌の上でふんわりと溶けるようなクリームは、甘さを控えたスポンジ生地にマッチし、絶妙な味わいを与えていた。フルーツの酸味がそれに調和する。

「うん、美う味まいよ」

「そう？　ふふ、良かった」

　そしてアードとリウナは笑いあってから、ふと我に返った。いつもなら、この辺でフェニとユニの機嫌が悪くなって不満を声にする頃合いなのである。

　が、そうはならなかった。彼女たちはふとフォークをくわえたまま、ぼんやりと何事か考えているようだった。

「どうしたんだ、フェニ、ユニ。それにナーも。急に黙り込んで」

「……ケーキ、何かまずかった？」

　リウナの問いに、しかしフェニは首を横に振ってつぶやいた。

「ううん、ただね、ちょっと思い出したことがあって」

「何を思い出したんだ？」

「我々が探偵団をやっている理由が、結局わからなかったということです」

　ユニの小さなつぶやきに、ナーもうなずいた。

「……強盗団は捕まえましたし、それで平和が来たのはとても良かったです。でも、私たちは……それよりも、お父さんが助かったことの方が嬉うれしくて」

「その、街の平和とか、どうでもいいって思っちゃった。それなのに、ブライは……」

　彼は娘たちをこの家に送ってくれた後、その足で自警団の事務所へ向かったらしい。

「まだ、街の平和を守る仕事が残ってるから、だってさ。すごいよね、そこまで自分の仕事について考えられるなんて……それに比べてあたしたち、何も考えてなかったよ」

「本当に、一度考えてみたいです。どうして自分たちが探偵団をやっているのか、本当にこのままやり続けていいかを」

　娘たちの言葉は、アードの胸に痛みを残した。彼がずっと悩んでいた疑問が、そこにある。その答えさえ出していれば、彼は娘たちを慰め、励ますことができたはずだ。

　だが、今は──ふと、ここでリウナが口をはさんだ。

「でも、三人とも、ちゃんと強盗団を捕まえられたじゃない。これで怪け我がする人は減ったし、何よりアードとの約束を守れたんでしょう？　なら、それだけでもよしとしなきゃ」

「リウナ……」

「ああ、そうだな。仕事をしている理由や答えは、おいおい考えていくこともできる。今は、素直に仕事の成功を喜んでおこう。自分を追い詰めても、何も浮かんでこないしな」

　半分は自分に言い聞かせるつもりで、アードは娘たちに告げた。

　娘たちは顔を見合わせてから、少しだけ表情に明るさを取り戻してうなずく。

「そうだね、アード。アードも無事だったし、探偵団の仕事成功だね」

「我々も、頑張りました」

「……褒めてください」

「はいはい」

　アードは笑いながら、全員の頭を撫なでてやる。これで気が晴れるなら、安いものだ。

　だが、表情とは裏腹に、彼は複雑な思いで胸を満たしていた。

（しかし、本当に俺おれは未熟だな。リウナにフォローを入れてもらわなければ、フェニやユニやナーに、何もしてやれないところだった）

　そして何よりも、問題は何も解決していない。娘たちはいずれ、自分たちが仕事をしている理由についてまた悩み出すだろう。自分のように。

（その時のために、俺自身が冒険者をやっているその理由を突き止めないと）

　しかし、それがすんなりとわかれば苦労はしない。一体どうしたらいいかわからず、人知れず頭を抱え込むアードなのであった。








第五章　その先に待つもの




　ダンジョンは冒険者にとって夢と宝の詰まった楽園だが、同時に非情の牙きばを剥むいてくる巨大な魔物そのものとも言える。

　その腹の中で、一つの悲劇が訪れようとしていた。

「……くっ、まだだ……まだ、あれを……持ち帰るまでは……」

　一人の男が、足を引きずるようにしてダンジョンの中を歩いていた。

　深手を負おっており、その命の灯ともし火びが消えるのは時間の問題と言えた。

　それでも彼は歯を食いしばって、歩を進めた。あの、危険極まりない場所に、もう一度行かなければならない。

　あの場所から走り去る時に、置いていってしまったものを取り戻すために。

　だが──男はとうとう膝ひざをついた。仰あお向むけになり、少しでも体力を回復しようと試みる。

　流れ出る血がそれを裏切った。回復用のアイテムも魔法も、とうに底をついている。

　自分が死ぬことに、男は不思議と恐怖を感じなかった。ただ、悔しさと、何よりも彼の愛する少女に対する思いが残った。

「……フーリエ」

　まだ幼き、自分の娘の名前を呼ぶと、その男は力つきるように首を横にたれた。

　息を引き取る寸前の彼の姿を、他の冒険者が偶然見つけるのは、数分後のことだった。





　　　　○






「へぇ、そんなことがあったんだ」

「ああ、ちょっとやりきれなかったな。ベルクラウンさんには俺おれも少なからず世話になったことがあるんだ。いい人だったよ」

　リウナの問いにアードは答えると、通路の壁に身を預けるようにして、自分たちがいる場所──ダンジョンの中を見つめた。

　ロッド＝ベルクラウンという先輩冒険者が亡くなったのは先日、このダンジョンの中での話だ。そのことを冒険者ギルドで聞きつけた彼の胸には、時間を経てもなお、苦い思いが残っていた。リウナも同様に壁にもたれ、ダンジョンの虚空に目を向ける。

「前に、ダンジョンの中で亡くなっていた人を見た時も思ったけど……やっぱり冒険って、いいことばかりじゃないんだね。下手したら、命を落とすんだから」

「そりゃそうだ。どんなに富や名誉を築き上げても、死ねばすべてが台無しになるんだからな。これほど割に合わない仕事は他にないんじゃないかって時々思う」

　そして二人は身を起こし、行く手から迫ってきた巨大な四本足の魔物──犀さいの姿をした魔獣『ライノレックス』だ──を一刀両断に切り捨てる。

　しかし、息の合った連係攻撃の後も、死者を悼いたむ気持ちに変化は起きず、彼らの表情は優れなかった。

「さらに言うと、ベルクラウンさんには小さな娘さんがいたんだ。確か、『フーリエ』という名前だったか。最期までその子のことを案じていたらしい。同じ子持ちの父親として、気持ちは痛いほどわかるな。俺おれも、もしも死ぬようなことがあれば、あいつらのことを心配するだろう」

「その言葉、フェニちゃんたちが聞いたら怒るよ。『縁起でも無いこと言わないで』って」

　リウナが苦笑し、アードもそれにならった。

「そうだな、当人たちには言わないように注意しておこう。今回、ダンジョン探索についてきてくれなくて良かったよ。今の言葉を聞かれていたら、大変なところだった」

「そうだね……それにしても、フェニちゃんが探索についてこないなんて珍しいね」

　ふと、彼女は周囲を見渡した。自分とアードが二人だけでダンジョンに潜るなんて、とても珍しいことだと実感したのだろう。

　アードは少し物憂げに言った。

「フェニだけじゃないさ。ユニもナーも、何か考えたいことがあるみたいだ。その答えが出るまで、他のことはしたくないんだと」

「考えたいこと？」

「ああ……前の強盗団の事件以来、ずっと悩んでいるらしい。仕事とは一体何なのか、と」

　やはりアードの慰めでは納得できなかったらしく、フェニたちは強こわばった顔で考えごとをするようになった。それはそれで成長のために必要なことでもあるが、あまり思い詰めないでほしいとアードは思う。

　ついでに言えば、アードもまだ悩んでいた。自分が冒険に執着する理由について思い至らないからだ。ベルクラウンの訃報を聞いた後なら、冒険心にブレーキをかけるのが普通だと思うが、自分でも意外なことに彼はダンジョン探索をやめたくはなかった。

　これらのことをリウナに告げてから、アードは肩をすくめて言葉を続けた。

「何となくなんだけど、ここでやめたら負けって感じがするんだ。本当、我ながら病気じゃないかと思うよ。ワーカホリックってやつかもしれない」

「アードは真面目まじめだからねぇ。別に、冒険をする理由なんてそんなに深く考えなくてもいいんじゃないかな。何となくやってる人だっていると思うよ」

　だが、アードはその言葉には首を横に振った。

「この答えは明確に出したいんだ。前にも思ったんだが、俺が冒険にこだわる理由がわかれば、あいつらにも助言を与えることができる気がする。だから、あいつらが悩んでいる間に、この冒険でそのヒントだけでも掴つかみたい。リウナ、悪いが付き合ってくれ」

「うん、わかった。喜んでお手伝いするよ」

　リウナは笑顔で、アードの腕を抱きしめる。そういえば彼女の冒険者になった理由は「自分と一緒にいたいから」だったと、アードは思い出していた。

（俺おれも、それくらい単純な理由だったら良かったな……）

　隣にリウナがいる時、彼は何となくほの温かい気持ちになれることに気づいていた。だから、リウナの気持ちも何となくわかる気がする。あくまで何となくだが。

　しかし、彼が求める冒険の理由とは、それよりはるかに複雑な気がするのだ。

　果たして、この短時間の冒険でそれがわかるのか──それは無理だと薄々気づきつつも、「まあ気分転換にもいいか」と考えながら、アードはリウナと寄り添い歩き始めた。




　一方その頃、リウナ邸にて。

「「「ふぁあああ」」」

　フェニ、ユニ、ナーの三人は、『グラッサム探偵団』の事務所でぼぉっとしていた。

　ここ数日、探偵の仕事もしていない。『エルツェン』の街に事件が起きていないのもあるが、それ以前に彼女たちは悩みごとのあまり、他のことに手がつかないでいたのだ。

　悩みごと──すなわち、「自分たちは、なぜ探偵をしているのか」。












　その疑問が頭をぐるぐる駆け巡っては、ため息と疲れを誘ってくる。

　ふとフェニが、あくびでたまった涙をぬぐいながらつぶやいた。

「なぜ探偵をしているのか、かぁ……そもそも、あたしたちって何で探偵始めたんだっけ」

　その問いに、ユニが何やら設計図──アードのダンジョン探索に使うアイテムだ──を引きながら、これまたぼんやりと答えた。

「最初は、父上に言われたからですね。将来のことを考えるように、と」

「それで、冒険者ならできるんじゃないかって思って、それに似てる探偵をやろうって思ったんだよね……アードにも褒めてもらえるし、我ながらいい考えだと思ったんだけど」

　仕事のことを考えてみせれば、アードに認めてもらえる。それが彼女たちのすべてだった。学校の怪談も、ダンジョンのスライム騒動も、それなりに楽しかったし、何よりそれを解決してアードに褒めてもらえた時は、幸せで舞い上がるほど嬉うれしかった。

　だが、今はそれだけではいけないとわかっている。仕事とは、何か強い気持ちを抱いてやらなければならないと、ブライが教えてくれたのだ。そして、アードが自分たちに期待していることもそのことではないかと、フェニたちは思うようになっていた。

　ふと、それまで本を読んでいたナーが、ぽつり、とつぶやいた。

「……私、時々思い出すんです。事件を解決した時に、その事件に関かかわった人たちが、笑って私たちのことを褒めてくれるのを。それが、仕事をしている理由につながるんじゃないのかなって、思って……」

　その言葉に、フェニは「確かに」とうなずいた。前にアードに褒められなくても仕事をしてもいいと思った時、浮かんだのは喜んでくれた人々の顔だったのだ。ブライにどうして探偵団をしているのかと尋ねられた時も、その顔が何かのヒントになると感じた。

「あ、ひょっとして！　アードだけじゃなくて皆にも褒められたいから、仕事をしてるってことなのかな？」

　もしそうなら、ずっと悩み続けていた疑問に答えが出るかもしれない。

　しかし、その期待のこもった問いかけに、ナーは少し考えてから首を横に振った。

「……ううん、違うと思います。私も、それにたぶんお姉ちゃんたちも、褒めてくれるのはお父さんだけで充分ですよね。街の人に褒められたいっていう気持ちはあまりないはずです。だから、きっと違う理由があるんだと思うんですけど……それがわからなくて」

「私も、ナーに賛同しますね。依頼人が喜んで褒めてくれると、確かに報われた気持ちになります。でも、それも父上の賞賛に比べれば、些さ細さいなことです。我々はきっと褒められたことにではなく、違う何かに喜びを感じているのでしょう……憶測ですが」

「『違う何か』かぁ……うーん、何かわかりそうで、わからないんだよね……」

　結局、頭の中にかかったもやは晴れなかった。フェニは腕組みをすると、ため息を吐ついて宙をにらむ。が、すぐにその姿勢をほどき、拳こぶしを突き上げやけになったようにわめいた。

「ああ、もう！　これだけ考え続けてるのにわからないなんて、神様って意地悪だよう！　そもそもあたし、頭悪いから考えるのには向いてないんだもん！」

「……よくそれで探偵団を結成しようと思いましたね。今さらですが」

「ユニ、ナー、ちょっと外に行こう。こういう時は、『気分感電』が必要だって、アードも言っていた気がする！」

「『気分転換』だよう……でも賛成かも。あれこれ悩むの、しんどくなってきたから」

　ナーがうなずき、ユニも異論はなかったので、一同は外に出ることにした。

　久しぶりの日の光を気持ち良く浴びながら──今までずっと引きこもっていたのだ──彼女たちは屋敷から歩き出すと、すぐに歩調が軽いものに変わった。

「うーん、お外はやっぱり気持ちいいね。こうなると、リウナにアードの冒険のお手伝い譲っちゃったの、もったいなかったなぁ」

「フェニともあろうものが、失策ですよ。ライバルにリードを許してはいけません」

「……私は、たまにはいいと思うんだけど」

　三人で他た愛あいないおしゃべりをしながら、市場の方へと向かう。

　市場に向かったのには理由はなく、強いて言うなら散歩として最適な距離だからだ。

　石で舗装された道をしばらく歩いていると、ふと前方に人だかりが見えてきた。それほど大規模ではなく、四～五人といったところだろう。

　それは大体小さい影で構成されていて、そのうち一つは口をへの字にした女の子で、手にはその辺で摘んだのだろうか、小さな花を持っている。

　残りはわんぱくそうな男の子たちだった。どれも、ナーよりも小さい。彼らが漂わせている空気は、決して穏当なものではなく、むしろ一触即発の緊張すら感じる。

　女の子と、男の子たちはにらみ合っているようだった。

　何ごとかと訝いぶかしがっていると、ふと、人だかりの中で例外的な大きさの影──一人の青年が、こちらに気づいたのか振り返った。その顔を見て、フェニは微妙な声を上げる。

「何だ、ブライじゃん」

「何だとはなんだよ。人のことを捕まえて、いきなりご挨あい拶さつだな」

　ブライもぶっきらぼうに答えた。礼儀をわきまえているユニとナーが「こんにちは」と頭を下げたが、「おう」と応じただけでその無愛想な表情が変わることはない。

　アードいわく「彼はきっと気難しいだけで、本気でお前たちを嫌っているわけではないよ」とのことで、娘たちも前の事件の時からそれは薄々感づいているのだが、それでも子供が相手の時にはもうちょっと愛想よくしてもいいのにとフェニは思う。

　と、そんなブライと子供たちの取り合わせが不自然に思えて、彼女は首をかしげた。

「こんなところで何してるの、事件？」

「まあ、似たようなもんだ。ガキどもが喧けん嘩かしてやがった。通りかかったから仲裁に入ったが、どういう経緯か説明してくれねぇ」

　本来自警団が子供の喧けん嘩かを仲裁する義理などないが、そこはブライの性分なのだろう。この青年は思ったより子供好きなのかもしれない。

　ふと、彼は思いついたように『グラッサム探偵団』の面々を見た。

「ちょうどいいや、お前らがこの事件解決してくれや。俺おれなんかより歳としが近いそっちの方が、仲裁しやすいだろ」

「ええっ！」

「そんじゃ任せたぞ、『探偵団』のガキども」

　気軽に言って、ブライは去って行く。この辺がこの男のデリカシーの足りないところだと、三人は思った。そこさえ完かん璧ぺきなら、もっと良好な関係を築いてやってもいいのだが。

「そもそも、その探偵団のことで悩んでるんだけどなぁ」

　フェニはぼやきながらも、それでも子供たちが気になり、詳細を聞くことにした。

　被害者の方──女の子に決まってる──にしゃがみ込み、目線を合わせる。

「ねぇ、何があったの。良かったら、あたしに話してくれない？」

　さすが三姉妹の中でも長姉だけあって、こういう時は優しい声を出せるフェニだった。

　フェニの態度に、少女は戸惑ったようだったが、ブライよりは話しやすいと思ったのか、意を決したように口を開きかけた。

「えっとね……」

　──その時である。

「そいつの親父おやじが、嘘うそつきなんだ！」

　不意に一人の少年が叫んだので、フェニは目を丸くした。少女も、再び顔を強こわばらせる。

「何言ってるのよ！　パパは、嘘なんか……」

「いいや、嘘つきだね。何がすごい発見だよ」

「結局何も見つけてこられなかったじゃないか」

「やーい、やーい、嘘つきの子！」

　少年たちは囃はやし立たてると、少女の後ろでにらんでいるフェニたちに気づき、慌てて逃げていった。

　ナーとユニは露骨に不快感を顔に表す。

「……何、あれ。最低です」

「非論理的ですね。一方的に他人を嘘つきよばわりとは」

「あんなの気にする必要ないよ。ああいうのはただのガキだってアードも言ってた」

　フェニが慰めるように少女に言ったが、しかし少女は暗い表情に戻っていた。

　ぽつり、とため息のように言葉をもらす。

「いいもん……嘘つきだもん」

「え？」

「あたしのパパは……嘘うそつきだから」

　彼女の目に涙があふれていることに、彼女たちは気づいた。

　少女は悔しそうに、持っていた花に目線を落としながら、声を押し殺した。

「パパ、嘘つきなの……帰ってくるって言ったのに、帰ってこなかった……すごい発見をしたから、お土産持ってくるって言ったのに……それなのに！」

　その声に、まごうことなき恨みと怒りの色が混じっているのを感じ取り、フェニたちは困惑したように顔を見合わせるのだった。





　　　　○






「じゃあ、その子はベルクラウンさんの娘さんだったのか！」

　その日の夕食の席にて、アードは大きな声を上げた。隣でリウナも目を丸くしている。

　二人は、娘たちから昼間の出来事──子供たちの仲裁について任されたこと──を聞いていたのだが、渦中の少女の名前が『フーリエ＝ベルクラウン』と知り、驚いた。間違いない、ダンジョンで語った先輩冒険者の娘の名前だ。

　そして、フェニたちが彼女をかばい少年たちを追い払ったことを聞くと、腕を組んで満足そうにうなずく。

「知人の娘だからって贔ひい屓きするわけじゃないが、いじめは確かによくないな。フェニ、ユニ、ナー、よく止めてくれた……ん、どうした？」

　最後の質問は、娘たちがふくれっ面をしていたからだ。気に入らないことがあったのか。

　姉妹を代表するように、フェニが口をとがらせた。

「だって、その子、わからずやなんだもん」

「え？」

「自分の父親を悪く言うんです」

「……お父さんを信じられないなんて、信じられません」

　娘たちの話を総合すると、こういうことらしい。

　フーリエの父親、つまりロッド＝ベルクラウンは、彼の幼き娘に告げていたのである。

『パパはすごい発見をしたんだぞ、フーリエ！　世紀の発見だ！　いや、まだ発見と言い切れないかもしれないが、ともかくこれが成功したら、パパはお前をびっくりさせることになるだろう！　今度、それをお土産に持って帰るからな！』

　その言葉にフーリエも嬉うれしくて笑った。詳しいことはよくわからないが、父親がすごいことをしたということだけは伝わったのである。

　彼女は友達に、そのことを自慢した。父がお土産を持って帰ってくることを疑わずに。

　それが死体となって戻ってきたのは、その次の日だった。

『それからずっと、あたしはあいつらにからかわれてるの。何も発見できないで帰ってきた、嘘うそつきの子供だって。だから……』

　フーリエは悔しそうにつぶやくと、顔を真っ赤にしながら叫んだ。

『だから、あたしはパパが大嫌い！　パパのせいで、あたしはこんな目に遭ってるんだもん！　パパがよけいなこと言わなければ、あたしだっていじめられずにすんだもん！』

　それはどうかとフェニたちは思った。彼女たちにすれば、父親を悪く言うことだけでも相当信じがたい行為なのである。しかも、フーリエの言葉は多少、いや、かなり見当違いに感じられた。いじめの問題に、ベルクラウンは直接の責任を持たない。

　だが、そのことを指摘すると、フーリエはぎろりとこちらをにらみつけてきた。

『何よ、お姉ちゃんたちもパパの味方するの!?　信じられない、さいてー！』

　ののしるや否や、そのまま走り去ってしまった。取り残された姉妹が、呆あつ気けから目覚めて怒りを感じ始めたのは、その数分後である。

「自分のお父さんだよ!?　何でそこまで悪く言えるのさ！　しかも、死んでるんだよ、もう会えないんだよ！　悲しもうって気持ちもないの!?」

　憤まんやるかたないという表情で、フェニはむきーと両腕を上げた。ユニも「言語道断です」とうなずく。












　アードは多少困りながら、それでも微苦笑を浮かべて娘たちを諭した。

「いや、まだ小さい子供なんだし、多少利己的になるのはしょうがない。それに、娘を遺のこして逝ったベルクラウンさんにも責任はある……いじめに対する責任はないけどな」

「でも！　あたしは恨まないし、めいっぱい悲しむよ！　もしアードが……」

　そこまで叫んでから、フェニは慌てたように言葉を引っ込めた。台詞せりふの続きは大体想像がつくが、仮定でも「アードが死ぬ」とか言いたくないのだろう。顔を暗くしたユニとナーも同様である。

　アードは嬉うれしさと愛いとおしさがこみあげ、娘たちを優しく抱きしめてやった。

「ありがとうな、俺おれは本当に幸せものだよ」

　ひしっ、としがみついてくる娘たちの温かい体をなでていると、ふとリウナが首をかしげて言った。

「でも、少し気になるね。ベルクラウンさん、何を見つけたのかな」

「確かに。俺はベルクラウンさんの性格は知っているが、真面目まじめで誠実な人だ。やすやすと自分の行動を賛辞したりはしない。それが『すごい発見』と断言したのだから、かなりのものだろうな」

　そして、その発見が娘からの不興と、彼女がいじめられる原因を作ったのだ。そう考えれば、ますます彼の達成したものに対して、興味がわいてきた。

　ふと、フェニたちの方を見て告げる。

「なあ、このままベルクラウンさんを恨んだままにしては、フーリエも気の毒だ。彼女と、彼女の父親の仲を取り持つ気はないか？」

「え、でもどうやって？」

「すべての原因は、ベルクラウンさんがした『発見』につながっている。なら、それを解き明かしてみようじゃないか……どうだ？　まだ悩んでいるかもしれないが、とりあえず探偵団としてこの事件を追ってみないか？」

　その言葉に、娘たちは顔を見合わせた。が、それも一瞬。力強くうなずく。

「うん、わかった。やるよ！」

「探偵の活動については、まだ思案の余地ありですが、今は棚に上げましょう」

「……フーリエちゃんに、お父さんの良さを教えてあげたいです」

　そして一同は立ち上がると、一斉に叫んだ。

「「「『グラッサム探偵団』、出動！」」」

　その言葉にアードはうなずき、リウナも惜しみない拍手を送るのだった。




　翌日、アードたちはベルクラウンの家を訪れ、彼の妻に許可を得て家捜しをしていた。

　まずは彼が何を調べていたか絞り込もうと考えたのである。幸いにして、彼は手記や日記を多く遺のこしていた。

　屋敷は上級レベルの冒険者らしく、リウナ邸には及ばないものの、それなりに大きなものである。その中の一室、書き物用の机、それに大量の本で埋め尽くされた本棚が並ぶ書斎の中で、アードは手記をめくりながらつぶやいた。

「ふむ……ベルクラウンさんが冒険のかたわら、考古学にも携わっていたのは知っていたけど、これは本格的だな」

「考古学？」

　アードやユニが調べた資料を、部屋の隅に置きながらフェニが尋ねた。頭脳労働に向いていないため、彼女はもっぱら力仕事担当である。

「昔の歴史を研究する学問さ。ベルクラウンさんは特に、『古代魔法文明』の時代を調べていたようだ」

「『古代魔法文明』……」

　調べるべき資料を予知で選別していたナーが、感慨深げな顔をする。他の姉妹も同様だ。彼女たちの生まれた時代だ、無理もないだろう。

　だが、感傷が邪魔して仕事をおろそかにするほど、彼女たちは未熟ではないはずだ。アードはあえて気づかないふりをして、先を続けた。

「中でも、最近は『賢者ウル』について調べているようだな」

「『賢者ウル』？」

「『古代魔法文明』末期……つまり、文明が滅びる直前だな。その時、活躍していた賢者のことだ。彼は様々な機械兵の制作に携わり、一説によればあのドゥームもこの賢者の作らしい……ただ、『古代魔法文明』末期はあまりそういう文献が残ってないんだが」

「どうして？」

　手伝いでついてきていたリウナが、質問を投げかける。

　アードは気遣うように娘たちを見ながら、答えた。

「『古代魔法文明』は正確には『滅んだ』わけじゃない。『滅ぼされた』んだ」

「「「えっ!?」」」

「誰が滅ぼしたかは不明だ。伝承では、数匹の巨大な獣によって滅ぼされたとあるが、それも定かじゃない。当時はこの獣の侵略に対抗するために人間は必死だったらしいからな。文献を遺す余裕もないし、遺したとしても滅びた時に焼き払われているだろう」

「へー」

　フェニ、ユニ、ナーはきょとんとした顔をしていた。アードはこっそり胸をなで下ろす。自分たちの生まれた文明が滅ぼされたと聞いて、辛つらい思いをしないか心配だったのである。が、記憶がおぼろげなため、実感がわかないらしかった。

「ともあれ、ベルクラウンさんは最近賢者ウルについて調べていたようだ。個人でこれを調べるなんて、相当に難しかったと思うけどな」

「なぜですか、父上？」

「賢者ウルは先ほども言ったが、強力な機械兵士を数多く作り上げた。中には一国を滅ぼすほどの力を持つ、巨大な機械兵もあったらしい。そんな技術の持ち主の遺産を、『魔ま導どう研究室』が放ほうっておくはずがない。とっくに色々と調べ尽くしてるさ」

「……なるほど」

　ナーが納得してうなずき、それから一同は調査を再開した。

　と、そこにベルクラウンの妻にしてフーリエの母が、お茶を淹いれて持ってきてくれた。

「ご苦労様です。一休みなされてはいかがですか？」

「ありがとうございます……すみません、無理言って調査させてもらっている上に、お茶までいただいてしまって」

　アードが恐縮すると、夫人は柔和で少し寂しそうな笑みを浮かべる。

「いえ、夫がやっていたことは私も気になりますもの。街を救ってくださった英雄のアードさんなら、安心して任せられますわ。こちらこそ、よろしくお願いしますわね」

「全力を尽くします」

　アードはうなずくと、娘たちとリウナに「休憩にしよう」と告げた。一同は、銘々にベルクラウン夫人に礼を述べてから、いただくことにする。

　ふと、フェニが首をかしげておずおずと尋ねた。

「あの、フーリエは……？」

「外に出かけています。あなたたちが来たのを知って、『パパの肩を持つ人には会いたくない』って」

「は、あはは」

　その言葉に、フェニは寂しそうに愛想笑いを浮かべる。嫌われたことを改めて思い知り、多少傷ついたのだろう。夫人はすまなさそうに謝罪した。

「ごめんなさいね、あの子、どうしてもパパは許せないって言って聞かないものですから……つい最近までは、あんなにあの人に懐いていたのに」

「じゃあ、やっぱり約束を破られたことがショックで？」

「それもあるのですが……たぶん、それだけではありません」

　リウナの問いに、夫人は遠い目をしてつぶやいた。

「夫が死んで帰ってきた日は……実はあの子の誕生日だったんです」

「「「「「！」」」」」

「フーリエはあの人の帰りを嬉うれしそうに待っていたんです。誕生日をお祝いしてほしくて。でも、あんなになって帰ってきたから……ですから」

　彼女の声がかすれ始めたのは、夫の死を思い出したからか、今のフーリエの心境を不ふ憫びんと思ったからか、それはわからない。

　ただ、アードたちは彼女のためにも、そしてフーリエのためにも、ベルクラウンの名誉を回復させてやるべきだと、改めて心に誓った。

「それにはやはり、ベルクラウンさんが発見したものを突き止めるべきだが……うん？」

　作業を再開したアードは、ページを繰くる手を止めた。書かれている内容が最近のものとなっていたのだ。慎重に読み上げていって、やがて叫び声を上げる。

「これか！」

「見つけたの、アード？」

「ああ。これによると、ベルクラウンさんは亡くなる一週間ほど前に、ダンジョンである発見をしたようだ……それは、賢者ウルの遺のこした魔法陣をパスワードとして、初めて開く隠し扉のようだ……扉の中は、どうやら彼の研究所に続いているらしい」

「研究所、ですか……？」

　ナーが目をぱちくりとさせる。ダンジョン自体がそもそも、『古代魔法文明』の科学者たちが作り上げた研究所なのだ。その中に賢者ウルは個人の研究施設を持っていたということだろうか。

　だが、アードはその問いに首を横に振ると、興奮を抑えられない声で言った。

「賢者ウルは相当な実力者だった。彼は当時の権力者に許可を得て、空間を飛び越えるゲートを作り上げ、異空間に研究所を作り上げたらしい。自分専用の、大規模なものを」

「えっと、つまり異空間に賢者ウル専用のダンジョンがあるってこと？」

　リウナが、彼女にしては要領よくまとめた。アードはうなずいて肯定すると、手記を隅々まで眺める。が、殴り書きの記録からは、それ以上多くの情報は得られなかった。

「とりあえず、ベルクラウンさんが賢者ウルの研究所に向かったことは間違いなさそうだ。これだけでもかなりの発見だが、さらにすごい宝物を、その研究所関連の資料で見つけたと手記には書いてある。これを見つければ、きっと幸せになれるだろうと」

「じゃあ、それがきっとフーリエのお父さんが言っていた『すごいもの』なんだね」

「……それは、何なのでしょうか？」

「それが、この手記はここでページが終わっている。詳細に関しては、違うものに要約して書いてあるんだろうが……それがこの部屋で見つかる可能性は低そうだな」

　もしもベルクラウンが研究室に向かったのなら、その研究室について書かれた資料を持って行かないはずがない。夫人によれば、彼の遺体からは、そういうものは発見されなかったとのことだ。なら、途中で紛失した可能性が高い。

　一同は改めて部屋を捜索したが、アードの予想通りそれらしきものは見つからなかった。

「となると、方法は一つしかない……そのダンジョンに向かうことだ」

「なるほど、直接フーリエの父上の足跡をたどるのですね」

「そういうことだ。それに、そこが賢者ウルの研究室と確認できて、初めてベルクラウンさんの名誉は守られるわけだからな。どちらにしろ、行くしかないだろう」

　言いながら、アードは自分の血がたぎる感覚を味わっていた。

　今は理由を考える暇もなく、未知への扉を開く興奮が彼を包み込んでいる。そして、もう一つ。ベルクラウンの名誉を守れるかもしれないという期待も。

「よし、それじゃそのダンジョンに出発しよう！」

「「おー！」」

　フェニがときの声を上げ、妹二人がそれに合わせて小さな拳こぶしを突きあげた。




　それから数日は、アードたちはバタバタと多忙の日々を送った。

　何しろ未発見のダンジョンに向かうのだ。準備は万端にしておくに越したことはない。

　今回はフェニ、ユニ、ナーの三人もついてくると言い張った。というより、これも探偵団の手がけている事件なのだから、むしろ自分たちにアードがついてきてほしい、と。

　アードは迷った。今回は、ピコのような強力な助すけっ人とはいない。しかし、娘たちと交わした約束があるし、何より娘たちの気持ちをむげにしたくはなかった。

（やはり連れて行くしかないか。だが、強盗団の時のように俺おれが深手を負おうわけにはいかない。いざという時、娘たちを守れなくなるからな。つまり──）

　そこからアードは一つの考えを導き出し、街の方々を駆け巡った。

　そして何とか、娘たちを連れて行くために充分な準備を整える。そのことを告げた時、彼女たちは期待に目を輝かせた。

「これで、フーリエのお父さんが嘘うそをついてないって、証明できるね」

「ええ。必ずフーリエの父上が何を探していたのか、それを見つけ出しましょう」

「……ついでに、フーリエちゃんにわかってほしいです。お父さんはきっと、フーリエちゃんのことを大事に想おもっていたって」

　ナーの言葉は三姉妹の共通認識だった。我が子のことを大切に想わない父親はいない。アードと共に過ごしてきた彼女たちは、それを信念に近い確信として抱いていた。

　そのことを、きっとフーリエもわかってくれるだろう。

「……そういうわけで、あたしたちがその発見を見つけたら、ちゃんとお父さんのことを信じてあげてね」

　その日、フェニたちは街角で偶然出会ったフーリエに、今までの経緯をすべて話した。

　彼女は黙って聞いていたが、やがて髪にさした花飾りをいじりながら、そっぽを向く。

「イヤ。パパのことなんて信じられない」

「でも、嘘つきではないのかもしれないのですよ」

「……それに、遺のこした手記には、ちゃんと賢者ウルの研究所について発見したと書かれていたよ。これだけでも、すごい発見だと思うんだけど」

　ユニとナーが諭すように言うものの、フーリエは、きっ、と強い視線を返してきた。

「それでも、パパのことは信じられないもん！　たとえ嘘うそをついてなかったとしても、パパがあたしのことを大切に想おもってたなんて、絶対に信じられない！」

「どうしてさ!?」

「だって、だってパパは、そのウルとかいう人のおうちを見つける方が、大事だったんでしょ…………あたしのお誕生日をお祝いすることより、ずっと！」

「「「……あ」」」

「そんなパパが、あたしのこと好きなわけないもん！　だから……だから、あたしもパパなんて大っ嫌い!!」

　そう言って、彼女は勢いよく駆けていってしまった。

　それを追いかけることもできただろうが、娘たちにはその気力はなかった。

「そういえば、フーリエの誕生日だったんですよね。彼女の父上が研究所に向かったのは」

「娘の誕生日を忘れていたとは思えませんし……フーリエちゃんのお父さん、本当にフーリエちゃんのことを大切に想ってなかったんでしょうか」

　暗い表情をするユニとナーに、しかしフェニは首を横に振る。

「そんなことないよ。フーリエのお父さんも『お父さん』なんだもん。フーリエのこと、大切に想っていたはず。だから、何か理由があったんだと思う」

「「理由？」」

「そう、フーリエの誕生日に、冒険に出かけた理由……その謎なぞを解き明かそう。フーリエのためにも、フーリエのお父さんのためにも。あたしたち、探偵団なんだから！」

　この時、フェニの胸の中で何かのイメージが固まりつつあった。

　自分たちが探偵をやっている、理由。それはきっと、今までの事件を解決した中にも存在していて──。

（フーリエのお父さんの謎を解いた時、それがわかる気がする）

　それは、ユニとナーも同様だったらしい。目に光が灯ともっている。

　三人の姉妹は顔を見合わせると、力強くうなずくのだった。
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　賢者ウルのダンジョン探索、決行日となった。

　三人の娘とアード、それにリウナはエルツェンのダンジョン前にいた。

「いよいよ、未知のダンジョンへの出発だな」

「フーリエちゃんのお父さんが、発見したものが見つかるといいね」

「ううん、見つけるんだよ。何としてでも」

　リウナの言葉に、フェニが頑として言い張る。その目は真まっ直すぐにダンジョンの入り口をとらえていた。

　ところで、彼らの周囲には他に人影があった。そのうち二つが口を開く。

「でも、もし見つからなかったらどうしますの？」

「……可能性は低くはありませんね」

　お嬢様風の冒険者と、ダークエルフのメイド──スミカとユフィだ。

　その隣にいるエルフの魔術師が、不満そうな声をあげた。

「ちょっと、なかったら責任問題よ。私は賢者ウルの遺産が見られると思って、ここにいるわけなのに」

「……俺おれは別に、お前についてきてくれと言ってないんだが」

　アードが半眼で見つめたのはラナンだった。いつものローブ姿に付け加えて、使い込んだ革袋を背せ負おっている。彼女が元冒険者だったことを、改めてアードは思い出した。

「逆にオレは、ついていくと承諾した覚えはないぞ！　無む理り矢や理り引っ張ってきやがって！」

　叫び声を上げているのはブライだった。そんな彼を、三姉妹が囲んで諭すように言う。

「だって、人数が多くないとダンジョンに連れて行けないってアードが言うんだもん！」

「市民を守る自警団なのです。これくらいサービスしてください」

「……頼りにしています」

　まったく諭すつもりはないらしいが。ブライはそれでも口をへの字にすると、「ふんっ！」とうなってそっぽを向いた。ついてきてはくれるらしい。

　アードが娘たちを守るために導き出した答えは、単純明快だった。「できるだけ多くの戦力をそろえる」。そのために、心当たりの人間に片っ端から声をかけたのだ。

　その結果、スミカは学校が休みの日ならついてきてくれると言った。ユフィも「賢者ウルの遺産をぜひ見たい」というベイの代理で──ベイ自身はさほど強くないからだ──ついてきてくれることを承諾してくれた。

　ブライが娘たちに引っ張ってこられたのは、彼自身が言った通りである。それでも休みを取って来てくれたあたり、彼はやはり面倒見のいい性格のようだ。

　問題はラナンだが、アードはある事情からどうしても彼女に声をかけなければならなかったのである。それというのも──。

「そうそう、ちゃんと調べておいたわよ。賢者ウルの魔法陣。これで隠し扉は開くわ」

「……まったく、それについてベルクラウンさんの資料に書いてあれば、お前に声をかけることもなかったんだがな」

　幾何学的な模様が描かれた紙を示すラナンに、アードはぼやいた。別に、彼女を蚊か帳やの外に置きたかったわけではなく、単純に冒険者でもない研究者を冒険に誘うわけにはいかないと思ってたからである。

　それが、事情を話した瞬間に「自分も行く」と言い出した。魔法陣を調べる報酬は現金で支払うことを考えていただけに、アードはこの申し出に呆あつ気けにとられた。が、『魔ま導どう研究室』の副室長としては、そういうフィールドワークも仕事のうちらしい。

『それに何より、伝説の賢者の研究室よ！　この目で見て、色々と調べたいわ！』

　学者らしい好奇心を目に浮かべ、彼女もメンバーの一人となった。公的な魔術研究機関のナンバー２を務めるだけあって、その魔法の腕前は確かなので、アード的に結果オーライといえば結果オーライである。

　かくて、勇者クラスの冒険者が三人、魔導研究室の副室長が一人、自警団行動部隊隊長が一人、街の英雄たる低レベル剣士が一人、それに〈神獣〉三人という、バラエティに富んだ九人構成のパーティができあがった。

（試練の時と違って、人数を集めてもいいのはやっぱり強いな）

　アードはしみじみと思いながら、彼らの存在を心強く感じた。

　本当はもっと声をかけたかったが、現状の予算ではこれ以上は難しかった。研究室に宝があればそれでまかなえるかもしれないが、そうでない状況も彼は想定している。

「さてと、これからベルクラウンさんが見つけたと思おぼしき賢者ウルの研究室へと向かう。未知の場所だ、何があるかわからない。何しろ情報がほとんどないんだ──それでもこのメンバーなら、何とかできると俺おれは思う。みんな、よろしく頼む」

　アードがそう言って一礼すると、全員がうなずいた。臆おくした表情はない。やる気がある、ないに関かかわらず、そんな臆病風に吹かれる人間はここにはいないのだ。

　一同はダンジョンに目線を移すと、誰からともなくその入り口へと歩き出した。




　ベルクラウンが遺のこした手記によると、賢者ウルのダンジョンへと続くゲートは、地下四二階の隠し部屋にあるとのことだ。

　地下四二階といえば、冒険者でも中級レベルの人間がやっと到達出来る場所だ。並大抵の冒険者なら相当に長く危険な道のりになるだろう。

　だが、ここにいる面々は、どれも並大抵でない者ばかりである。

　今も、彼ら九人に成人男性なら丸まる呑のみできそうな大蛇──『ログスネーク』といって上級レベルの冒険者でも苦戦する魔物だ──が数匹ほど襲いかかってきた。

　魔性の蛇たちはその体から稲妻を迸ほとばしらせると、アードたちめがけて放ってきた。だが。

「遅おせぇ！」

　ブライが一声吠ほえると、彼は電撃をよけて瞬時に大蛇の横手に回り、両手で巨大な剣を一いつ閃せんさせた。

　大蛇はあっという間に半分になり、その場で横倒しになる。

　その間に、残る他のログスネークを、リウナの長槍バルデイツシユが、スミカの刺突剣レイピアが、ユフィのハンマーが、斬きり、刺し、砕いていく。

　そして、圧巻なのはこの後だった。

「ふあああ、面倒くさいわね……ほい、【炎条閃光プロミネンス・レイ】」

　あくび混じりにラナンが示した指の先に、小さな火球が無数に生じたかと思うと、そこから高熱の閃せん光こうが放たれ、大蛇たちを撃ち貫いていく。

　穿うがたれた体は地に倒れ伏し、遭遇から一秒と経たたず、ログスネークは全滅した。

「す、すごい」

　ごくりと唾つばを飲み込むアード。自分でも同様なことはできるだろうが、それにしたって他人の鮮やかな術技を見るのは、爽そう快かいの一言に尽きる。

　だが、彼らは特に自分たちの功績を意に介したふうもなく、すぐに通路の点検を始めた。

「こういうところに、罠わなが仕掛けられていますわよね……あったあった、ありましたわ」

「瓶が割れて、毒ガスが吹き出るトラップですか……どういう条件で発動するかはわからないので放置は危険ですが、かといって破壊は難しそうですね」

「じゃあ、毒ガスの入った瓶を無毒化しちゃいましょう。ラナンさん、できませんか？」

「了解、【毒浄化デトツクス】を使うわ」

　ちゃっちゃと手際よくトラップを解除していく女性四人。それを見て、アードは感嘆すると同時に、どこかやるせなさを覚えた。

「……俺おれ一人だと、ここまでで大体肋ろつ骨こつの一本や二本は折れる怪け我がしてるんだけどな」

「お前、普段どういうダンジョン探索しているんだ」

　アードの［悪運ハードラツク］のことを知らないブライが、呆あきれたように言った。

　彼は冒険者としての経験はないので、罠を解除する能力は持っていない。が、戦闘能力だけでもこのメンツについてこられるだけ大したものだ。自警団の行動隊長の実力を、アードは改めて認識していた。

　ブライはアードの隣に立つと、トラップが解除されるのを待ちながら、ふと尋ねてくる。

「ところでよ、本当にあるんだろうな」

「何がだ？」

「その賢者ウルとかいう奴やつのダンジョンが、だよ。こちとら休みまで取ってきてるんだ、すべて無駄骨だとさすがにきついぜ」

「あるよ！」

　叫んだのは、アードにべったりとついていたフェニだった。

「あるに決まってる！　『お父さん』が、嘘うそつくわけないもん！」

「本当かねぇ。今一信じられないんだが。まあ、ここまで来た以上、あまり文句言っても始まらねぇか……」

「どちらにしろ、あなたは私たちに依頼をしているんですよ、ブライ殿。依頼主として、仕事の結果を見届ける義務があります」

　ユニの言葉に、ブライは目を丸くした。

「依頼？　依頼ってなんだ？」

「言いました……私たちに、フーリエちゃんの喧けん嘩かの仲裁をするようにって」

「……………………」

「ダンジョン探索して、お父さんが嘘うそつきじゃないって証明するのもそのうちの一つだもん。責任もって見届けてよ！」

　その言葉に、返すものもなくなったのか、ブライは投げやりに「へいへい」と答えた。

　アードはその光景を眺めていたが、微笑ほほえましく思えてつぶやく。

「お前ら、ずいぶんと仲良くなったんだな。最初はあんなに嫌ってたのに」

　すると、娘たちは仰天したように口々に叫ぶ。

「仲良くなんかないよ！　最初に『ド素人』って言われたこと、まだ許してないもん！」

「それに、我々は父上以外の男性と過度に親しくしたりしません。ご安心を」

「……父親の理想的な娘でいます」

「いや、その辺は別に周囲と仲良くやってくれてる方が、俺おれとしても安心なんだが」

　ひしっと抱きついてくる娘たちに、苦笑を返すアード。いつになったら、親離れができるんだろう、とふと考えてしまう。

（まあ、何か嬉うれしいのは確かだけどな）

　自分もダメな親だなぁと思いつつも、そんなことを考える父・アードだった。

「お二人とも、罠わなが解除できましたよ」

「アード、フェニちゃんたちも、早く、早く」

　スミカとリウナの声が響き、一同は改めて洞どう窟くつを奧おくへと進んでいく。

　以後も、凶悪な魔物や罠が行く手を阻んだが、メンツがメンツだ。実にあっさりと一いつ蹴しゆうし、やがて地下四二階──ベルクラウンが記した隠し部屋の前へとたどりついた。

「さてと、手記によればここになるわけだが──ラナン、とりあえず開けてくれ」

「はいな」

　ラナンはうなずくと、指に魔力をこめ、その光で壁に賢者ウルの魔法陣を描いていった。

　すると、ただの石壁にしか見えなかったそれは、音を立ててスライドし、ぽっかりと口を空けて中の空間を示したではないか。その場の全員が、「おお」と感嘆の声を上げる。

「これで、フーリエの父上の正しさが、一つ証明されましたね」

　ユニの言葉に、フェニもナーもうなずく。皆が緊張しながら入ると、岩壁が音を立てて閉じた。オートロック式で、中から開けるのにも同様の手順がいるらしい。

　部屋の中は、何も飾られていない虚無の空間だった。ただ一つ、部屋の中央にＵ字型のオブジェが置いてある。台座にはまっており、その台座からはコードがのびていた。

「これが、空間を飛び越えるゲートのようですね……私に任せてください。多少ですが、この手の魔法の装置には使用の経験があります」

「へえ、さすがはユフィ。変態アイテムマニアに仕えているだけあるな」

　アードがつぶやくと、彼女は少し彼をにらむようにした。

「誤解なきように言っておきますが、私はあの方を自分が真に仕えるべき主あるじとして、常に考慮から外しております。その忠誠心には、いささかの揺るぎなさもございません」

「いや……誇るべきところが逆だろ。揺らぎまくってるのかよ、忠誠心」

　主を主とも思わないユフィの態度に、アードは苦笑を返すしかない。

　その間にも、ゲートは少しずつ青白い光を帯びていき、やがてＵ字の中央に空間の裂け目のようなものが生じ、広がった。

　まずはアードが先頭に立ち、顔だけ裂け目に突っ込んで様子を見る。違う空気の漂う部屋が目の前に広がっていた。どうやら、これが転送先らしい。

「よし、行こう」

　彼の言葉に一同はうなずくと、次々とゲートの中の空間の裂け目に身をくぐらせ、もう一つの部屋へと降り立った。
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　その研究所は、当時でもかなり美しいものとして注目を集めていた。

　異空間に存在し、まるで水晶のような光沢を持つ素材でできている。この素材は『ミスティナイト』と呼ばれ、光を集積する性質があることから、加工次第でいつでもこの研究所を明るく照らすことができた。

　そして、その広さ。天井はどこまでも高く、通路も幅が広い。それなのにいつも埃ほこり一つ舞わないのは、定期的に空気を入れ換える装置が働いているためだという。

　賢者ウルのダンジョン。『古代魔法文明』でも屈指の芸術品とされるそれは、長らく誰の目からも逃れ、ひっそりと夜のように暗い空間に漂っていた。

　──だが、はるかな時代を超えて、一人の男がこの静寂を破ることに成功する。

　そして、今。その男の後を追って、九人の若者がこのダンジョンに挑んでいた。




「いやいやいや、死ぬだろこんなの！」

　アードの絶叫が、残る八人の心境をも代弁した。全員が息を切らせている。

　賢者ウルのダンジョンの内部である。一休みに立ち寄ったこの部屋──筒状のものが天井や床を這はう以外は、特に何もない部屋──に来るまでに、何度も死にそうな目にあった。

『エルツェン』郊外のダンジョンとは比べものにならないほど、ここのセキュリティは厳しく、そして危険だったのである。

　天井から問答無用で熱線が降ってくる。靴が一瞬にして焦げるほどの電流が床を走る。どこの空間につながっているかわからないワープホールが牙きばをむいてくる。機械で出来た兵士が百機単位で出てきて、ドゥームも使っていた『弾丸バレツト』を一斉掃射してくる──etc.。

　どれも致死の威力を誇るトラップが、息も吐つかせぬほどに襲ってくるのだ。アードは試練のために〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉で戦った日々を思い出した。さすがにそこまでの危険度はないかもしれないが、それでもやはり、このダンジョンはかなりの強敵である。

　目的地が判然としないのも問題だった。ベルクラウンがどこへ向かったか、足取りを追う手がかりがないのだ。しらみつぶしに部屋を探そうとは思うものの、このトラップやガーディアンの数では、下手を打てば全滅の可能性もあり得る。

「ベルクラウンさんは、よくお一人でこの危険なダンジョンを突破しましたね」

　息も絶え絶えなスミカのつぶやきに、疲労で辟へき易えきとした顔でラナンが答える。

「知らない。よっぽど、根性入れてかかったんじゃないの？　そんなにレベルの低い冒険者でもなかったんでしょう？」

「ああ、『勇者』までいかなくても、相当上級レベルの冒険者だったからな。自分一人だけで逃げることを優先に考えれば、何とか突破できるかもしれない」

　ただし、それには相当な気合いと、少しの幸運も逃さない集中力を必要とするだろう。ベルクラウンはその両方を手にしたらしい。

（そこまでして、彼が手に入れたかったものは、一体何なんだ？）

　アードは改めて疑問に思う。それを確認するためには、自分たちもベルクラウンと同様にかなり性根を据えてこのダンジョンにかからなければならないようだ。

　ともあれ、このがらんとした部屋にはトラップはないらしい。自分たちを追いかけてきた機械人形も、すべて片付けたはずだ。つかの間の休息に、一同が荒い呼吸を整えていると──ふと、ナーの金色の瞳ひとみが輝いた。

「……お父さん、この隣です」

「え？」

「フーリエちゃんのお父さんの、目的地……今、予知が働きました……！」

　その言葉に一同は顔を見合わせた。

　扉はない。いや、よくよく観察すれば継ぎ目らしいものが壁に見当たる。恐らくこれも隠し部屋のものと同じ、スライドするドアなのだろう。魔法陣を描いてもらおうと考えて、アードは面倒くさくなった。

「いぇいっ！」

　気合いとともに、壁を斬きり裂く。果たしてそこには、別の空間が広がっていた。

　今までいた部屋とは対照的な空間だ。薄暗くも、五○メートル四方もある大部屋の中には物が散乱し、沢山の機械が床や壁に張り付いている。金属でできた陳列台のようなものがいくつも横たわり、そこに雑多なアイテムが積まれていた。

　虹にじ色の金属でできた剣。水晶のような物質でできた花。黄金の輝きを放つティアラ、宝石をそこかしこに埋め込んだ魔術師用の杖つえ。どれも価値のある宝だと理解できた。

「なかなかの光景だな。お前らが冒険者やってる理由、ちょっとわかった気がするぜ」

　ブライが感心し、口笛を吹いた。

　その間にも、アードたちベテランの冒険者は、周囲の観察を怠らない。どこにトラップや伏兵があるかわからないからだ。

　ふと、フェニがアードの服の袖そでを引っ張る。

「アード、あれ」

「えっ？」

　彼女が指さす先、そこには使い込まれた鞄かばんが落ちていた。この部屋の物品にしては浮いている。つまり、『古代魔法文明』のものではないということだ。

「ひょっとして、あれはベルクラウンさんの」

　その言葉に、娘たちは慌てて鞄に駆け寄った。彼が探していたものを特定する、手がかりになると思ったのである。

　何しろ、この部屋には物品がたくさんありすぎて、どれが彼の目当てのものかわからない。少しでも情報が欲しかった。

　だが、それは少々軽率な行動だった。

「……危ない！」

「「「えっ？」」」

　アードの危険を予測するスキル──《危険予知リスクプロフエシー》に引っかかるものがあった。娘たち、それに同行している仲間たちが呆ぼう然ぜんとしている間に、その異変は起きた。

　この部屋には機械部品が沢山つまれた山があったのだが、それが動き出したのである。

　いや違った。それは独立した部品の山ではなく、一つの機械だったのだ。

　無数の金属を打ち付けるような音を立て、山は巨大な人影を形成する。その大きさは、全長一五メートルはあった。

　剥むき出だしの鋼線や、青白い光を湛たたえた水晶のようなパーツが、アードたちの目を引いた。それは、未完成品だったのかもしれない。もしくは修復の途中だったのだろうか。

　現れたのは、巨大な機械の兵士だった。

「う、うおっ!?」

　アードはうわずった声を上げた。〈危険予知〉は機械兵士がこちらに敵意を向けていることを感知している。その証拠とばかりに、鋼線を垂れ下げた腕が上がると、アードたちに向けて振り下ろされた。

「きゃあああ!?」

　女性の誰かが悲鳴を上げた。誰のものだろうと考えながら、アードは吹き飛ばされていた。腕の直撃を受けたわけではない。ただ、その衝撃波だけで体が飛ばされるほどの力を、彼は受けたのである。

　床に倒れ伏すアードに、幸いにも攻撃の範囲外にいたフェニたちが、慌てて駆け寄った。

「アード、大丈夫!?」

「あ、ああ……しかし、こいつ、何て力だっ!?　しかも意外と素早い！」

「アードくん、気をつけて！」

　同様に吹き飛ばされ、素早く立ち上がったラナンが、珍しく真剣な表情で叫ぶ。その声には、緊張と焦りの色がにじんでいた。

「この巨体、それに賢者ウルの研究所……可能性は充分にあるわ」

「何のことだよ？」

　アードは叫びながら、娘たちを素早く抱き抱えた。機械兵士が再びこちらに拳こぶしを振るってきたのだ。跳躍して大きくかわすことで、衝撃波ごとその攻撃を回避する。

　そして着地した瞬間、ラナンの声が聞こえてバランスを崩しそうになる。

　彼女はこう告げたのだ。

「この機械は、『古代魔法文明』末期に作られたもの……賢者ウルの最高傑作……国一つを滅ぼしたと言われる、最強の機械兵士アルテイメツト・ソルジヤーよ！」

「なんだって!?」

　驚きのあまりに、うわずった声を上げるアード。

　その間にも、機械の兵士は体の向きを変えると、炎のような赤い目を光らせ、その腕から体と同じく金属製の刃ブレードを展開させた。




　賢者ウルが作り上げた、名も無き巨大な機械兵士。

　伝承によれば、『古代魔法文明』を牛耳っていた帝国相手に一○体が投入され、敵軍を完全制圧したという。当時の軍隊は、その優れた魔法技術で今の軍隊の一○倍以上の戦力を誇っていたのだから、これ一体で現在の一大国家の軍事力を軽く上回る計算になる。

『四大元素竜フオー・エレメンタル』で換算すると、六匹ぶんの戦闘能力にはなるだろう。

　最大の特徴は、戦況を的確に分析し、合理的に攻撃させる『人工知能』で、これにより機械兵士は、戦えば戦うほど強くなる最強の兵器として恐れられていた。

　その最強の兵器が、今目の前に立ちはだかっている。明確な、排除の意志を持って。

　機械の兵士は、体の中央部分のクリスタルから熱線を放ち、拡散させた。

　それを全員が何とかよけたのは、さすがこのメンツではあるが──赤い熱線は金属よりも堅強なはずのミスティナイトの床に触れると、それを易やす々やすと蒸発させた。

「嘘うそでしょう!?」

　そのあまりの威力にスミカが悲鳴を上げ、アードも慄りつ然ぜんとした。彼が着る『神獣の鎧よろい』は、『古代魔法文明』の技術を結晶させて作ったものだ。理屈でいえば、ミスティナイトとほぼ同じ硬度を誇る。つまり、この熱線に触れればただではすまないということだ。

「冗談じゃないぞ、娘が苦労して作ってくれた防具なのに！」

「アード、今はそんなこと言ってる場合じゃないよ！」

　こんな時でも親バカに走る彼を、リウナが苦笑交じりに叱しつ咤たする。

　と、ユフィが首をかしげながらつぶやいた。

「しかし、どうしてこんなところにこんな機械兵士がいるんです。こんな戦略級の兵器、研究所を守るガーディアンとも思えませんが」

「恐らく、戦闘で傷ついた一体を修理しようとしていたんでしょう。その間に何らかの事情──恐らく、『古代魔法文明』が滅びた影響でこの研究所も孤立し、活動を停止した」

「……だけど、ベルクラウンさんが侵入したことでセキュリティが働き、研究所は活動を再開した。同時にこいつも眠りから覚めたってことか！」

　そして修理中の機械兵は、自衛行動に従い、この部屋を訪れたアードたちを排除しようとしているのだ。恐らく、前にここを訪れたベルクラウンにも、同様な反応を示し──。












　ここまで推測を進め、アードは、はっ、と目の前の機械兵士をにらみつけた。鈍い光を放つ人間サイズほどの刃やいば──その先に付着した、比較的新しい赤しやく黒こくを。

　うなりを上げて、その刃が振り下ろされる。それを『神獣の剣』で受け止めると、歯を食いしばって押し返し、よろめいたところで脚部に一撃を入れた。

　きしむような音を立てて、究極の兵器はたたらを踏んだ。が、その装甲には傷一つ入っていない。アードはそんな機械兵士から視線を外さず、怒りを抑えた声でつぶやいた。

「つまり、こいつがベルクラウンさんに致命傷を与えた張本人ってわけか……っ」

「「「……！」」」

　その言葉に、〈神獣〉たちも「！」と目を大きく見開いた。

「では、あれが、フーリエの父上の仇かたきになるのですか」

「そして……フーリエちゃんを悲しませることになった……原因」

「許せない！　ユニ、ナー！　あたしたちも戦うよ！」

　フェニの言葉に、ユニとナーもうなずく。が、それをアードが制した。

「待て！　お前たちは、調査を続けるんだ！」

「えっ？」

「俺おれたちはここにベルクラウンさんが見つけたものを探しに来たんだ。それさえ見つければ、こんなところには用はない……本当は俺だって仇は討ちたいが、不要なリスクは犯せないんだ……こいつは俺たちが引きつけておくから、早く！」

「……わかりました」

　アードの言葉に三人はうなずくと、部屋中に散開して目当てのものを探し始める。

　同時に、アードたちはそれぞれの得物を構え、呪じゆ文もんを詠唱すると、一斉に機械兵士相手に攻撃を開始した。

「「「「ええええええいっ！」」」」

　金属の光沢が、高熱の閃せん光こうが、黒い獄炎が、機械兵士めがけて殺到した。

　だが、それを受けたはずの兵士の装甲には、やはり傷はついていない。

「《不死鳥の獄炎フエニツクス・インフエルノ》も弾はじくとか……どれだけ固いんだ、こいつ」

　アードがぼやいていると、返事のように兵士の刃と熱線が飛んでくる。一同はそれをかわしながら、攻めあぐねた顔でいた。あまりにも強大な敵相手に、絶望感すら覚える。

　しかも、悪いことは重なるもので──それに最初に気づいたのは、スミカだった。

「グラッサムさん、外から複数の気配が近づいてますわよ！」

「わかっている！　まさか、俺の［悪運ハードラツク］のせいじゃないだろうな……」

　アードもぼやきながら察していた。機械兵士が暴れ回る音に混じるようにして、何者かがこちらに向かって接近する足音が聞こえている。

　間違いない、このダンジョンを警備していた機械人形だ。もう数分もすれば、この部屋になだれ込んでくるに違いない！

「ラナン、魔法を使って足止めをしてくれ！　スミカとブライはラナンの護衛を！　俺おれとリウナ、ユフィで、こっちの巨兵をなんとか食い止めるぞ！」

　アードの指示に一同は「了解！」と叫ぶと、それぞれの役割を果たすために走り出した。




　アードたちが果敢に戦っている間、フェニたちは急ぎ部屋の中を探していた。

　ベルクラウンの探していたものを見つけるためだが、しかし、これがかなり難しい。この部屋には物がありすぎるのだ。

「ど、どれがフーリエのお父さんが探してたものなのかな!?」

「下手すれば、ここにあるものすべてという可能性すらありますからね……ナー、何か予知に引っかかりませんか？」

「ダメです……この部屋にあるものだということは、間違いないみたいなんですけど」

「せめて、ヒントでもあれば……」

　そこまで言ってから、フェニは「あ！」と声を上げた。同時に、ユニとナーも思い出したように背筋を伸ばす。

「「「鞄かばんだ！」」」

　そして三人は鞄のある場所に駆けつけると、その中身をひっくり返した。

　ロープ、ナイフ、松明たいまつといった冒険用の道具の中に、手記が混じっていた。だが、かなり分厚い。これをすべて読んでいる暇はなさそうだ。

「ど、どうしよう……お姉ちゃん」

「とりあえず読むしかないですね」

　比較的読書スピードが速いユニがそれを受け取り、急ぎ開いた──ところで、中から何かがひらりと落ちた。

　一枚のカードである。本に挟まっていたようだ。

「何、これ？」

　フェニが拾い上げ、全員でのぞき込んだ。

　それを読み終えた後、三人は顔を見合わせる。

「これって、やっぱり……」

「そういうことでしょうね。我々の考えは間違ってなかったわけです」

「だったら、きっと、あれを持って帰ればいいんだ」

　うなずくと、一斉に『それ』がある場所へと走り出した。手に収めてから、アードたちに向かって叫ぶ。

「アード見つけたよ！　フーリエのお父さんが探していたもの、ここにあった！」




　アードが巨兵の刃やいばをよけた時、フェニの目的達成の声が聞こえてきた。

　アードは「本当か!?」と叫び返そうとしたが、目の前に立ちはだかる巨兵が、それすら許してくれなかった。熱戦と刃で、彼とリウナ、それにユフィを翻ほん弄ろうしていく。人工知能がこちらの動きを分析し、計算しているのか、攻撃は的確さを増していった。こちらの人数が減ったこともあって、戦いは先ほどより厳しいものになっている。

　一方、ラナンたちは何とか機械人形と渡り合っているようであった。ちらりと様子をうかがった限りでは、スミカが［分身アヴアター］のブレスで二人に分かれ、ブライとともに入り口近くで機械人形を迎撃、その隙すきにラナンが広範囲の攻撃魔法で仕留めていた。

　だが、次から次へと機械人形は押し寄せているようだ。このままでは、この部屋を脱出することもままならない。

（目的のものは見つかったんだ。後は、この部屋さえ脱出できれば、すべて解決するのに！）

《神速ゴツドギア》で動きを撹かく乱らんしつつ、アードはその隙をうかがった。だが、自分一人で逃げるならともかく、全員を連れてとなるとこれがなかなか難しい。

　そのうちに、攻撃を懸命によけていたリウナとユフィが、集中力を使い果たしたか、その場にへたりこんだ。

「もう、ダメ……」

「……足が、動きません」

「二人とも、しっかりしろ！」

　アードが叱しつ咤たしている間にも、機械兵士は彼女たちに向かって熱線を放とうとする。

（くっ、間に合うか!?）

　アードは《神速》を発動させ、二人を助け出そうと試みた。

　それよりも、巨大な質量の塊かたまりがぶつかり、機械兵士を押し倒す方が先だった。

「お待たせ、アード！」

「目標は達成しました、助太刀します」

「……大丈夫ですか、お父さん」

　彼らを守るように立ちはだかったのは、フェニックス、ユニコーン、ナーガの三匹の神獣──フェニ、ユニ、ナーの変身後の姿だった。

　彼女たちは勇敢にも、立ち上がった機械兵士に向かって突撃していく。その間に、アードはリウナとユフィを部屋の隅へと避難させると、

「ここで休んでろ、俺おれは娘たちを援護に行く！」

　そう告げてから、三匹の神獣の方へ目線を向けた。

　見れば、フェニが果敢に黒い炎を機械兵士めがけて吐き続けているが、これがあまり堪こたえた様子がない。ただ、まったく効いていないわけでもないのか、機械兵士も防御に徹しており、なかなか攻撃に転じる隙を見み出いだせていないようだ。

（外の機械人形たちはまだ片付いてないようだ。機械兵士をまいてこの部屋から脱出するのはやはり不可能だろう……それならいっそ、フェニたちが獣になっている今の間に倒した方がいいのかもしれないが……しかし現状では、それも厳しいな）

　アードが考え込んでいると、ユニとナーが駆けつけてくる。

「父上、我々の攻撃ではなかなか致命傷を与えることができません」

「……どうしましょう。このままじゃ、フェニお姉ちゃんが……」

　二人の言葉にアードはうなずき、素早く機械兵士を隅々まで観察した。どこかに弱点となるようなものがないかと思ったのである。

　ふと、機械兵士の頭部に、装甲のひびが入っている部分を見つけた。今まで攻撃をよけるのに必死で気づかなかったのだが、そこは確かに小さな穴が穿うがたれていた。

（そういえば、修理中かもしれないんだったか。つまり、あそこは未修理ってことだ。ななら、あそこから内部に向かって攻撃をすれば、倒すことができるかもしれない！）

　しかし、どうやって攻撃をすればいい？　アードは眉まゆをひそめた。

　機械兵士の体は一五メートルもある。さしもの娘たちも、空を飛べるフェニ以外は頭部に攻撃などできないように思われた。そしてそのフェニは、機械兵士とやり合うだけで精一杯だ。彼女が頭頂部に攻撃を転じるには、誰かが動きを止めなければならない。

「迷ってるひまはない、やるか」

　アードはつぶやくと、ユニとナーを呼び寄せた。

「ナー、お前はフェニに今から言う作戦をテレパシーで伝えてくれ。接触ではなく、遠隔距離での通信になるが、できるか？」

「は、はい。やってみます」

「よし、頼んだぞ。それからユニ、頼みがある」

「はい、何でしょう？」

　そしてアードは二人に作戦を伝える。

「えっ……」

「そんな、無む茶ちやです、父上！」

　娘二人が青ざめた顔でそんな言葉を口にしたが、アードは一方的に「任せた」と言い残すと、機械兵士の方に向けて駆け出した。




　機械兵士は、推定種『フェニックス』と戦いながら、戦闘用に作られた人工知能の隅に、二○パーセントの戦力低下となる要因を記録していた。頭頂部の傷のことである。

　ここに攻撃を受けると内部にダメージ発生の可能性がある。自己修復装置は故障中だ。カバーして動く必要が認められ、作動率は通常の三二パーセントに落ちていた。

　だが、それでも、彼の導き出す勝率からは三パーセントの欠落しかなかった。

　フェニックスの体力を測定したところ、初期の交戦から八九パーセントの低下が認められている。九五パーセントの低下まで、残り三分二三秒。その状態で飛行は不可能になると推測される。そこに左腕部ブレードをたたき込めば、対象は沈黙するはずだ。

　そこへ、先ほど離脱した人間が戻ってくるのが見えた。直線的にこちらに向かっている。

　単調な動き。筋肉の緊張具合を見る限り、フェイントをかける確率は○・二パーセント。到達時間も五秒と遅い。先に右腕部の刃やいばで胴体を貫き、活動を停止させる。それが彼の下した決断だった。

　そして、実際に金属の刃はその人間めがけて振り下ろされ──。

「ぐふぅ！」

　刃が腹部を貫き、機械兵士は一つの敵を排除したことを知った。

　いや、それは早計だった。人間は痛覚を抑制し、ガントレットのスイッチを押した。ワイヤーが飛び出て、機械兵士の頸けい部ぶに巻き付く。

　刃で切断しようとし──機械兵士は自分の刃が、人間の体に刺さっていることで封じられていることに気づいた。しかもその人間が力を入れて踏ん張っているせいで、なかなか思うように身動きが取れない。

　戦闘用に作られた人工知能でも、計算外の事態に陥った。打破する方法を計算する彼の視界の隅で、人間が口角を上げるのが見えた。

「どうだ、これで満足に動けないだろ？　おまけに、頭もいい具合にさがっていると来た──ところでお前、いつまで俺おれの方を見てるんだ？　こっちの作戦は、とっくに発動しているんだ。俺の娘は、行動力が高いんだぜ」

　機械兵士は自分がこの人間に誘導されたことを知った。彼は己の体を犠牲に囮おとりとなり、おまけに腕を封じて身動きも封じ、頭部を下げさせたのだ。

　そう、ひびが入っている頭部を。

「このおおお、燃え尽きちゃえぇええええ！」

　飛来してきたフェニックスが、ひびに向かって巨大な熱量を持つ黒炎を吐きかけた。

　炎は内部に浸透し、装甲に覆われていない部品を蹂じゆう躙りんしていく。

　メイン回路が焼け付き、機械兵士の中で警報が鳴り響いた。そのまま、人間の腹部から刃を抜き取ると、一歩、二歩と、バランスをとるためだけに足を踏み出していく。

　行き先に、ユニコーンやナーガ、二人の女性がいるとは、与あずかり知らぬことだった。

「させるか──《不死鳥の獄炎フエニツクス・インフエルノ》！」

　人間の叫び声が天から降ってきた。フェニックスに乗ったそれが、動きが緩慢になった自分を急襲したとは、最後まで機械兵士も知らずにいた。

　黒い獄炎が、さらに頭部の傷から内部に浸透し、中で膨ふくれあがっていく。

　次の瞬間、動力炉がひびわれて中のエネルギーが暴走し、機械兵士は内部で爆発を繰くり返して床に沈んだ。





　　　　○






　機械人形たちは片付いたようだった。

　ラナンたちは隣の部屋から戻ってくると、ぎょっとしたようにアードを見た。

「お、おい、大丈夫なのか？」

　ブライがさすがに心配そうな声をあげる。何しろ、アードの腹部は大量の出血で赤く染まっていたからだ。

　その隣でユニが、角を傷に向かってかざし治癒していた。

「大丈夫なわけないじゃないですか。まったく、父上も無謀すぎます。いくら私が回復能力を手に入れたからって、差し違え覚悟で敵の動きを止めるなど」

「本当にもう、無む茶ちやなんだから！」

　リウナも珍しく立腹していた。フェニ、ナーも同様だ。

　アードは苦笑を浮かべると、弁解するように言った。

「……悪い、でもそうまでしないと勝てない相手だったんだ……まあ、何とか倒せたんだし、よしとしてくれ。それに俺おれが体を張ることで、皆が救われるなら、俺は……」

　ふと、自分の言葉に思い当たるものがあり、考え込む。それはずっと抱いていた疑問に対する、一筋の光明だった。

（そうか、俺が冒険者をしている理由って……）

　だが、今は状況の把握が先決だ。アードは考えを後回しにして、娘たちに尋ねた。

「ところで、ベルクラウンさんが探していたものって、結局何だったんだ？」

「あ、うん。これだよ……たぶん」

　フェニが少し自信のなさそうに、ポシェットに入れていたものを取り出した。

　白く小さな手が丁重につかみ出したもの、それは水晶のような物質で作られた花だった。

「え、これがすごい発見？」

「……ごくありふれたものに見えますが」

　ラナンとユフィがいぶかしげにつぶやく。スミカもしげしげと見つめて、首をかしげた。

「そうですね、確かに綺き麗れいなものですが……いえ、待ってください。これはひょっとして、ミスティナイトで作られているのではありませんか」

「ご明察です。これは間違いなく、ミスティナイトで作られた花の彫刻です」

　ユニの言葉に、しかしラナンは納得いかないように言った。

「でも、いくらミスティナイトで作られているからといって、そんなすごいものとは思えないんだけど……せいぜい売っても、一万Ｇグレードってところよ。それなら、そっちの剣や王冠の方が、まだ価値がありそうなんだけど」

　だが、娘たちは首を横に振ると、透き通った花を見つめた。

「……これが一番すごい発見なんです。フーリエちゃんのお父さんにとって」

　ナーの言葉に、フェニとユニも笑顔でうなずき合い、一同を困惑させるのだった。








終章




　アードたちが賢者ウルのダンジョンから生還した、その数日後。

　フェニ、ユニ、ナーの三人は、ベルクラウンの家を訪ね、フーリエに会っていた。

　母親によって居間に通され、ローテーブルを挟んで向かい合う。

　やがて、フェニが一同を代表して持ってきた包みを開きながら言った。

「そういうわけで、これがフーリエのお父さんが探していたものだよ」

　ミスティナイト製の花の彫刻を渡す。それを見たフーリエは「きれい」と目を輝かせたが、やがてつまらなそうな顔をすると、テーブルの上に置いた。

「ふーん。これがパパが探していたものなんだ。あたしのことより、こんな花のおきものの方が大切だったってわけね。わざわざ教えてくれて、ありがと」

　そう言って、席を立とうとする。

　が、その腕をユニが掴つかむ方が早かった。

「何するのよ？」

「まだ、謎なぞ解ときはすべて終わっていません」

「謎解き？」

「この花の彫刻は、そんなに価値のあるものじゃなかったんです。でも、フーリエちゃんのお父さんは、すごい発見だと言ってました……その謎なぞ解ときです」

「答えはね、全部このカードにあったんだよ」

　そう言って、フェニは一枚のカードをポシェットから取り出した。ベルクラウンの手記に挟まれていた、あのカードだ。

　その最初に書いてある言葉を見た瞬間、フーリエの目が大きく見開かれた。

　──ハッピーバースデー。

「これって……」

「バースデーカードです。続きを読んでみるといいですよ」

　ユニの言葉に、フーリエは慌てたようにカードに目を通した。

『ハッピーバースデー、我が愛いとしの娘フーリエへ。

　お前の八歳の誕生日に、このプレゼントを贈ろう。

　これは「古代魔法文明」の偉い人が作った花の彫刻だ。日光を集めて輝くことができる。私はこれを、お前の誕生日プレゼントにしたいと思う。これからの人生を照らす象徴に思えるし、何よりお前は花が大好きだったろう？

　思えばいつも冒険ばかりで、お前を随分とほったらかしにしてしまったな。私は面と向かって謝るのが苦手だから、ここで謝ることにする。本当に悪かった。

　同時に一つ、一歳だけ大人になったお前にわかってほしいことがある。私が冒険者をやっている理由についてだ。

　冒険には辛つらいことが多い。だが、それを乗り越えた先には幸せが待っている。私は、その幸せを多くの人に与えたくてこの仕事をしているんだ。お前へのプレゼントを、ダンジョンの宝から選ぼうと思ったのもそのためだ。

　愛するお前に、幸せを与えたくて、冒険で得たこの花の彫刻を選んだんだ。

　フーリエ、このプレゼントと一緒に、私の気持ちを受け取ってほしい。そして幸せに思ったのなら、少しでいい、私に笑顔を向けてくれ。それだけで私は充分に報われる。

　私はお前のことを、心から愛しているよ────父より』

　すべてを読み終わり、フーリエは顔を伏せた。その体は小刻みに震えていた。

　謎なぞを解いた探偵たちが、そんな彼女に訴えるように告げる。

「フーリエのお父さん、ちゃんとフーリエのこと想おもっていたんだよ。だから、誕生日にどうしても素敵なプレゼントを贈りたくて、冒険に出かけたんだ」

「そして、このカードを添えて渡すつもりでした。決して、あなたのことをないがしろにしようと思ったわけではないのです。その想いを、受け取ってあげてください」

「……フーリエちゃん、お花を摘んでたし、お花の髪飾りもつけてたよね。フーリエちゃんがお花が好きなことも、お父さんはちゃんとわかってくれていたんだよ。だから、どんな高価な王冠や剣よりも、その彫刻が『すごい発見』だって思ったの」

　三人の言葉に、フーリエはしばらく黙っていたが、やがて顔を上げると──急に大きな声でわめいた。

「バカじゃないの！　こんなのちっとも幸せになれないじゃない！」

「……え？」

　怒りは収まらなかったのか。慌てる娘たちだったが、しかしフーリエはそんな彼女たちの前で肩を落とし、力なくうなだれながら言葉を絞り出した。

「だって……こんなに想おもわれたって、パパはもういないんだもん……あたし、ちっとも幸せになれないよ……！　どうして、帰ってきてくれなかったの……パパのバカぁ……」

「フーリエちゃん……」

　しばらく嗚咽おえつをもらしながら、幼き少女は目をこする。やがて赤く腫はらした目を上げると、花の彫刻をぎゅっと抱きしめた。そして、無む理り矢や理りに微笑を浮かべる。

「でも……でも、嬉うれしいよ……パパ。あたし、このお花を見てるだけで、笑顔になれる……きっとなるから……パパも天国で、幸せになって……」

　それ以上は言葉にならず、フーリエは強く目を閉じた。滴が頬ほおを濡ぬらしていく。

　フェニたちは顔を見合わせると、うなずき合い、静かにその場から退席した。




「そうか、じゃあ一応フーリエはベルクラウンさんのことを許してくれたんだな」

「うん……でも、ちょっと可哀かわい相そうだった」

　ベルクラウン家から出た後、待っていたアードと合流し、娘たちは帰路についていた。

　その表情はどこか優れない。フーリエのことを思えば、当然だろう。

「結局、謎なぞを解いても、すべて解決というわけにはいきませんでした」

「フーリエのお父さんは帰ってこないわけですから……そう思うと辛つらいです」

　ユニとナーもため息を吐つく。こういう時、下手に声をかけてはげますよりは、黙って付き合ってあげる方がいいと考え、アードはただじっと、娘たちの言葉を聞くことにした。

　と、フェニがアードの方を見る。

「ねぇ、アード。フーリエのお父さん、すごいよね……だって、冒険のことをあんなに深く考えてるんだもん。驚いたよ」

「あ、ああ。そうだな。俺おれが悩んでいたことに、自分なりの答えを見つけていた。すごいことだと思う……俺もやっと答えを見つけたけど」

　機械兵士との戦いの後に、アードは自分の考えをまとめあげ、それを突き止めていた。ベルクラウンがカードに遺のこした言葉も、ヒントになってくれた。

　表情に迷いのない彼を見て、ナーが尋ねた。

「……お父さんも、フーリエちゃんのお父さんのように、冒険の先に幸せがあると信じて冒険をしているのですか？」

「たぶん、根本的には同じだろう。ただ、ベルクラウンさんが考える幸せの形と、俺おれが考える幸せの形はちょっと違うと思う」

「というと？」

「俺は、自分が冒険に関かかわることで、自分が幸せになり、他人を幸せにできるって思うんだ。ちょうど、ダンジョンの中でお前たちに会ったようにな……それに、様々な事件を解決することで皆を助け、俺自身も英雄として名を馳はせるようになった。これはどちらかが先というわけではなく、同時に幸せを得ていると思うんだよ。だから、幸せは与えるものじゃなく、分かち合うものなんだと思う」

「…………」

「俺はこの先も冒険を続けていくだろう。そのことで自分が幸せになり、他人と幸せを共有できると確信しているから……それが、俺が冒険者にこだわる理由なんだ」

「そしてそれが、父上の冒険者という『仕事』に対する信念であり、誇りなのですね」

　ユニの言葉に、アードはうなずく。心の底から力強く。

　すると、娘たちは顔を見合わせ、少し笑ってからアードに告げた。

「あのね、アード。あたしたち、決めたことがあるの」

「何だ？」

「探偵団をやめようと思うのです」

「えっ、どうしてだ？　やっぱり、フーリエのことがこたえたのか？」

　アードは慌てて、彼女たちの顔を見た。

　だが、ナーがくすりと笑いながら答えた。

「そうじゃないんです……私たちもフーリエちゃんのお父さんの手記を見て、わかったんです。私たちが探偵団の仕事をやってたのは、バーロックに憧あこがれたり、お父さんに褒められたいからだけじゃない……事件を解決することで喜ぶ人の顔を見たいからだって」

「冒険者が他の人に幸せを与えるように、探偵も事件を解決することで幸せを与えられます。他人に褒められることではなく、他人の幸せそうな顔を見ること。そのこと自体が嬉うれしく、誇らしいのだと、ようやく気づきました」

「皆が幸せそうだとね、あたしたちも幸せな気分になれるの。フーリエは泣いてたけど、お父さんの気持ちがわかったぶん幸せにはなれたと思うし、それがとても嬉しかった。この気持ちがきっと、あたしたちが探偵をやる理由、そして意味になってたんだよ」

　娘たちがたどり着いた結論は、アードとしても共感できるし、褒ほめ称たたえてやりたいほど立派なものだった。

　だからこそ、彼はますます腑ふに落ちない顔をする。

「じゃあ、なおさら探偵団をやめる必要はないだろう。探偵の仕事を続けて、皆を幸せにすればいいじゃないか」

　しかし、その問いにフェニがゆっくりと首を振る。

「ううん、その上で思ったっていうか、やっと気づいたんだ……探偵でなくて、他の仕事でも、誰かを幸せにすることってできるんじゃないかなって」

「…………！」

　その言葉が、表情が、どこか大人びたものだったので、アードは驚いた。

　ユニとナーも同じように、柔らかい笑みを浮かべながら、彼に告げてくる。

「私たちには『可能性』があります。今のうちから仕事を探偵と決めてしまうのは、もったいありません」

「……色々なことを経験して、感じて、その上でじっくり決めていきたいんです。自分たちが、誰かの幸せを見るために、どんな仕事につけばいいのか」

　そして娘たちはにっこりと笑うと、いつものようにポーズを決めて、声を上げた。

「「「未来は、いつも無限！」」」

「あ、ああ……そうだな。その通りだよ」

　うなずきながら、その言葉が一番聞きたかったのだと、アードは今さらながら思った。

　彼は娘たちに未来を決めてほしいわけではなく、ずっと考え続けてほしかった。

　無限の未来をどう歩んでいくのか、その一歩一歩を────。

　アードはしゃがみ込んで娘たちを抱き寄せると、微笑ほほえんで言った。

「三人とも、凄すごいな。俺おれは、冒険者として他人と幸せを分かち合うことしか考えてなかった。でも、お前たちはもっと広い視野で未来を見据え、他人を幸せにできる方法が一つではないと考えついたんだ……俺は、そんなお前たちのことを誇りに思うよ」

「「「えへへ……」」」

「そして、忘れないでほしい。お前たちが悩んだ時は、俺も一緒に考える。お前たちの未来のことを。お前たちの将来のことを……だって俺は、お前たちの父親なんだから」

　三人は「うん！」と笑ってアードにぎゅっとしがみついた。

　温かい体温、洗い立ての布のような匂におい、柔らかく小さな体──いつも感じているそれらが、今のアードにとって、どこか遠くに行ってしまうもののように思えた。

（そうだ、いつまでもこのままではないんだ。いつか、巣立ちの時はくる──だからこそ、今の時間を大切にしておかないとな）

　寂しさに胸を衝つかれながらも、アードの心は晴れ晴れとしていた。娘たちの成長が、それだけ嬉うれしかったのである。

　やがて四つの影はよりそい、一つに溶け合いながら、リウナの待つ屋敷へと歩いて行くのだった。
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　皆さまこんにちは、番ばん棚だな葵あおいです。

『底辺剣士は神獣むすめと暮らす』４巻をお届けします。

　小さい頃番棚は少年探偵の話が好きでした。大人顔負けの推理力や行動力で犯人を追い詰める、そんな存在に憧あこがれを抱きつつ、自分もそうなりたいと思ったものです。

　それがまんま反映されたのか、今回の娘たちは探偵団とかやってます。ボケボケしながらも懸命な彼女たちの姿を見て、和み、楽しんでいただければ幸いと思います。

　本当、小さな女の子たちが必死に頑張る姿は、色々と可愛かわいいですよね～（アブナイ）。




　さて、今回も編集部の皆さまと、素敵なイラストを書いていただいた米こめ白しろ粕かすさまには、大変お世話になりました。

　手にとっていただいた読者の皆さまも、ありがとうございます！

　神獣たちと底辺剣士の家族としての成長物語はこの巻で一区切りとなります。が、機会があればその後のお話も書きたいと思っていますので、その時はよろしくお願いします。

　それでは、次の物語でお会いしましょう！
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